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　春はあったかいから好きだった。だけど、今年はすごく寂さびしい。

　今日は四月の二日。どこでも構わず眠りたくなるような穏やかな陽気で、家の中にいても春独特の花の香りが混ざったような風の匂においが漂ただよってくる。

　そんなぽかぽかした日和ひよりの中、おれと幼おさな馴な染じみの女の子は屋敷の居間でころんと寝転がっていた。今までずっと一緒に過ごしてきた幼馴染みはこちらに小さな背中を向けて、長い黒髪を散らばらせて畳たたみの上で丸くなっている。

「……月つき、なんかしてあそぼ？　おままごとでもなんでもいいよ。きょうはボールであそんだりしないから。ちゃんとおとうさんやくやるからさ」

　無言。呼びかけても答えは返ってこない。この半年、こいつはずっとこうして塞ふさぎ込んでいるのだ。

　その姿を見ていると、おれまで泣きそうになってくる。だけどおれは男の子だし、こいつのいる所で泣いたらいけない。きゅっと唇を嚙かんで堪こらえていた。

「真しん一いち、月ー！　庭に出て来なさーい！」

　外からお父さんの声が聞こえた。「なんだろ？」と呟つぶやきながら起き上がって、だらりとした月の体を引きずるようにして縁えん側がわから庭へと降りる。

「こっちだこっち」

　お父さんの横にいる袴はかま姿すがたの大きな体のおじさんが笑顔を浮かべて手招きしている。この人は熊くまみたいな外見だけど、表情は凄すごく優しそうだから好きだった。

　二人は、屋敷の庭に植えてある桜の木の下に立っていた。その桜は空を突き刺すくらいに大きくて、薄桃色の花びらを全身に纏まとっている。今日の天気は快晴で、ジャンプすれば吸い込まれそうな一面の青空が広がっていた。そんな空を背景にした桜の姿は綺き麗れいだけどどこか不思議で、ずっと見ていると別の世界に誘い込まれてしまいそうだった。

　二人の所に歩いていくと、お父さんは静かな微笑を浮かべておれに小さな杯さかずきを持たせた。平べったいその容器の中にはオレンジジュースが入っているみたいだ。お父さんとおじさんも、それぞれ一つずつ杯を持っている。

　今日はなにするんだろ、と思いつつ、横を見た。月はむくれた顔をして、おじさんから杯を受け取っている。その表情は今にも泣きだしそうなほど暗い。

　ここにもう二人家族がいれば、こいつはこんな顔をしていなかったと思う。

　でも、どうにもならない。半年前、おれのお母さんと月のお母さんは、二人一緒におれ達を幼稚園まで迎えに来る途中、交通事故に遭あってこの世からいなくなってしまったんだ。

　おれもしばらくは泣きじゃくっていたけど、月の涙は止めてあげたかった。だから泣きたいのを堪こらえてずっと彼女を慰なぐさめていたけど、その表情を和やわらげてあげることができないでいる。

　お父さん達はしゃがんで、おれ達に視線を合わせる。そして、おじさんが話し始めた。

「……半年前、お母さん達がいなくなってしまったのは、とても悲しいことだ」

　その逞たくましい顔に一いつ瞬しゆん寂しそうな表情が浮かんだけど、おじさんはすぐにニッと力強い笑みを浮かべた。

「しかし、いつまでも我々が悲しんでいては、天国のお母さん達も安心出来んだろう。そこでだ、今日はそんな悲しい気持ちを吹き飛ばしてしまうくらいに嬉うれしい日にしようではないか」

「……うれしいひ？」

「そう、嬉しい日だ。その杯さかずきを飲み干して、胸の中で『俺達は家族』と繰り返す。そうすると、ここにいる四人は家族になれる。どうだ、これは嬉しいことだろう？」

　首を傾かしげてお父さんに目を向けると、優しそうな微笑ほほえみと頷うなずきが返ってきた。

　おじさんがごほんっと喉のどを鳴らして、杯を掲かかげる。桜の花びらは、四人を包むようにひらひらと舞っていた。

「我々四人は、今日ここに家族の契ちぎりを交わすことを誓う」

　それを合図に、四人一緒にくいっと杯を傾け、中身を口に含む。

　──おれたちはかぞく。おれたちはかぞく。おれたちはかぞく。

　胸の中で何度も繰り返し、ジュースを飲み干した。

「よし、これで我々四人は家族になった。これからは、みんなで支え合っていこうではないか」

　同じように杯を空にしたおじさんはそう言って微笑む。なんだか、さっきまでよりおじさんが身近に感じられるような気がした。

　横を見ると、月つきは首を傾げてこちらを見上げていた。たぶんおれと同じように、家族になったっていう実感が湧わかないんだと思う。

　だからおれは、はっきりと口にすることにした。

「月、おれたち、きょうからかぞくだぞ」

　小柄な幼おさな馴な染じみはきょとんとしていたけど、口の中でぽつぽつと「かぞく」と繰り返し、

「……真しん一いちとかぞく。かぞくなら、ずっといっしょ」

　ぽつりと呟つぶやいて、おれの手をきゅっと握ってくる。月の口元には、半年ぶりに見る微笑が浮かんでいた。

　おれも嬉しかった。こいつの特別な存在になれたと感じたのだ。

　桜の花びらを頭に乗せて微笑む月は、おとぎ話に出てくる妖精みたいだった──




「…………ん」

　目をゆっくりと開く。

　薄暗い天井が目に入った。意識ははっきりせず、まだ自分が夢の中にいるような気がする。

「月つき…………」

　不意に、ぽつりと言葉が零こぼれた。十年前、桜の下で家族になると誓った、小こ柄がらで無口な幼馴染みの名前。

　目を閉じると、彼女の顔が鮮明に頭に浮かんでくる。

　誰でもすれ違えば一度は振り向いてしまうくらいに整った秀麗な顔立ち。はっきりとした二ふた重えの眠たげな目、幼さの感じられる少しだけ丸っこい小顔、すらりと通った鼻筋。そして腰まで届く黒髪は少しだけ色素が薄いせいか重苦しさを感じさせず、さらりと繊せん細さいで美しい。




　──あの誓い以来、あいつのことを想わなかった日は、一日たりとも無かったと思う。




　　　　１




　始業式を翌日に控えた四月八日、春休み最終日。

　俺──小鳥遊たかなし真しん一いちは、自分の住む海うみ日ひ町ちようから四駅ほど離れた丸まる井い駅の緑の窓口前に立っていた。丸井駅はこの近辺では主要となる駅であるため人が多い。休日なせいか、目につくのはサラリーマンよりも私服姿の若者達だった。

　明日から俺も高校二年生だ。新しい学年に期待と不安が半々といった心持ち。勉強が難しくなることを考えると少し気が重い。

　壁かべに背中をもたれさせ、天井からぶら下がっている時計を眺ながめる。午後五時十分。到着予定時間まであと二十分か……。

　春らしい暖かい空気の中でくあ、と一つ欠伸あくびをして、再び周囲に視線を巡らせる。

　もう少しで俺の幼おさな馴な染じみ──氷ひ坂さか月がやって来る。

　師匠──彼女の父親の話だと、あいつは四月八日の五時半に丸井駅につくということだ。引っ越しの準備やらでドタバタしていたとかで、こちらに来るのは学校が始まる前日になってしまったらしい。ちなみに月の父親、氷坂隆りゆう太た郎ろうを『師匠』と呼ぶのは、彼が俺の剣道の先生だからである。月の実家である氷坂家は剣道道場を営んでいて、俺は小学校に上がった頃からずっとそこの門下生だったのだ。幼稚園の頃はおじさんと呼んでいたのだが、『師匠と呼びなさい』と言われてからはずっとその呼び方で通していた。

　師匠から迎えに行ってやれと言われたが、そんなん言われなくてもそうするに決まってる。

「あいつ、方向音おん痴ちだからな……」

　月は歩き慣れた家の近所でも、一歩でも知らない道に足を踏み入れてしまえば迷ってしまうくらいに方向感覚が無い。ガキの頃は何度迷子になった彼女を捜しに行ったか分からないくらいだ。

　そんな昔のことを思い出していると、通行人の合間に忘れられない顔が見えた気がした。

　時計は五時二十分を指している。予定の時間より十分早い。

　しかし、俺は歩き出していた。俺があいつの顔を見間違えるはずが無いのだ。

　人混みの中で、小柄な彼女はどこか眠たげな顔できょろきょろと辺りを見回していた。俺が事ある毎ごとに頭に思い浮かべていた通りの、息を止めて見入ってしまうほど整ったその容よう貌ぼう。長い黒髪は清水しみずのようにさらさらと流れ、その両側につけられた白いリボンがアクセントになっていて可愛かわいらしい。

　うん、間違いない。

　月つきだ。

　相変わらずちっこい体。去年の夏休みに見た時と変わっていないようでなんだか安心する。

　服装も前までとあまり変わっていない。白いブラウスに黒のロングスカート。どこかお嬢様っぽさを感じさせる落ち着いたファッションスタイルだ。体つきは…………、身長もだけど、胸とかも成長してないみたいだな。とても豊満とは言えないスタイルのままだ。

　そんな月なのだが、さっきから道行く男女の多くが彼女にちらちらと視線を向けている。中学時代はそのミステリアスな美び貌ぼうから、一日に十人の男子から告白されることもあった彼女だ。道を歩けば意識せずに人目を引いてしまうのだ。

　俺は出来るだけ平静を装よそおって彼女に近づき、手を挙げた。

「月、こっち！」

　声が聞こえたのか、月がこちらに視線を向ける。

　目が合い、彼女はその感情のほとんど浮かばない顔をほんの僅わずかに和やわらげた。長い間一緒に過ごした俺には分かる。これは相当喜んでいる顔だ。

　月はこちらに楚そ々そとした足取りで歩いてくる。一応、あいつは師匠に『大和やまと撫子なでしこ』を教育理念として育てられたせいか、その動作の一つ一つがしとやかで洗せん練れんされている。

　俺の前に来た彼女は顔を見上げてくる。その瞳は天の川を切り取ったようにきらきらと輝いている。相変わらず睫まつげが長い。薄い桃色の唇は、リップを塗ぬっているのか淡く光って見えた。

「真しん一いち、久しぶり」

　約八ヶ月ぶりの月の小さな声。静かな海の真ん中で聞く凪なぎのような、透き通った声音だった。

　ただし、平へい坦たんな口調なので感情の動きが分かり難にくい。こいつは昔からこういう喋しやべり方なのだ。

「ああ、俺は元気にしてたよ。体だけは丈夫だしさ。月は？」

「ん、私も元気」

　抑よく揚ようの薄い声だが、どことなく弾はずんでいるようにも聞こえた。うん、元気なのはホントっぽいな。

　よしよし、と彼女の頭にぽんっと手を置いた。さらりとした髪の感触が心地良い。月は子猫のように少しだけ目を細めた。

「月つき、高校卒業までこっちにいるんだろ？」

　一いつ瞬しゆんの間を置き、「ん」という肯こう定ていの返事。

「これからは、またずっと一緒」

　月は、今年から俺の通う私立敷しき嶋しま高校に転入することになったのだ。高校一年の時は俺が引っ越しして離ればなれになっていたため住む場所も遠く、学校も別々だったのだが、これからは中学時代と同じく毎日ずっと一緒に過ごすことになる。

　なんだか嬉うれしくて、思わず口元ににんまりと笑顔が浮かびそうになり、俺は誤ご魔ま化かすように月の鞄かばんを持った。

「さ、ウチ行こうぜ」

　彼女の手を握って電車の乗り場へと向かう。月も動じることなく、手をきゅっと握りかえしてきた。こいつの手は俺より随ずい分ぶんと小さいが、温かみがあってしっとりとしている。手全体が包み込まれているような感覚が心地良かった。

「真しん一いち、手、大きくなったね」

「んー、そうか？　身長は夏からまた伸びて、百七十二センチになったけど」

　彼女は俺の手を親指ですりすりと撫なでながら、

「……私、伸びてない。ちょっと分けて」

「……まあ、分けられるもんなら分けてやるよ」

　やっぱ百五十センチのまま伸びてないのか、身長。こいつはこう見えて背の高さは気にしてるんだよな。

「でも、別に良いじゃん。ちっこい方が月っぽいし」

　ガキの頃から月は小こ柄がらだし、いきなり巨大化したらこっちが戸惑う。それに小さい方が子猫っぽくて月らしいと思う。

　そう言われて少し機嫌を直したのか、彼女は「ん」と呟つぶやいて俺との距離をほんの少しだけ縮めてくる。

　昔から、周りの連中は月に対して『無愛想』だとか『何考えてるのか分からない』とか、そういった印象を持つことが多いらしい。……まあたしかに無愛想だとは思うけど、俺くらいに慣れれば、月の感情の動きはこういった僅わずかな動作からちゃんと感じ取ることが出来るのだ。

　彼女の変わらない様子に微笑しつつ、乗り場へと歩いていった。







　電車に揺ゆられ、海うみ日ひ町ちようを目指す。目的地までの所要時間は二十分弱なのだが──

「くぅ……」

　俺は周囲からの圧迫に苦く悶もんの声を漏もらす。

　いわゆる帰宅ラッシュ。俺と月は、すし詰づめ状態になった車内で向かい合って立っていた。本当なら二人でどうにかドアの辺りに陣じん取どりたかったのだが、押し寄せるサラリーマンの波には逆らえず、俺達は車両の真ん中辺りで四方から圧迫を受ける羽目になってしまっていた。

（月つき、大丈夫か？）

　心配になり、小声で聞きつつ彼女の顔を覗のぞき込む。月は小こ柄がらな女の子だ。俺でさえキツいのだから、こいつからすればこの状況は一種の苦行と言えるだろう。

（……っ、大丈夫）

　月は変わらぬ無表情だったが、やはり痛いのか、時折眉み間けんに微かすかに皺しわが寄っている。

　ふと視線を下に向けると、隣に立つサラリーマンの鞄かばんが彼女の脇わき腹ばらに当たっているのが見えた。これが脇腹にめり込むから痛みに耐えるような顔してるんだな。

　──よし。

　右手を動かし、サラリーマンの鞄と月の体の間に腕を差し込んだ。

（っ……）

　鞄の角が腕に当たって鈍い痛みが走る。なるほど、これはこいつの柔らかい体にはキツかったに違いない。

　彼女は痛みが消えたことを不思議に思ったのか、視線を下に一度下げ、目を微かに見開いてこちらを見上げてくる。

（真しん一いち、腕、どけていい。痛いでしょ）

　俺は何気ない風を装よそおい、首を振る。

（全然痛くない。俺、この一年もちゃんと鍛きたえてたから、こんなの屁へでもないって）

　もちろん、本音は結構痛い。触れている部分は後で赤く痣あざになってしまうかもしれない。ああもう、サラリーマンの鞄とかコンニャクで作ってくれればいいのに……。

　と、月が一いつ瞬しゆんだけ眉まゆを下げたのを俺は見逃さなかった。……む、痛がっているのが顔にも出てたか？　我が慢まんだぞ俺。痛くない風を装わないと、月が俺に対して罪悪感を抱いだいてしまう。

『痛くないよ？』と言わんばかりに口元にひくひくと引きつるような笑みを浮かべていると、彼女が小さな声で呟つぶやいた。

（……真一、前より男らしくなった）

（え、そ、そうか？　ふふ、まあ、俺は男だからな。こんなものまったく痛くないのさ）

　なんだか褒ほめられたのがくすぐったくて、ニヤリと唇を歪ゆがませる。ふ、月め。久しぶりに会って、俺のことをさっそく見直してしまったようだな。

　内心調子に乗っていると、電車が一際大きく揺ゆれ、隣のサラリーマンの鞄が今までに無く強く右腕に押し付けられた。

（く……）

　痛みに歯を食い縛しばりつつ、姿勢を保とうとする。が、腕が押されたせいで、右手が月の細い腰に当たってしまった。

（ん……）

　彼女の唇から小さな声が零こぼれた。

（わ、悪い月つき。ちょっと手が当たっちまった）

（ん、いい。気にしないで）

　とはいえ、このままの状態でいると、周りから痴ち漢かんと勘違いされてしまうかもしれない。

　ぐっと腕に力を込め、手を放そうとする。月の腰はやはり男とは違って柔らかい。なんとなく、彼女の甘い匂においが以前よりも強く漂ただよってくるように思えた。

　と、電車が再び大きく揺ゆれた。

「うわっ……」

　バランスを崩くずし、思わず目の前の幼おさな馴な染じみの体を摑つかむ。

「ひゃっ……」

　月らしくないひっくり返るような声。

「う」と声が出そうになった。右手には張りのある柔らかい感触。月は恥はじらいに耐えるようにきゅっと唇を嚙かみ、頰ほおを微かすかに染めている。

　右手が、月の太ふと股ももを摑んでしまっているのだ。

　──や、柔らかい……じゃなくて、早く放さないと……。

　そう思うのだが、鞄かばんで強く圧迫されているので、手がなかなか動かせない。

　彼女は綺き麗れいな二ふた重えの目に責めるような色を浮かべ、俺を見上げてくる。

（真しん一いち、こういう所も男らしくなった？）

（ち、ちがっ……、今のはわざとじゃなくて──うおっ）

　鞄が押し付けられ、俺の右手は今度は彼女の尻しりに触れてしまう。

（んっ、くぅ……！）

　彼女は珍めずらしく顔を真っ赤にし、俺の胸に顔を埋めてくる。月の臀でん部ぶはスカートの上からでも吸い付くように柔らかく感じられ、さっきよりも生々しい感触だった。

（す、すまん……！　すぐに手ぇのけるから……！）

　ぐっと腕に力を込め、月の尻から手を放そうとする。が、やはり周りからの圧力に負けて、思うように腕が動かせなかった。それどころか、手を放そうとする度たびに逆に彼女の張りのある尻を撫なでてしまう結果になっている。

（んっ……ぁう……っ）

　月はさっきからくぐもった色っぽい吐息を漏もらしている。抵抗する様子は無かった。抵抗したくても出来ないのだろう。

　と、そんな彼女のらしくない色気を感じさせる反応を見て、どくんと心臓が高い音を立てるのを聞いた。

（う……）

　まずい。ちょっとドキドキというか、体が熱くなってきた。

　──こ、こいつの体、こんなに柔らかかったっけ？

　小こ柄がらな幼おさな馴な染じみの変化に戸惑いつつも、腹の底から湧わき上がる劣れつ情じようを唇を嚙かんで堪こらえる。が、車両の振動にいつの間にかまたバランスを崩してしまい、右手が彼女の尻しりにふにっとめり込むくらいに強く押し付けられていた。

　溶けるような柔らかさに、手から全身に震えるような刺激が走る。

（はあ、はあぅ……）

　月つきはさらに熱い吐息を漏もらして俺の胸に顔を埋めてくる。

　その羞しゆう恥ちの滲にじむ顔が妙みように可愛かわいらしく見えて、俺は視線を彼女から逸そらした。頭に師匠の怒った顔が浮かぶ。……こ、これはわざとじゃないから仕方ないんだ。手ぇ出してるわけじゃないからな。

（ふっ……！）

　息を止めてぐぐぐっと肩が攣つるくらいに力を入れると、ようやく彼女の体からほんの少しだけ手が離れた。

　よし、これで安心……。

　ほっと息をつき、腹の底辺りに溜たまった熱を冷ますように意識を外に向ける。……落ち着いてきた落ち着いてきた。

　これならもう大丈夫だ、と思っていると、

（………………）

　月が俺の胸に顔をぐっと押し付けてきて──

（月？　どうし──っ!?）

　奇声が出そうになるのをかろうじて堪こらえる。

　手が、再び月の尻に当たっていたのだ。もちろん俺の意思じゃない。周りから押されたせいでもない。

　月自身が俺の手を摑つかんで、自分の尻にむにっと押し付けているのだ。

（な、な……）

　驚きと困惑に声も出せない。なんでこいつが俺の手を自分の尻に押し当ててるんだ。

　月は間違ってもこういうことをするタイプの女の子じゃない。むしろ堅いって言っていいくらいにエロい話題を嫌ってるんだ。いつものこいつなら、俺がエロいことに興味を持った素振りを見せただけで横腹の肉をギリギリと抓つねってくるくらいなんだから。

（な、なにやってんだ月……！　俺の手、お前の尻に当たってんだぞ……！）

　首筋から耳まで真っ赤に染まった彼女は俺の吐息を感じたせいかぴくんっと体を震わせ、隠かくれるようにこちらの胸にぐっと顔を埋めてくる。答えてくれる気配は無かった。

（月、手ぇ放せって……っ）

　しかし月つきは放そうとしない。俺の右手を摑つかむ彼女の手は微かすかに震えている。

　戸惑っていると、車両が一際大きく揺ゆれて、意図せず右手が彼女の柔肉を摑んでしまう。

（はうっ……）

　そんな艶つやっぽい声を漏もらしつつも、月はやはり俺の右手を放そうとしなかった。

　──や、柔らかすぎる……。もっと触ってたいような──って、それじゃダメだろ俺！

　息が荒くなるのを堪こらえ、血が出るくらいに唇を嚙かむ。……十年前の誓いを忘れるな。月は家族のようなものなんだ。興奮なんてするんじゃない……っ。

　ちらりと見える月の目は、羞しゆう恥ちのせいかうるうると潤うるんでいた。右手を摑む小さな手の震えが大きくなってる辺りから見ても、望んでやってるわけじゃないように思えるんだけど……。

（な、なんなんだよ、もう……）

　混乱していても、掌てのひらは彼女の麻薬のような柔らかさと体温を伝えてくる。

　もっとこの感触を味わいたくて、危あやうく手が勝手に動き出しそうになる。

　彼女の吐息が当たって、俺の胸は火傷やけどしそうなくらいに熱くなっている。

（く、くそ……）

　また全身が火ほ照てってきた。だ、だめだぞ俺、ちゃんと我が慢まんしないと……。

　俺は唇を嚙みしめて必死に理性の手た綱づなを握り、地元駅までの十分間を震えながらひたすら耐えていた。
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　俺と月つきの付き合いは長い。なんといっても、生まれた時から一緒に過ごしてきたんだから。

　小鳥遊たかなし真しん一いちが生まれたのは十六年前の十月二十二日。氷ひ坂さか月が生まれたのは十月二十三日。二人は同じ産婦人科で産うぶ声ごえを上げ、隣り合ったベビーベッドで眠っていたらしい。

　ウチの親父と月の父親──師匠は学生時代からの親友らしく、小鳥遊家と氷坂家は家族ぐるみの付き合いがあった。そのお陰かげで、俺と月は家族のように育てられた。七五三も一緒、幼稚園も一緒、小学校ももちろん一緒。二人はそこいらの兄妹よりも遙はるかに仲が良かったと思う。

　ウチは昔から親父が仕事で家を空けることが多かったせいか、二人の母が交通事故で他界してからは、俺は頻ひん繁ぱんに氷坂家に預けられるようになった。これも、俺と月が絆きずなを深めることになった背景の一つだろう。一応俺が住んでいたのは氷坂家の近くにあるマンションだったのだが、半分月の家に住んでいるようなものだったのだ。

　そして、十年前の桜の下での誓いだ。……今思えば、あれは親父と師匠が、寂さびしがっている俺達を思って行ってくれた儀式なんだと思う。お陰であの日以来、俺と月は再び元気に毎日を過ごせるようになった。二人の繫つながりは悲しみに負けないくらいに強固なものになったのだ。

　そんな事情もあって、俺達はいつも一緒にいた。家でも学校でもどこでも二人。今までの思い出を引き出してみると、何ど処こを見ても月の姿が目に入るくらいだ。

　──と、中学三年まではそんな感じで過ごしてたわけなんだけど。

　中三の終わり頃、親父が東京の本社に転勤することになった。俺も親父と一緒に東京へ引っ越すことになったので、月とは離ればなれになってしまった。

　もちろん引っ越した後、高校生になってからも、夏休みなどの長期休みには氷坂家に泊まりに行って顔は合わせていた。とはいえ、やはりずっと一緒に生活していたので、この一年間は胸にぽっかり穴が開いたような気分に囚とらわれることも多かった。彼女が登場する夢も頻繁に見るようになったのだが、これも二人が離ればなれになったのが原因なのかもしれない。




　そんな日々が過ぎて、高校二年生を間近に控えた春休み。つい先日のことだった。




　師匠から電話が掛かってきた。なんでも、月がこっちに転校してくるから、小鳥遊家に居い候そうろうさせて欲しいという話だ。

　もちろん二つ返事でオッケーした。相手が月なら断る理由が無い。また一緒に暮らせるなら俺も嬉うれしいし。

　ただ、師匠から「月のことを守ってやってくれ」と何度も言われたのはいいのだが、「月に手を出したら、殺すぞ？」としっかりと釘くぎを刺されてしまった。そう言われた時は「今までずっと家族みたいに過ごしてきたんだし、言われなくても手なんか出さないっての」と軽く返したんだけど……すまん師匠、さっそくアンタの娘にエロいことをしてしまった。二度としないから許してくれ。




　──しかし、だ。

　これからの月つきとの生活に胸を躍おどらせつつも、少し疑問に思う。

　月の進学先は地元では有名な進学校だったのに、わざわざこっちに転校してくるなんて……、

　何か、よほど大きな事情でもあるのだろうか？
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　気まずい空気の中、家に帰り着き、リビングのソファにどっかりと腰を下ろす。

　先月まではこの家にはウチの親父もいたのだが、今は海外に出張中だ。つまり、今日からは俺と月の二人暮らしである。

「つ、疲つかれた……」

　体はそうでも無いのだが、精神がすり切れた。手にはまだ月の尻しりの感触が残っている。あんな柔らかいの反則だろ……。

「真しん一いち、私の部屋はどこ？」

　月がリビングの入り口から小さな声で呼んでくる。彼女は何気ない調子で振る舞っているが、やはりまだ普段より頰ほおが赤いように見えた。

「あのさ、月。それよりちょっと話があるんだけど……」

　話というのはもちろんさっきの電車の中でのことだ。こいつが何を考えているのか、俺にはさっぱり分からない。

　彼女は一いつ瞬しゆん凍こおりついたように動きを止めたが、何事も無かったようにこちらに近づいてきて、俺が口を開くより先に、どこか非を指摘するような目で見上げてくる。

「真一、さっき、お尻触ったよね」

「え？　あ、ああ、触っちゃったけど……あれは不可抗力で。っつーか、途中から月が触らせてたじゃ──」

「真一が、触ったの」

　抑よく揚ようは無いが、押し切るがごとき調子。しかし彼女の目はいつもより潤うるんでいるように見える。

　こちらが反論する前に、月はその目を微かすかに伏せ、

「真一が、えっちな人になった」

「え？　いや、そんな残念そうな顔すんなよ。だいたいあれは俺のせいじゃなくて月が──っておいっ、話終わってないぞ！」

　俺の言葉が終わるより前に、彼女はすたすたとリビングの入り口へと歩いていく。

「荷物片付けたり、掃除したり、今日はやることいっぱいあるから、話はまた今度」

　……む。まあ、たしかに今日は忙しいと思う。明日は始業式だし、やらなきゃいけないことだらけだからな。

　と、彼女は「あ」と何かを思い出したように声を漏もらし、こちらに振り向いて、

「あとで掃除するついでに、真しん一いちのえっちな本、没ぼつ収しゆうするから」

「え？　俺、エロい本なんか持ってないぞ？」

　わざとらしくきょとんと目を丸くする。……本当は、結構持ってるけど。

　月つきはじっと俺の目を観察するように見ていたが、やがて「そう」と呟つぶやいて背を向け、部屋の外へと出て行った。

「ふむ……」

　彼女の小動物のような小さな背中を見送り、頭を搔かく。

　なんか、様子がヘンだな、月のやつ……。




　あ。あと、結局エロ本は没収された。一冊残らずごっそりと。
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　ちゅんちゅん、と鈴を転がすような雀すずめの鳴き声が聞こえ、俺はゆっくりと目を開けた。

　部屋の中には薄い光が差し込んでいる。ほんの少しだけ寒い。

　視線を動かして横を見る。時計は朝の六時を指していた。どうやらいつもより三十分ほど早く目が覚めてしまったらしい。

　今日は始業式だから、無意識のうちに早起きしなければと考えていたのかもしれない。

　ぐっと体に力を込め、起き上がろうとする。が、眠気は俺をベッドに縛しばり付けたまま放してくれない。

　……もうちょっと寝るか。

　力を抜いて目を閉じ、痺しびれるような眠気の中で寝返りをうつ。

　そして、

「ん……？」

　何やら横に柔らかいものが転がっていることに気付く。俺はくぐもった声で唸うなりながら、その物体の真ん中辺りをすりすりと撫なでてみる。

「ぅんっ……あぅ……っ」

　鼻にかかるような、甘ったるい声が耳元で聞こえた。

「……………!!」

　一いつ瞬しゆんにして状況を把は握あくし、目をかっと見開く。

　目の前には、見慣れた女の子が天使のような寝顔をさらしていた。

「……なんで俺のとこで寝てんだお前は」

　月つきはすうすうと寝息を立てている。思わず頰ほおずりしたくなるくらいに可愛かわいらしい寝顔だ。あまりに無防備で、幼さを感じさせる寝姿だった。

　その姿を眺ながめつつ、眉まゆを寄せる。

　こいつが俺のベッドに潜もぐり込んでくることは子供の頃は珍めずらしいことじゃなかったし、中学に上がってからも何度かあった。もちろん普段はそういうことは無かったのだが、何か不安を抱いだかせる行事が間近に控ひかえている時には、一人で寝るのが不安なのか、俺のベッドに入ってくるのだ。英語の弁論大会や、文化祭の劇の前日などなど。

「……新しい学校だから、緊張してんのかな」

　と、月の顔が微かすかに歪ゆがんだ。嫌いやな夢でも見ているのかもしれない。

　その頭をゆっくりと撫なでてやる。……人見知りするからな、月は。新しい環境で不安になるのも仕方ないか。

「月、朝だぞー……」

　小声で言いつつ、布団を剝はぐ。

　と、心臓がどくんと高鳴った。月は『下着にカッターシャツ』というある意味反則のような格好で横になっており、裾すその部分が捲まくれてしなやかな足、白くて肉付きの良い太ふと股ももと、ブルーの縞しま々しまな下着まで丸見えになっていた。しかも胸の部分はボタンが上三つまで外れており、ヘタするとその控えめな胸が八割方見えそうになっている。

「……む、無防備すぎるんだって」

　声が裏返りそうになった。お、落ち着け。中学時代は月にこんなドキドキなんてしなかっただろ。こいつをヘンな目で見るなんて、俺らしくないじゃないか……。

　そう思いつつも、横目でちらりと彼女の小こ柄がらな体を眺める。

　月のことだから、俺が自分をそういう目で見るわけないと思っているのだろう。中学時代までは、実際のところ月をそんな目で見てなかったわけだし。こいつが俺の着古したカッターシャツ姿で寝るのも、中学時代からずっとのことだしな。

　しかし、

「……月」

　月が小さく呻うめきながら体をよじらせる。その何気ない仕草がなんとなく艶なまめかしく見えた。

「……だ、ダメだダメだ」

　首を振る。月は俺を信頼しているからこんな格好で寝ているのだ。いやらしい目で見たら駄だ目めだって。

　そう自分を戒いましめつつも、俺の目は吸い寄せられるように彼女の体をまじまじと眺ながめてしまう。

　体つきは中学時代とはあまり変わっていないと思うのだが、なぜかドキドキする。俺がエロくなったのか、それとも月つきに年齢相応の色気が備わってきたのか。む、よく見ると、胸もほんの少しだけ成長してるような……。

　──月に手を出したら、殺すぞ？

「っ……、分かってるよ、師匠」

　師匠に釘くぎを刺されたことを思い出す。言われなくても手を出したりなんかしないさ。

　師匠のこともあるが、なによりも、あんまりヘンなことをしたらこいつの俺への信頼を裏切ることになってしまう。そんなことだけは絶対にしたくなかった。

「月、起きろって」

「ん……」

　月が再び体をくねらせた。シャツがさらに捲めくれ上がり、胸元の白い柔肌と、女の子らしい腰の悩ましげな曲線が強調される。

「…………」

　いや、だから見ちゃダメだってば俺。月は家族のようなものなんだ。そういう目で見る対象じゃ無いんだから。自重しろ自重。

　彼女に背を向けて正座し、気を切り替えるようにぱしっと自分の頰ほおを叩たたいた。

　しかし、

「……く、くそ」

　頭から彼女のあられもない姿が離れてくれない。真後ろに服をはだけさせて寝ている月がいると考えるだけで、悶もん々もんと腹の底が熱くなってくる。

「……もう一回、ちょっとだけなら」

　えっと、そうだ。幼おさな馴な染じみとしては、月がどれくらい成長してるか気になるわけなんだ。い、いやらしい気持ちで見るわけじゃないんだからな。

　自分にそう言い聞かせ、首を捻ひねってもう一度彼女に顔を向けて──

　月とばっちり目が合った。

「…………」

「…………」

　しばし見つめ合う。いつも眠たそうな彼女の目だが、寝起きで半分夢の中にいるんじゃないかというくらいに二ふた重えが大きくなっている。

　まだ頭が覚めていないのか、月はむくれた顔で「んぅ……」とくぐもったような声を漏もらし、自分の体に目を下ろした。

「あ…………」

　その頰ほおがぽっと赤く染まり、素早くシャツの裾すそを引き下げて、こちらに背中を向ける。

　やがて、ぽつりと声が聞こえた。

「……真しん一いち、朝からえっちなことしないで」

「うえぇっ？　い、いや、お前が勝手に俺のベッド入ってたんじゃん！」

　月つきはこちらにくるりと振り返り、

「言い訳しちゃだめ。さっきじっと見ようとしてたでしょ」

　そう言いつつ赤らんだ頰を微かすかに膨ふくらませて、上目遣いに睨にらんでくる。

「み、見てないぞ？　お前が寝ぼけてただけなんじゃないのか？」

　言いつつ目を逸そらそうとしたが、彼女の着るカッターシャツの襟えりがまだ開いているのがちらりと見えた。少しだけ膨らんでいる胸元が露あらわになっている。むぅ、見えそうで見えない……。

「……やっぱりえっち」

　はっと我に返って月の胸から目を逸らしたが時とき既すでに遅し。彼女は胸元を手で隠かくし、俺に羞しゆう恥ち混じりの拗すねたような目を向けていた。

「わ、悪かったよ。ごめんなさい」

　観念して頭を下げると、月は頰を紅潮させたまま、俺の額を人差し指でとんっと突いて、

「真一、えっちなのはだめ。昔から言ってるでしょ」

「う……、分かった。気を付けるよ」

　そんな格好で寝てる方が悪いんじゃん……と思ったが、反論するともっと怒られてしまいそうだったので、黙だまってベッドから下りることにした。

　と、月も床に下りてドアの方にぺたぺたと歩いていき、途中で「あ」と何か思い出したように呟つぶやいて、くるりとこちらに振り返った。

「今日は私、職員室に寄らなくちゃいけないから先に行くね」

「え？」
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　新しい教室、新しい机。見慣れない顔のクラスメイト達。

　二年Ｃ組の教室で、俺は落ち着かない気分で机に肘ひじをついていた。

「月のやつ、ホントに先に行きやがって……」

　俺がトイレに入っている間に、月は先に家を出てしまっていた。ったくもう、一緒に行こうって言ったのによ……。折角同じクラスになれたっつーのに、

「どこにもいねーし……」

　あいつを追って学校まで走ってきたのだが、途中で彼女の小こ柄がらな姿を見つけることは出来なかった。さっき職員室にも行ってみたが、やはり何ど処こにもいなかったのだ。

　何度も『もう学校ついたか？』というメールを送っているのだが、返事はこない。たぶん、家を出た時に携けい帯たいの電源を切っているのだ。あいつは基本、学校では携帯使わないようにしてるからな。

「どっかで迷ってんのかな……」

　月つきは重度の方向音おん痴ちだ。歩き慣れた地元でも迷うのに、見知らぬこの町で迷わずに目的地までたどり着けるのか……。ああ、心配だ。隣町とか行ってんじゃないだろうな、あいつ……。

　不安に眉まゆを険しくしていると、予鈴が鳴った。本鈴まであと五分しかない。

　やっぱ学校の外まで探しに行くか、と立ち上がりかけると同時、前側のドアが開いて一人のおろしたての制服を着た生徒が入ってきた。

　室内の喧けん噪そうが次第に小さくなり、やがてしんと静まり返る。

　男子も女子も、その生徒に目を奪われたのだ。

　さらりと長い黒髪は、背中で一つに纏まとめられている。身長は百五十センチ程度と小柄で、歩き方は楚そ々そとして落ち着いていた。細い眉、二ふた重えの目、輝くような瞳、薄桃色の唇。どこをとっても完かん璧ぺきな容姿。幼さが残っているように見えるが、それも魅力を増す一因になっている。

　俺も他の生徒達と同じように呆ほうけたように口を開けて、その生徒を見つめたまま動けなかった。

「……綺き麗れい」

　静せい寂じやくの中に、女子生徒の感かん嘆たんの声が小さく響ひびいた。

　次の瞬間、室内はざわざわとうるさいくらいの喧噪に包まれる。注目の生徒は俺の隣の席に来ようとしていたようだったが、わらわらと砂糖に群がるアリのようにまとわりついてくる女生徒達に阻はばまれて動けなくなっていた。

「ね、あなた、名前なんて言うの？　一年の時はこの学校いなかったよね？　転校生？」

「あのさ、彼女とかいる？」

「うわ、なにこの髪、すっごく綺麗……」

「わ、肌すべすべ～」

　女生徒達の黄色い声。みんなイケメンダンスグループのアイドルに出会ったかのように熱っぽく騒ぎ立てている。

　ちなみに、騒いでいるのは女子達だけだ。男子達は熱狂する女子達を眺ながめて「顔がキレーならいいのかよ」「けっ、女ってやつは……」などと嫉しつ妬と混じりにぼそぼそと呟つぶやいていた。

　と、その入ってきた生徒が女子達の間からこちらに視線を向けているのに気付く。その顔は白く固まっていた。人見知りのあいつにとって、あの状況はキツすぎると言っていいと思う。

　俺は女生徒達の群れに走り寄り、パンパンっと手を叩たたく。

「ちょ、ちょっと落ち着けよお前ら!!　転校生困ってんだろ！」

　そう声を張ると、女生徒達は我に返ったようだったが、まだ美形の転校生のことが気になるようでなかなか席に戻ろうとしない。

　と、続いて女子の声が響ひびいた。

「そちらの方の言う通りですわ。転校生の彼はたしかにお困りになっているように見えます。それに、そろそろ本鈴が鳴りますわよ、みなさん？」

　涼すずしげだが、芯が通っていて落ち着いた声音。女生徒達は後ろ髪を引かれる様子ながらも、ようやくぞろぞろと転校生から離れ始める。

　さっきの声の方に目を向けると、クラスの中で一際目立つ女生徒の姿が見えた。少しだけウェーブのかかったロングヘア。顔立ちは綺き麗れいに整っており、彫りが深くて鼻が高い。吊つり目がちだが表情はどこか穏おだやかで、キツいといった印象はまったく受けなかった。

『サンキュ』と手をあげると、彼女は俺に向かって『お気になさらず』というように微笑して頭を下げる。育ちの良さが一目で分かるようなたおやかな仕草で、彼女の周りだけ高貴な空気が漂ただよっているように見えた。

　まあ、なんにしても助かった。俺は素早く人ひと気けに酔ったようにふらついている転校生の手を摑つかんで、自分の隣の席に座らせる。

　その生徒は自分を落ち着かせるように深呼吸し、こちらに顔を向けた。

「……真しん一いち、助けてくれて、ありがと」

　その小さな声は、いつもと違って作ったような低音で、まるで男のもののように聞こえる。

　言いたいことが多すぎて、何から口にしたらいいものか分からない。

　しかし、頭に真っ先に浮かんだ疑問は一つだった。




　──月つき、なんでお前、男子用の制服なんか着てんだ？
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　今日は学校初日ということで授業はナシ。始業式の後にロングホームルームがあって、それで放課となった──のだが、

「氷ひ坂さかくん、今から私達と遊びに行かない？」

「いいでしょ？　カラオケ行こうよカラオケ」

「町の中案内してあげるからさ。ね、行こーよ」

　教室では、女子達が月の周りでキャッキャッとはしゃいでいた。……あいつが中性的な美少年に見えてるんだろうな。実際は美少年でなく美少女なんだけど。

　積極的な女子達に挟はさまれて月は困惑したように眉まゆを下げている。自分で断るのを期待するのは酷こくみたいだな。さっさと助けるか。

　俺は女子達の間を縫ぬって彼女に近づき、その小さな手を握った。

「月つき、行くぞ」

　その細い肩を抱くようにして女子達の包囲網もうから抜け出す。……さて、女子のみなさん、俺に文句飛ばしてくるかな。

　そう思って振り向くと、なぜか女子達は俺と月をどこか熱っぽい目でじっと見つめていた。

「……小鳥遊たかなし君と、氷ひ坂さか君か」

「……こういうのもありかも、ね」

「あ、そういえば、あの二人って従兄弟いとこ同士なんだって。だから仲良いんだ……」

　さっき後ろの席にいた男子に月との関係を聞かれた際、咄とつ嗟さに従兄弟だと答えておいたのだが、もう周りにも話が広まっているらしい。

　生暖かい微笑を浮かべてうんうんと頷うなずき合っている女子のみなさん。……なあ、その俺達に向けられる納なつ豆とうみたいにねばつく視線はなんなんだ？

　背筋を微妙に寒くしつつ、俺は月を連れて屋上に向かった。

　ドアを開けると、春の穏おだやかな空気に包まれる。青空にはぽつぽつと白いちぎれ雲が浮かんでいた。

　フェンス際まで歩くと、俺達の住む海うみ日ひ町ちようの街並みが一望出来る。遠くには高い建物も見えるが、この町はそこまで都会でも無いため、背の低い住宅街や町を横断する大きな明あか里り川がわがまず目につく。快晴なせいか、いつも通りの街並みが青い空の下でやけに爽さわやかに見えた。

　しかし、俺の内心はもやもやとしてスッキリしない。

「月、話、聞かせてくれよな」

　月は所在なさげにフェンスに背中を預け、こちらから顔を逸そらしていた。

　彼女は、やはり男子用の制服を着ている。かなり小さめだが、目の覚めるようなブルーのブレザーとズボン、ホワイトのカッターシャツに無地の赤ネクタイ。俺の着ているものと同じデザインだ。

「なんでお前が男子の制服なんか着てるんだよ。朝だって俺置いてさっさと行くしさ。ちゃんと説明してくれよ」

　彼女の横のフェンスにかしゃっと音を立てて背中を預けると、月は静かに話し始めた。

「……ごめんなさい。朝は、男子の服着て学校行くところ見られると、真しん一いちに止められると思ったから」

「……そりゃまあ、止めただろうけど。でもお前、学校行く時、迷ったろ？」

「ん、迷った。ギリギリになっちゃったし。遅刻するかと思った」

　やっぱりな。道理で学校中探してもいなかったわけだ。

「ったく、だから一緒に行こうって言っただろ──ってそうじゃない。月お前、なんでそんな制服着てるんだ？」

　彼女は口をつぐんで俯うつむいている。話したくないと言いたげな雰ふん囲い気きだった。

　なんだか不安になってきて、眉まゆを険しくする。

「……まさか、誰かに命令されたとか？　無理矢理男子用の服着せられてるのか？　もしそうだったら、俺がそいつぶっ飛ばして──」

「ちがう。そういうのじゃない」

　月つきは首を振る。

「……それじゃ、なんなんだ？　そんなに話しにくいことなのか？」

「話しにくいわけじゃ、ないけど」

　そう言うが、やはり話しにくそうだ。

　俺は頭を搔かいて一つ息を吐つき、

「その……、お前のことが心配なんだよ。なんか問題でも起こってるんなら、力になれると思うし。頼む、事情話してくれ、月」

　少し恥はずかしいが、正直な気持ちだった。月がもし困ってるなら、俺が助けてやるべきだろう。今までだってずっとそうしてきたんだし。

　と、彼女はようやく顔を上げてくれた。

「……分かった」

　ほっとする。ようやくその気になってくれたか。

　月は淡々とした口調で話し始めた。その小さな声を聞き逃すまいと耳をそばだてる。

「簡単に説明すると、私はお父様と、とある賭かけをしてるの。賭けの内容は、『私が新しい学校で男の格好をして、誰にも女の子だとばれずに高校卒業まで生活出来るか』。私はもちろん出来る方に賭けてて、お父様は出来ない方に賭けてる。もし私の性別が学校の誰かにばれて、お父様の勝ちになった場合は、私は実家に連れ戻されるの」

　俺はぽかんと口を開ける。

「賭けって……、なんでそんな賭けしてんだ？」

「それは……」

　言葉が途切れる。彼女は俯うつむいて足先をじっと見つめていた。

「……言いたくないことなのか？」

　月は顔を上げた。その口が開かれるが、言葉が出てこない。何かを言おうとして、喋しやべる直前で躊躇ためらっているという感じだ。

　頭を搔いて彼女の顔を眺ながめる。俺達は今までにお互いに隠かくし事をすることも何度かあったが、大切なことはちゃんと話すようにしてきた。重大な悩み事や問題は二人で助け合って解決する、という姿勢でずっと過ごしてきたのだ。

　なのに俺にも話せないってことは、何かよほどの理由があるのか……？

　気になるけど、無理矢理聞き出すのは──やめとこう。時期がくれば必ず話してくれると思うし、今俺が言うべきことは別にある。

「月つき」

　名前を呼ばれ、小こ柄がらな幼おさな馴な染じみは俺を見上げてくる。隠し事をしたことで責められるとでも思っているのか、その表情には微かすかに怯おびえが見て取れる。

　彼女の頭にぽんっと手を乗せ、その目をじっと見据えて言った。

「どんな事情があるにしても、お前のことは俺が助けてやる。女だってバレたら連れ戻されるって言ったよな？　だったらバレないように、俺がしっかりサポートしてやるから。……賭かけについての詳しいことは、お前が話したい時に話してくれればいいよ」

　月は俺の目を見つめ返してくる。二ふた重えの目をいつもよりも大きく開いて、瞳と瞳で繫つながろうとでもするような深みのある視線。

　そのまま一分ほど経たって、彼女はふっと表情を和やわらげた。

「……ありがと、真しん一いち」

　声の調子はやはり抑よく揚ように欠けていたが、胸に染みるような声音に聞こえた。

「感謝なんかいらないっての。俺達が助け合うのは当たり前のことだろーが」

　微笑して頭をいつもより強く撫なでてやると、彼女は子猫のようにくすぐったそうに目を細める。うん、安心したみたいだ。俺の前にいる時の月はやっぱりこうでないとな。

　そんな幼馴染みの様子に満足しつつ、賭けの内容について考えてみることにする。

　とにかく念頭に置いておくべきことは、月が女だということが周囲にバレると、彼女は実家に連れ戻されるということだ。俺はもうこいつと離ればなれにはなりたくない。彼女も同じ気持ちだと思う。

　月の性別は必ず隠し通さなければならない。これが第一だ。

　──でも、男装、かあ……。

　こいつは剣道道場の娘だけど荒っぽいのは苦手で、特技は料理などの家事全般。そして可愛かわいいモノが大好きでロマンチストな所もある。趣味はぬいぐるみ収集、少女漫まん画が、ラブストーリー映画鑑かん賞しようなどなど。

　母を早くに亡くし、父親に大切に育てられたお陰かげもあってか、一言で言えば、月はどこからどう見ても『絵に描いたような女の子』なのだ。男っぽい所なんていくら探しても欠片かけらも見当たらない。

　口元から笑みが消える。なんだか不安になってきた。

「……月、大丈夫か？　男装して過ごすって、たぶん大変だと思うぞ？」

　深刻な口調でそう言うと、彼女は心持ち胸を張って、無表情ながらも自信有りげに答える。

「大丈夫。私、男装するための五原則、考えてきたから」

「……へえ、聞かせてくれよ」

　月は「ん」と呟つぶやいて、優れた理論を演説するように語り始めた。

「一つ、学校では一人称を『僕』とする──」

　それを初めとして、彼女が挙げたのは『男の子言葉を話す』『なるべく目立たないように過ごす』『常に力強く振る舞う』『男の子っぽく見られるために、身長をもっと伸ばす』の五つだった。……どれも大事っちゃ大事だけど、身長伸ばすって単なるお前の願望じゃないのか？

　しかし、彼女はなぜか『これで完かん璧ぺき』と言わんばかりのどこか自じ慢まんげな表情をしていた。……まあ、こいつが納なつ得とくしてるなら、それでいいか。

　──と、そうだ。これだけは言っておかなくてはならない。

「月つき、もう一つ、原則追加だ」

「もう一つ？」

「ああ、もう一つ」

　背中を曲げて彼女と視線を合わせ、絶対に忘れないようにとその目を見つめて言う。

「いつも俺の目の届く場所にいること。いいな？」

　これだ。これだけは必ず厳守してもらわないといけない。近くにいてくれさえすれば、こいつのことはどんなことがあっても俺が必ず守ってやれるんだ。

　俺の気持ちが伝わったのか、月はす、と一つ息を吸って、

「ん、分かった。いつも真しん一いちの傍そばにいる」

　どこか嬉うれしそうな声でそう言って、口元にほんの微かすかに笑みを浮かべた。




　──さて、月の男装生活が上手うまく行くように、俺も色々と対策考えとかないといけないな。
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　翌日はオリエンテーションだけだったので何事も無く終わり、さらに次の日。

　敷しき嶋しま高校では今日からさっそく授業が始まるのだが──




「月、分かってるな？　昨日話した通りに過ごすんだぞ？」

　二人で朝の陽光に照らされる登校路を歩きながら、学校での過ごし方について最後の確認をする。今日も欠伸あくびを誘うような春の暖かい陽気だった。

「いいか、口調と声音には常に気を付けろよ？　特に授業で当てられた時とかは要注意だ。みんながお前の声聞いてるんだからな。何かあったら俺がフォローするつもりだけど、出来るだけヘマはしないでくれよ」

「ん、分かってる」

　その声はいつもより堅い。いつもは平静を崩くずさない月だが、今はさすがに表情を強こわ張ばらせている。俺も同じように緊張気味だった。

　今日は授業初日だし、午後にいきなり体育が控ひかえているのだ。昨日一昨日おとといと色々シミュレートしてみたが、やはり服の着替えを含む体育の時間が一番の難関になってくると思う。

「……月つき、頑張って乗り切ろうな」

「ん、二人で頑張ろ」

　二人でぎゅっと手を握り合い、お互いの存在を確認する。歩みを進めるうちに次第に生徒達が多く目につくようになり、学校の白い校舎が見えてくる。

　俺達は目を見合わせて気合いを入れ、校門の中へと入っていった。




　──さて、授業開始だ。




　まずは一時間目の化学の時間。

「氷ひ坂さか君、過酸化水素の化学式を答えなさい」

「[image: ][image: ]です」

　運の悪いことにいきなり当てられ、俺の隣の席に座る月はぽつりと低い声で答える。が、七三分けメガネに白衣の気むずかしそうな男性化学教諭、沢渡さわたり先生は眉まゆを微かすかに跳ねさせた。

「氷坂君、もう少し大きな声で答えなさい」

　あいつは声が小さいせいか、昔からよくこういう注意を受ける。俺は慣れているお陰かげか月の小さな声も問題無く聞き取れるが、他の人からするとやはり聞こえにくいらしかった。

「ほら氷坂君、もう一度」

　先生に促うながされ、彼女は一つ息を吸って再び口を開く。

「[image: ][image: ]です」

　背筋がぞわりと寒くなった。

　女声だったのだ。大きな声を出そうと意識したから、男声を忘れてしまったに違いない。

　先生も他の生徒達も目を丸くして月に視線を向けていた。彼女も失敗に気付いたのか、硬直して呼吸もせずに立ちすくんでいる。

　どうするかと一いつ瞬しゆん迷ったが、俺は笑い混じりに声を張った。

「月お前、緊張し過ぎだろ！　思いっきり声裏返ってるじゃんか！」

「お、おお、そうか。氷坂君、そんなに緊張しなくてもいいんだぞ？」

　クラスメイト達も納なつ得とくしたのか、俺に釣つられて笑い始める。……あぶねえ、どうにか誤ご魔ま化かせたみたいだな。

　月は力が抜けたようにすとんと椅い子すに腰を下ろし、ほうっと息をついていた。

　──一時間目からこれか……。先が思いやられるな。




　そして二時間目は家庭科の時間だ。

　今日の課題は縫ぬい物の基本。俺達は慣れない針を使って、ぎこちなく布に糸を通していた。

「あら氷ひ坂さか君、上手うまいわね。手つきに淀よどみがまったく無いわ。縫い物に慣れてるのかな？」

　家庭科担当の三十二歳独身女教師岩いわ見み先生が月つきの作業を覗のぞき込んで感心したように言う。

　月は家事全般が得意だし、針仕事ももちろん上手にこなす。パッチワークも好きなので、エプロンなどにちくちくと布を当てている光景も昔からよく目にすることがあった。

「縫い物は、好きですから」

　彼女は平へい坦たんな声で淡々と答えて、ちくちくとスムーズに作業を進める。褒ほめられても嬉うれしがるようなタイプじゃないからな、月は。

　と、先生は彼女の手つきを眺ながめて笑いながら言った。

「ホントに上手だわ。氷坂君、女の子みたいってよく言われない？」

「っ……！」

　危あやうく指に針を刺す所だった。……バレたわけじゃないよな。今のは冗じよう談だんで言われただけだろう。

　が、月は俺以上にパニクっていたらしく、顔色をいつも以上に白くして余計なことを言ってしまった。

「そ、そんなこと言われません。私、男の子ですから」

　ばか、と声を上げそうになった。先生は「あれ？」と呟つぶやいて首を傾かしげ、

「あの、氷坂君、今『わたし』って聞こえたような──」

「痛い!!　先生、指に針刺さってしまいました!!」

　咄とつ嗟さに指に針を刺した振りをして大おお袈げ裟さに声を上げる。先生はびくっと顔を上げ、月から離れてこちらへ歩いてきた。……ぎ、ギリギリだったか。これで気は逸そらせたはずだ。

　月に目を向けると、彼女は『ごめんなさい』というようにこちらを見て目め尻じりを下げていた。




　続く三時間目は保健の授業だった。この時間は男女別々なので、教室には男子しかいない。

「氷坂、三十二ページを読んでみろ」

　なんで月に当てるんだよ、とハゲがトレードマークの三十八歳男性教諭村むら井いに恨めしい目を向けつつ、三十二ページを開ける。

　やばい、と思った。

　三十二ページに書かれていたのは、男性器、陰いん茎けいに関する説明だった。しかもきちんと断面図まで描かれている。お堅い性格でこういうものに免めん疫えきの無い月は……。

　不吉な予感に顔を強こわ張ばらせて横を見る。と、案あんの定じよう、教科書を凝視して固まっている幼おさな馴な染じみの姿が目に入った。

「氷坂、早く読みなさい」

　先生が急せかすように言う。月は何度か口をぱくぱくさせて、ようやくといった感じで声を紡つむぎ始めた。

「男性の性器はい、いんけい、またはぺ、ぺぺぺ」

　彼女の顔が見る見るうちに真っ赤に染まり、目がうるうると潤うるみ始める。ああ、なんという予想通りの反応。俺は頭を抱えたくなった。

「ぺ、ぺぺ、ぺに……」

　月つきは唇が痙けい攣れんしてしまったような声を漏もらしつつ、ふらりとその体を揺ゆらめかせた。

　慌あわてて立ち上がり、彼女の小こ柄がらな体を支える。月は風邪かぜを引いた時のように荒い息をつき、顔を紅潮させていた。

「つ、月、大丈夫かっ？」

　先生やクラスメイト達が驚いてこちらの様子を窺うかがっている。俺は眉まゆを寄せて先生に目を向け、

「先生、月、今日は朝から調子悪いって言ってたんです。ちょっと保健室に連れて行っていいですか？」

「あ、ああ、もちろん。頼む、小鳥遊たかなし」

「はい」と頷うなずき、月の肩を支えて廊下へ出る。

　彼女はまだ目に断面図が焼きついている様子で「ぺに、ぺに……」などと呟つぶやいていた。







「……ごめんなさい、真しん一いち」

　保健室にて、月は眉を下げてどことなく元気の無さそうな顔でベッドに腰掛けている。ちょうど保健の先生は留守にしているらしく、薬品臭くさい室内にいるのは俺達二人だけだ。

　俺は苦笑してぽんっと彼女の頭に手を置いた。

「ま、初めはこんなもんだよ。バレなかったからオッケーだって」

「……そうかな」

　元気づけようとしたのだが、彼女はやはりしゅんとしたままだ。……まあ、昨日までは自信マンマンだったからな。予想外に痛い目にあって、しょんぼりしちまうのも仕方ないか。

「ほら月、次は体育なんだから、気合い入れ直さないと。ミスってもさっきみたいに俺がフォローするからさ。頑張ろう、な？」

　月は俯うつむきがちだった顔を上げ、俺を見上げる。

「……ん。分かった。真一、私のこと、ちゃんと見ててね」

「ああ、もちろん。ずっと見てるから、安心しろよな」

　そう言って頷きを返すと、ようやく彼女は安心したのか、いつも通りの静かな顔に戻ってくれた。




　　　　＊




　ごとんっと音がして、自販機の取り出し口にコーヒー缶が落ちてくる。

　今は昼休み。自分用のコーヒーに加えて月つきのためのパック牛乳も買い、着替え中の彼女の元へ歩き出す。一年の時は昼といえば購買戦争に参加していた所だが、今年度からは月が弁当を作ってくれているのでその必要も無いのだ。

「しっかし、意外とラクだったなあ……」

　片手でコーヒー缶を弄もてあそびながら呟つぶやく。

　体育はサッカーだったが、思ったよりも簡単に乗り切ることが出来た。月には昨日のうちに探しておいた校内で最も利用頻ひん度どの少ないトイレの個室で着替えてもらって、授業中は体のラインを出さないために常に上下ジャージ姿。元々あいつは運動が苦手だし、目立たないように、俺の近くの中ちゆう盤ばん辺りに立っていてもらった。

　周囲に怪あやしまれることもまったく無かったはずだ。一番バレる危険性の高い体育でこれなら、男装して過ごすのはそれほど難しいことでも無いのかもしれない。午前中はピンチの連続だったが、あれは月が緊張していたのが原因だろう。……保健の授業は、あれは仕方ないことだと思うし。

　体育を乗り切ったということで彼女も自信がついたはずだし、もう簡単なミスはしないんじゃないかと思う。

「一応、油断は禁物か……」

　でもまあ、あんま気を張っても仕方ないし、もう少しリラックスしても良さそうだ。

　月が着替えている男子トイレのある特別教室棟三階に戻ってくる。ここは相変わらずまったくと言っていいほど人気が無かった。昼休みにこの階に用がある奴やつなんて誰もいないのだろう。

　男子トイレに入る。奥の方へ行くと、窓が開いていて風がそよそよと入ってきていた。あいつが着替えているのは一番奥の個室だ。

「月、もう着替え終わったか？」

　個室に声を投げ、返事を待っていると、

「……真しん一いち」

　月の声が返ってくる。しかしその声にはまったくと言っていいほど力が籠こもっていない。泣きそうなくらいに頼りない声音だった。

　嫌いやな予感に顔を強こわ張ばらせ、個室に近づく。まさか、今少し離れてた間に……？

「月、何かあったのか？」

「……ん」

　肯こう定てい。ぞわりと肌が粟あわ立だつ。

「何があった？　大丈夫なのか？」

　焦あせりに震えそうな声で聞くと、少し間があって返事が来る。

「……いるの」

「いるって……、何が？」

　月つきは口にするのも嫌いやなのか、絞しぼり出すような声で言った。

「黒いのが、いるの」

「……は？　黒いの？」

「ん、黒いの…………………………Ｇ」

「ああ……」とようやく納なつ得とくした。

　Ｇってのは、たぶんゴキブリのことだ。あいつはあの黒光りする昆こん虫ちゆうが大の苦手なのだ。その名前を聞くだけで鳥肌を立て、小さい奴やつが床を這はっているのを見れば椅い子すの上で丸まってブルブル震え、退治した後は『念のため』と言って必ずバルサンを焚たくほどである。

「その中でゴキ……Ｇが出たから、身動き取れなくなっちゃったのか？」

　月の「ん……」という小さな声を聞き、脱力して安あん堵どの息をついた。偶ぐう然ぜん入ってきた男とかに何かされたんじゃないかって思ってた。杞き憂ゆうで良かった。

「出てくる……のは無理か？」

「……無理。黒いの、足下にいるから。便座の上から降りられない」

　まあ、月ならそうだろう。ヘタに動いてゴキブリが足に触れでもしたら気絶しかねないもんな。

「よし、じゃ、俺が中に入ってそいつ退治するよ」

　そう言って隣の個室に入り、便座の上に立って個室を分ける壁かべの上に手をかける。

「真しん一いち、ダメ。黒いのが驚いて動くかもしれないから」

「んなこと言ってる場合かよ。なんとかしなきゃ、月、ずっとそこから出られないぞ？」

　腕に力を込め、「よっ」と体を持ち上げる。軽々と壁の上に上半身をのせ、個室の中を覗のぞき込んだ。

　月が便座の上に体育座りをしている姿が目に入る。下はまだ穿はいていないらしく、カッターシャツだけを背中に羽は織おっていた。

　こちらに向く彼女の潤うるんだ二ふた重えの目。一目で分かるほど怯おびえた表情。ゴキブリと長い時間一緒の個室にいたせいか、憔しよう悴すいしているように見える。

　……こいつにこういう顔は似合わない。早く助けてやらないと。

「安心しろ月。今すぐ助けてやるから」

　言いつつ、素早く体を捻ひねって下半身をひょいっと個室の中に入れる。そのまま出来るだけ音を立てないように、彼女の隣に足を下ろした。

「うっし。月、奴はどこだ？」

　何気なく月つきに振り向く。と、彼女の着替えかけの姿が至近距離で目に飛び込んできて思わず「う」と息を飲んだ。カッターシャツには腕が通されておらず、羽は織おっているだけの状態になっているせいか、服の隙すき間まから透き通るような美白の肌が見えている。胸の辺りにはちらりとさらしが覗のぞいていた。も、もう少しで胸元がはっきり見えそうな気が──

　と、不ふ穏おんな視線。月が俺をジト目で睨にらみ、頰ほおを紅潮させて唇を微かすかに尖とがらせているのに気付く。

「真しん一いち、えっちな目してる」

「うえっ？　わ、悪い！　つい……」

　慌あわてて顔を逸そらす。……だ、だめだなあ。やっぱ妙みように月の体が色っぽく見える。どうしちまったんだ、俺。

「……黒いの、私の斜ななめ前の床にいるから、お願い」

　言われて目をそちらに向けると、いかにも不ふ潔けつそうに黒光りしている昆こん虫ちゆうが目に入る。

「あー……、これはキモいな」

　そこにいたゴキブリは俺の小指の先から第二関節くらいまでの大きさで、うねうねと触しよつ覚かくを動かしているのが嫌悪感を引き起こしてくる。別にそんなに大きいというわけでも無いが、これは月にはキツいだろう。

「ちょっと待ってろ。すぐやっつけるから」

　トイレットペーパーをカラカラと大量に引き出し、それを丸めてからゴキブリの上にしゃがみ込んだ。ゴキブリは俺の気配を察知したのかカサカサと動き出したが、奴やつが逃げる前に上からその体を押しつぶす。ぱきゅっと何かが潰つぶれる音が鳴り、トイレットペーパー越しに嫌いやな手応えを感じた。

「……う」

　月が掠かすれ声を漏もらす。どうやら奴が潰れる音が聞こえてしまったらしい。

　そのままトイレットペーパーを丸めて奴の死し骸がいを包み、床を軽く拭ふいてからしゃがんだまま彼女の方に顔を向けて、

「月、もう大丈──」

　硬直。

　俺の目の前には体育座り状態で、ゴキブリを見ないように膝ひざに顔を埋めている月がいる。体育座り状態ということは膝を抱いているということで、しかも不安定な座り方をしているため、足が僅わずかに開いたような座り方になっている。

　つまり、足の間が丸見えになっているのだ。彼女の白い太ふと股ももはシミ一つ無く肉感的で、座り方のせいでパンツが股またに食い込んだような状態になっている。過激なグラビア写真集に載っているようなアングル。

　──こ、これは、すごい……っていうか、エロすぎる……。

　そのまま永遠とも思えるような数秒が経過。無意識のうちに彼女の体を凝視しつつ、ぐぐっと前まえ屈かがみになった所で、

「…………っ」

　喉のどの奥で潰つぶしたような声が聞こえ、がつんっと鼻っ面つらに蹴けりを食らった。

「いっつう！　つんっと来た！」

　痛みに我に返り、立ち上がって鼻を押さえる。くぅ……、鼻血出ちまうじゃないか。

「えっちな目で見ちゃだめ……っ」

　彼女はさっきよりもさらに顔を赤くして、こちらを潤うるんだ目で睨にらんでくる。

「す、すまん……！　わざと見たんじゃないから……！」

「……わざとじゃなくても、見てもいい場所と、悪い場所があると思う」

「ご、ごもっともです。いやホント、今のは俺がマジで悪かった……！」

　必死にぺこぺこと謝ると、月つきはまだ恥はじらいの残る顔で、右手のトイレットペーパーに目を向けた。

「真しん一いち、それ、早く捨てて」

「あ？　ああ、分かった。月、ちょっとそこどいてくれ。こいつ流すからさ」

　彼女は便座から立ち上がり、俺の持つトイレットペーパーの固まりを避さけるように壁かべ際ぎわに寄る。

　便器にトイレットペーパーごと死し骸がいを放り込み、じゃばーっと水で流してやった。

「よし、これでもう大丈夫だな。俺、外に出てるから、早く着替えて出てこいよな」

　そう言い残し、そそくさと外に出た。体が熱い。これ以上半はん裸らの月と一緒にいると、ヘンな気分になっちまいそうだ。

　そんなことを思っていると、個室の中から声が聞こえてくる。

「真一、いなくならないでね」

　いつもよりなんとなく線の細い声音。まだゴキブリへの恐怖が残っているらしい。

「分かってる。待ってるから、安心して着替えていいぞ」

　そう言うと、戸の向こうからするすると衣きぬ擦ずれの音が聞こえ始めた。カッターシャツを着直しているのだろう。

　静かなトイレ内に月の着替えの音だけが響ひびく。

「真一、賭かけの理由のことだけど」

　躊躇ためらいがちな彼女の声。ぴくっと眉まゆを動かす。もしかして、話してくれる気になったのか？

　それから少しの沈ちん黙もくがあり、

「……ごめんなさい、まだ話せない」

　俺への申し訳なさが滲にじむ声だった。

　少し落らく胆たんする。……でも、そんなに話すのに勇気がいることなのか。一体何を隠かくしてるんだろ。

　と、俺は敵の気配を感じ取った鹿しかのようにぴくっと顔を上げた。

　耳を澄ませる。

　間違いない、リノリウムを叩たたく足音。こっちに近づいてくる。

「月つき、誰か来たみたいだ。絶対喋しやべっちゃ駄だ目めだぞ」

　個室の中に声をかける。

　が、なぜか返事が無かった。……聞こえなかったのかな。

　戸をノックしようとすると同時、ドアが勢い良く開放され、月がカッターシャツのボタンを半分だけ留めた状態で飛び出してきた。胸元のさらしが覗のぞいてなんだか妙みようにエロティック──って、そんなこと言ってる場合じゃないっ。

「な、な……！」

　彼女は驚く俺に構わずがばっと抱きついてくる。女の子の柔らかさと体温を全身に感じて、心臓がどくんと高鳴った。

「なにしてんだ月……!?」

　耳元で声を張るが、彼女は答えようとせず、俺の首に手を回して必死にしがみついている。体が小刻みに震えている辺り、ただごとじゃなさそうだ。

　眉まゆを険しくして個室の中を見て、

「げ……」

　思わず声が漏もれた。

　個室の壁かべには、さっき潰つぶした奴やつよりも大きなゴキブリがべったりと張り付いていた。くるくると触覚を回すのがここからでも見える。俺でも鳥肌が立つくらいの大きさだし、アレは月からすれば失神モノに違いない。

　あれも退治しなきゃいかんのかとうんざりしていると、ゴキブリはかさかさと隣の個室へと逃げていった。ほっと息をつき、抱きついている幼おさな馴な染じみの体を出来るだけ見ないようにして言う。

「月、黒いのいなくなったぞ？」

「……いる。奴らはいるの。沢たく山さんいるの」

　震える声。月はパニックになっているのか、俺にしがみついたまま離れてくれない。気持ちは分かるけど、今はそれより着替えを済まさないと……。

「月、今はとにかく着替え──」

　背筋が冷たくなった。廊下の足音がすぐ傍そばまで来ている。

　唇を嚙かむ。まずい。今の月はモロに下着姿。そして俺と抱き合っている。こんなトコ見られたら一気に噂うわさが広まって、こいつが女の子だってこともすぐにバレてしまう。

「やばいって……！　月、個室に戻れってば！」

　彼女は俺に抱きついたままふるふると首を振る。……ダメだ、完全に怯おびえちまってる。

「くそっ……！」

　仕方なく月つきを抱いたまま個室の中へ飛び込んだ。勢い余って彼女を押し倒しそうになり、危あやういところで体を入れかえ、閉じていた便座の上にすとんと座る。そして、

「……う」

　思わず声が漏もれる。この体勢はやばい。彼女は相変わらず俺の首にしがみついており、下半身は下着一枚で俺の体にまたがるようになっている。その華きや奢しやな背中をカッターシャツ越しにするっと撫なでてしまい、腕の中の月が小さく「ん……」と色っぽい声を漏らした。

　──あ、頭がくらくらしてきた……、月の体、すべすべしてて、熱い……っ。

　血管に熱湯でも入れられたかのように体が熱を増してくる。これは、やばいかも……。

「なんでまた入るの……？」

　か細い泣きそうな声。ゴキブリの恐怖のお陰かげか、この体勢の恥はずかしさには気付いていないらしい。

（し、仕方ないだろ。あと月、声抑えてな）

　小声で言うと、月は「う……」と小さく唸うなって大人しくなった。その体勢のままどうにか鍵かぎを閉めると同時、トイレの中に男子達の足音が入ってくる。

「おお、一人もいねえ」

「下が混みすぎなんだよなあ……」

　男子二人の雑談の声。……くそ、運が悪い。下の階が満員だったってわけか。

　しばらくは男子達は普通に話をしつつ用を足していたらしかったが、

「お、個室に誰かいるみたいだぜ？」

　男子二人のうち片方のそんな声が聞こえた。

「ばか、やめろよそういうの……」

「少しだけだって。おーい、誰か入ってますかー」

　トントンっとノックの音。俺は舌打ちしたくなるのを堪こらえ、仕方なくノックを返してやる。

「やってますか？　大、やっちゃってますかあ？」

　なんだか嬉うれしそうな声だった。ち、悪ノリするタイプか。ホント運が悪い……。

「やってるよ。だからほっといてくれ」

　とりあえず言ってみる。が、

「ふーん……。でも、わざわざクソするためだけにこんな所まで来るってのが怪あやしいんだよな。ちょっと覗のぞかせて貰もらっていいっすか？　まずは下から……」

　ねちっこい笑い混じりの声だった。たぶんこいつらは一年だろう。こんなガキくさいことをするってことは、中学生気分が抜けていない証しよう拠こだ。

　個室の下には僅わずかな隙すき間まがある。ここから覗くつもりだろうか。

（くそっ……）

　下から月つきの足を見られるとマズい。俺は咄とつ嗟さに彼女の太ふと股ももに手を掛け、足をぐいっと持ち上げる。吸い付くように柔らかく、きめ細かな肌の感触。俺のちょうど股こ間かん辺りに月の股またが押し付けられる。

　──う……し、しまった、この体勢は、いくらなんでもマズすぎる……っ。

（ぅんっ……）

　くぐもった声と熱い息を首筋に感じる。ぞくりと全身に甘い痺しびれが走った。
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「んー、下からじゃよく見えねー……、やっぱ上から見ないとダメか」

「おいもうやめとけって。中の人に失礼だろ」

「んなマジになんなって。大体クソの匂においしねーじゃん。絶対なんか別のことやってるって、中の奴やつ」

　ドアの上部分に男子の手が覗のぞき、ドンドンとドアに体をぶつける音が響ひびく。どうも、登ってこようとしているみたいだ。やべえ、大ピンチだ……。

　なにかこの状況を打破するものが無いかと、全身に汗を浮かべながら室内を眺ながめ回す。が、そのようなものは何も見つからない。

　ぐ、と唇を嚙かむ。どうする。いっそのことドアを思いっきり蹴けって、ブチ切れたフリでもしてみるか。もしかしたらビビって逃げてくれるかもしれないし。……っつーか、もうそれ以外に方法が無さそうだ。

　心を決めた。す、と息を吸い、右足に力を込める。

　ドアの上部に男の頭が覗のぞくと同時、

「いい加減にしろ！」

　怒声を発して思いっきりドアを蹴けりつけた。鼓こ膜まくに響ひびくバンッという鈍にぶい音と同時に、力が強すぎたせいかミシッとドアの木材が軋きしむ音までトイレ内に反はん響きようする。

　効果はあったらしい。覗いていた頭が見えなくなり、外の奴やつが戸から離れる気配があった。

「……な、なんだよ。そんなマジギレしなくてもいいじゃねーかよ」

　怯おびえているらしく、ぼそぼそと呟つぶやくような声だ。

　──と、何か、ぞくりと鳥肌が立つような不快な羽音が聞こえて、視界の上の方を黒い物体が飛んでいくのが見えた。

「ん……？　うわぁっ!?　ゴキブリ飛んできたぁっ!!」

「うっわキモッ！　俺先行くからな！」

「ちょ、待てよお前！」

　外の男子二人の悲鳴が聞こえる。

　ゴキブリをなんとかしてまでマジギレした相手に嫌いやがらせをしようとは思わなかったのだろう。バタバタ激しい足音がトイレの外に消え、二人の騒ぎ声も遠くなっていった。

　トイレがしん、と静まり返る。

「た、助かったのか……？」

　今度こそほっと安あん堵どの息をついた。危なかった、見つかるかと思った……。あのゴキブリに感謝しなきゃいけないな。

「月つき、Ｇもいなくなったし、外の奴らもどっか行ったぞ。もう大丈夫だ」

　月は俺の耳元で聞いてくる。

「……ほんと？」

「ああ。だからその……、離れてくれると、ちょっと嬉うれしいかも」

　言いつつ俺は手の力を抜き、軽く持ち上げていた彼女の足を下ろした。

「…………っ」

　息を飲む音。月もようやく自分達がどういう姿勢になっているか気付いたらしい。

「ぅ……」

　恥はずかしそうな吐息が首元に触れる。そのまま二人して黙だまり込む。

　と、月がぴくっと体を震わせ、怪け訝げんそうに眉まゆを微かすかに寄せて、顔を下に向けた。

　──や、やばっ、そっちは……！

「っ……!?　…………あぅ」

　彼女の顔が茹ゆでたように真っ赤になる。ここ数日で一番赤い色かもしれない。顔に全身の血液が集まってるみたいだ。

　ここまで気まずい空気は今まで体験したことが無いと思う。

　俺も月つきもお互い目を逸そらして黙り込み、そのままの姿勢で動けなくなる。

「……」

「……」

　トイレは静か過ぎて、心臓の音が月に聞こえないかと心配になる。自分の体も熱かったが、俺に触れている彼女の肢し体たいも同じくらいに熱を帯びていた。

　やがて月は首まで赤くしたままゆっくりと俺から体を離し、横に降りる。俺は沸ふつ騰とうしそうな頭でふらりと立ち上がり、横目でチラチラと彼女の体を眺ながめてしまいつつも外に出ようとする。

　と、後ろから声がかかった。

「……真しん一いち、助けてくれて、ありがと」

　そんな小さな感謝の言葉。

　まともに感謝されてなんだか気き恥はずかしくなり、頰ほおを搔かく。

「別に、大したことじゃないだろ。俺がお前を助けるのは、当然のことなんだから」

　照れ隠かくしのように言うと、少し間があって恥じらいの滲にじむ声が返ってきた。

「……でも、えっちなことしちゃだめって言ったでしょ」

　したくてしたわけじゃないんだってば……。
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「あー、今日は疲つかれた……」

　風呂上がり。ドライヤーで髪を乾かしてからＴシャツとハーフパンツを身につける。洗面所に置いてある時計を見ると、夜の八時半を指していた。いつもはさっさと上がるのだが、今日は学校であんなことがあって疲れていたせいか、四十分近く入浴してしまったらしい。

　洗面所を出てキッチンの方に行ってみるが、小こ柄がらな幼おさな馴な染じみの姿は見当たらなかった。

「部屋かな？」

　リビングにもトイレにも月の気配は無い。やっぱ部屋にいるんだろう。風呂入れって伝えに行かないと。

「月、いるかー？」

　トントンっと彼女の部屋のドアをノックし、ノブを捻ひねろうとして──思いとどまる。あぶね。ノックした後は返事があるまで待たなきゃいけないんだったな。さっさと開けて中学時代に何度あいつから怒られたことか。

　ドアに掛かっているプレートには『月の部屋』という丸っこい文字と、可愛かわいらしい子猫の絵が一面に描かれている。これは昔から使っているプレートで、子猫の絵を描いたのは俺である。月つきが猫を描くとベ○ベターみたいになるからな。

　すぐに声が返ってくると思ったのだが、返事は無かった。

「……外にでも出たのかな」

　いや、でも、暗くなってから外出る時は俺に声かけろって言ってあるしな。家の中にいると思うんだけど。

　一応もう一度ドアをノックし、返事が無いのを確認して取っ手を捻ひねった。

「入るぞー……？」

　部屋に入ると、ふんわりと月の落ち着いた香りが漂ただよってくる。

　俺の味気ない部屋とは違い、彼女の部屋はまさに女の子といった感じだった。カーテンはピンク色、部屋の至る所にはぬいぐるみが置かれ、ベッドの上にはデフォルメ猫がプリントされた抱き枕まくらが転がっている。

　ファンシー臭にあてられそうになりながら部屋の中を見回す。

　と、月が机に伏せて眠り込んでいるのが目に入った。机の上ではノートパソコンが開いており、こちらもマンガチックな猫が踊おどり回るスクリーンセイバーが起動している。

「なんだ、寝てたのか……」

　足音を忍ばせて彼女の隣に歩いていく。寝顔を覗のぞき込もうとするが、べったりと黒髪が顔を隠かくしているのでよく見えない。ちょっとホラーだった。

　さらりとした黒髪を指で分けてやると、少しむくれたような寝顔が目に入る。悪い夢でも見ているのか、あまり穏おだやかな寝顔とは言えない。

「布団に寝かすか……」

　四月っつってもまだまだ肌寒いし、このままだと風邪かぜを引くかもしんないからな。

　まずパソコンの電源を落とそうとタッチパッドに触れる。

　スクリーンセイバーが消え、元の画面が表示される。どうやらワープロソフトを起動していたらしい。編集画面に文章がびっしりとタイプされていた。

「……保存しといた方がいいのかな？」

　保存アイコンどれだろ、と画面に顔を近付ける。と、自然とタイプされた文章が目に入ってきた。

「…………小説？」

　月が書いたのか？　今までこいつが小説書いてる所なんて見たことないし、聞いたことも無いんだけど……。高校になってから書き始めたのかな。

　見るのは悪いかと思い、文章から目を逸そらそうとする──

　が、やっぱり気になる。

「……ちょっとだけなら、いいよな」

　月に悪いと思いつつも、少し読んでみることにした。
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「やだ、誠せい一いち……」

　抵抗も空むなしく、小こ柄がらな雪ゆきは誠一に抱きかかえられ、彼の股またの上に乗せられる。着替える途中だったので、雪は下着の上にカッターシャツを羽は織おっているだけという状態だった。

「雪……」

　正面からきゅっと優しく抱きしめられ、雪ははふっと小さな吐息を漏もらした。

　今は昼休み。四時間目の体育をどうにか乗り切り、雪はこの人が殆ほとんど来ないトイレを脱衣所として制服に着替えようとしていた所だったのだが、

「あー……、やっぱ雪は抱き心地良いなあ」

　突然個室の中に入ってきた誠一に、こうして抱きしめられているのだった。

「誠一、ダメだってば……」

　抵抗するが、誠一は放してくれない。彼は雪の背中に手を這はわせながら、耳元で囁ささやいてくる。

「すぐ済むから。な？　いいだろ？」

「……ダメ。早く着替えて戻らないと、他の人に怪しまれちゃうよ」

　雪はこの学校では男子として過ごさなければならないことになっているのだ。こんなことをしていて、もし周りにバレたら色んな意味でおしまいになってしまう。

　誠一もその辺りの事情はよく理解してるはずなんだけど……、

「大丈夫だいじょーぶ。そんな時間かけないからさ」

　この幼おさな馴な染じみの男の子は人並み外れて性欲旺おう盛せいだから、スイッチが入ると余計なことはすぐに忘れてしまうのだ。

　誠一は雪の抵抗を無視して、胸に巻かれたさらしをするするとはずし始める。

「あ……」

　雪の頰ほおがほんのりと赤く染まる。あっさりとさらしは取り払われ、彼女の慎つつましやかなバストが露あらわになった。

「相変わらず小さくて俺好みの胸だな……」

　誠一はそう言いつつ、雪の胸を揉もんでくる。こちらの性感を知り尽くしたような淫いん猥わいな手つき。

「んっ、あぅっ……もう、誠一ってば……」

　全身に微細な快感の電流が走り、雪はその体を小刻みに震わせる。愛しい人の愛あい撫ぶを受けて、未成熟な肢体が段々と熱を増してくる。

　誠一は雪の胸を堪たん能のうしながら、その精せい悍かんな顔を寄せてきた。

「本気でイヤならやめるぞ、雪。どうする？」

　──誠せい一いちは卑ひ怯きようだと思う。こちらを昂たかぶらせておいて、今さらそんなことを聞いてくるんだから。

「……イヤじゃないから、続き」

　ねだるように言うと、誠一は満足げな顔になり、雪ゆきの唇に唇を合わせてくる。

　学校の中でこんなことをしているという事実に、雪と誠一は全身が燃え上がるような興奮を覚えていた──
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「………………………………………え？」

　脳がフリーズしそうになり、俺はモニターを覗のぞき込んだまま動きを止めた。

　……なに？

　なんだこれは？

「……これ、普通の小説じゃないよな」

　文章全体に漂ただよう淫いん猥わいな雰ふん囲い気き。一般小説にも濡ぬれ場は多いが、大抵の場合ここまでねっとりとは描かれない。

「官かん能のう小説……」

　ぽつりと口にして、さらにファイルを見てみる。履り歴れき一いち覧らんに、『電車で痴ち漢かん』という題名のファイルがあった。

　迷わずそれを開き、現れた文章に目を通してみる。

「……これもか」

　登場人物は同じで、こちらには電車内でいけない行為に走る二人が書かれていた。……しかもなんかこの登場人物、俺と月つきに酷こく似じしてる。いや、もちろん俺はここまで性欲旺おう盛せいじゃないし、幼おさな馴な染じみにここまでエロいことした覚えも無いけれども。

　──月が、官能小説を書いていた？

「ありえねえ」

　吐はき出すようにそう呟つぶやいた。あの性的なことにはとことんお堅い月が官能小説？　いやいやなんかの間違い──だと思うんだけど、これは、見なかったことにした方がいいのかな……？

　困惑しつつ、忍び足で部屋を出ようとすると、

「ん……」

　月がゆらりと顔を上げた。俺はだるまさんが転んだをしている時のように凍こおりつく。

「……ん、ぅ」

　彼女はごしごしと子供っぽい仕草で目を擦こすり、ノートパソコンに顔を向けた。斜ななめ後ろに立つ俺の存在には気付いていないらしい。

「……あれ、今は昼休みのこと書いてたはずなのに」

　月つきは首を傾かしげつつ、カタカタとキーボードを操作する。途中、ふあ、と小さな欠伸あくび。

　そして何気なく横に顔を向け、再びモニターへと視線を戻して、

「っ…………!?」

　髪を振り乱して勢い良くこちらに振り返った。

　ぎこちない笑みを浮かべて「よ」と手を挙げると、彼女はあうあうと口を開きつつ、ノートパソコンを叩たたき付けるようにして閉じる。

「し、真しん一いち、いつの間に……？」

　滅多に見られないまん丸な目だった。

　そんな風に焦あせりまくりな月の様子に面食らいつつ、俺は頭を整理する。

　もしかして、だけど……。

「月、隠し事って、それじゃないか？」

　ノートパソコンを指差す。月は今まで見たことが無いくらいに動どう揺ようしているようで、口はぱくぱくと開け閉めされ、瞳が上下左右へと揺ゆれまくっていた。

「な、なな、なんのことかわからない。これはただのノートパソコン」

　……怪あやしすぎる。

「えっとな、さっき見たんだよ。トイレの中でエロいことしてる二人の文章──」

「うぅ─────────────────────────────────────!!」

　突然唸うなるような声が月の喉のどから漏もれる。彼女はベッドの抱き枕まくらを引っ摑つかみ、俺に襲いかかってきた。

「うおっ!?　な、なにすんだ！」

　ばすばすと抱き枕で叩かれる。くっ、地味に痛い。

「忘れて……、全部忘れて……っ」

　月は錯さく乱らん状態だった。顔が真っ赤で目からはぽろぽろと涙が零こぼれている。生まれた時からずっと一緒にいるけど、こんな月は見たことないぞ……！

「ちょ、落ち着け！　まずは落ち着け!!」

　抱き枕を無理矢理奪い取って横に投げ、彼女の肩を摑む。

「うっ、ひぐっ、ううっ……！」

　月の顔は涙で真っ赤になっている。手で何度も目め尻じりを拭ぬぐってやるが、後から後から涙が溢あふれてきてキリが無い。いつもは波の無い顔が、今では荒れ狂う嵐の後みたいにくしゃくしゃだ。

「な、なんでそこまで泣くんだよ……」

　その小さな体を抱きしめ、安心させるようにぽんぽんっと背中を叩いてやる。小こ柄がらな彼女は俺の胸にぎゅっと顔を押し当て、何度も小刻みにしゃくり上げている。

　しばらくそのままでいると、ようやく落ち着いてきたのか、嗚お咽えつが治まってきた。

「月つき、大丈夫か？」

「……ひくっ……ひぅっ……」

　……まだ大丈夫じゃないっぽいな。月がこんなに泣いたのを見たのは、それこそ母さん達の葬式以来かもしれない。

　それから五分くらい経たっただろうか。ようやく彼女の肩の震えが消えた。

　月は俺の胸から離れ、ベッドにすとんっと腰を下ろした。その目は真っ赤になっていて見ていて痛々しい。胸が鈍く痛んだ。こいつの泣き顔は見るだけで辛つらいんだ。

　俺も彼女の横に座る。話を聞きたい所だが、ここで蒸し返すとまたこいつを泣かしてしまうかもしれない。

　何も言わず、彼女の頭を撫なでてやることにする。月はすう、と小さな鼻息をついて、為なすがままになっていた。どうやら、涙はもう止まったらしい。

　……今日はこのままでいいか。話を聞くのは今度にしよう。

　そう思っていたのだが、

「……真しん一いち。隠かくし事してて、ごめんね」

　月は潤うるんだ目で俺を見上げ、

「隠してたこと、今から全部話すから……」

「……いいのか？　イヤなら今度でいいんだぞ？」

「……ううん。やっぱり、ちゃんと話しておくべきだったって思うの。これ以上真一に隠し事するの、私も嫌いやだし」

　泣いていたせいか声は掠かすれがちだが、表情はしっかりしているようだった。無理をしているようには見えない。

「そっか」

　姿勢を正すと、彼女は元気の無い声で話し始めた。

「真一の言うとおり。私、官能小説を書いてるの」

　……意外だけど、やっぱり事実なんだな。

「真一に隠しておきたかった理由は、嫌われたくなかったから。私が官能小説書いてるなんて知られたら、嫌われると思ったから」

「……嫌われるって、なんで俺が月のこと嫌うんだよ。俺、官能小説に別に悪い感情持ってないぞ？」

　むしろアレは良い物だと思う。実は何冊かそういう小説を読んだことがあるのだ。映像とかで視覚に訴えてくるのも良いけど、ああいう想像力を刺激するのも大いにアリだ。

　月はウサギみたいに赤くなった目でこちらを見上げてくる。

「だって私、いつも真一に堅いことばかり言ってる。なのに私の方がえっちな小説を書いてるから。真一、筋が通らない人嫌いだし、私も嫌われるって思ったの」

「あー……」と声を漏もらした。なるほどね、そういうことか。

「別にそんくらいで月つきのこと嫌ったりしないよ。嫌うわけないじゃんか」

　彼女は俺の真意を読み取ろうとするように、こちらの目をじっと見つめてくる。観察される。

　俺はその視線を静かに受け止めた。月は俺が噓うそをついているかどうかということは目を見ただけで読み取れるらしい。

　やがて今の言葉が噓じゃないと分かったのか、月はほーっと深い安あん堵どの息をつく。

「良かった……」

　心からの言葉だった。俺もその安心した顔を見て頰ほおを弛ゆるめていた。……ったくもう、もっと大変な隠かくし事してるのかと思ったよ。

「えっと、月、賭かけについてのことなんだけど。その辺りの事情って、もしかして官能小説のことが関わってるのか？」

「ん」と頷うなずきが返ってくる。

「私、お父様に、官能小説を書いてるって何気なく話したの。そしたらお父様が怒って、『お前はそんなもの書くな』って言い出して」

　……あのオッサン、月をお嬢様として育てたがってたからな。堅い考えの人ってわけでも無いんだけど、まあ、娘が官能小説書くっつったら反対もするか。

「でも、私、官能小説は、書き続けたかったから。お父様と言い争いになったの」

「へえ……」

　月と師匠は父と娘ということもあり、あまりケンカをしない。どんな風に言い争ったんだろ。

「二人とも意見を引っ込めなかったから、話は平行線になった。それでお父様が言い出した。『女の子が官能小説なんて書くんじゃない！』って。だから私、『それなら、男の子になれば書いていいんだね』って勢い任せに言い返したの」

「……それで、どうなったんだ？」

「お父様も勢いに任せて言い返してきた。『だったらお前が別の高校に転校して、そこで高校卒業まで男として過ごすことが出来れば官能小説家でもなんでもなればいい。その代わり、周囲に女だとバレたら即そく強制送そう還かん、官能小説は二度と書いてはならん！』って。だから私、その話を受けたの。……これが、男装の賭けをしてる理由」

　ようやく納なつ得とくした。そういうことだったのか。

　師匠からすれば、ここまで言えば月も引くだろう、くらいに考えてたんだろうな。月が話を受けた時の師匠の哀れな顔が目に浮かぶ。凍こおりついただろうなあ、あのオッサン。

「で、俺の家に居い候そうろうすることになったわけか」

「ん。私も真しん一いちと一緒の方が良かったし、お父様も、真一が一緒なら安心できるって言ってたし」

「そうか……、っと、俺が月つきの男装サポートするのは、オッケーなのか？」

「大丈夫。真しん一いちにだけは助けてもらっていいって言われたから」

　……師匠、心配だったんだろうな、たぶん。だから俺の所に月を送ったんだろう。でもやっぱ俺達は高校生の男女ってことで心配だから、『手を出したら殺す』って釘くぎ刺さしてきたんだな。

「しかし、月が官能小説家かぁ……」

　──って、あれ？

「月、官能小説書いてるだけじゃなくて、プロ目指してるのか？」

　彼女はこくりと頷うなずく。

「ん。……ヘン？」

「い、いや、ヘンってわけじゃないけど、意外だったから驚いて……」

　ホントに驚いた。あの月が官能小説家を目指すとは……。もしかして、何か理由でもあったりすんのかな。

　月はこちらの疑問に気付いたのか、遠くを見るような目になって意外な事実を口にした。

「私のお母様、官能小説家だったの」

　俺は目をしばたたかせる。

「……おばさんが？」

　十年ほど前に俺の母と一緒に交通事故で亡くなった月の母親、氷ひ坂さか涼りよう子こさんの顔を思い浮かべる。幼い頃だから曖あい昧まいな記憶だけど、すごく優しくて綺き麗れいで、和風なお嬢様っぽい人だったのを覚えている。俺もあの人にはかなり懐なついていたのだ。

　そうか、おばさん、官能小説書いてたのか……。

「私も屋根裏部屋の掃除をしてて、原げん稿こうを見つけた時はびっくりした。中学一年の頃のことなんだけど。お母様、お父様がえっちな本持ってるの見つけた時は、いつも怒ってたし、そういうことは、あまり好きじゃない人って思ってたから」

　まあ、月の母さんだからな。そういえば性格もどこか似ていたような気がする。

「お父様はこのこと知ってたみたい。昔、剣道道場の門下生が激減してた時期があって、その頃にお母様、官能小説を書くことで、家計を支えてたんだって」

「はあ……、そういや、氷坂道場の門下生増え始めたのって、俺が小三の頃からだったっけか」

　たしか、近所のデカい道場が潰つぶれたとかで、氷坂道場にも人が流れ始めたんだったな。物心ついて間もない頃は、なんかすっげーガランっとした道場で練習してた覚えあるし。

「……そっか、キツい時期はおばさんが頑張ってたのか」

　月は「ん、そうみたい」と頷く。

「だから私、中学一年の時からずっと、官能小説に強い興味を持ってたの。お母様が、私達のためにやってくれてた仕事だから」

「……え？　そんな前から？」

　こいつがそういう素振り見せたことは無かったと思うんだけど……。

「ん、書き始めたのは高校になってからだけど。……恥はずかしかったけど、そろそろ本格的に練習を始めなきゃって、思って」

　なるほど、分かったぞ。

「お母さんと同じ仕事をしたいんだな、月つきは」

　月ははっきりと頷うなずいた。その眠たげに見える二ふた重えの目には、強い意思の力が宿っている。

　……こいつは母親のこと尊敬してるからな。母のしてた仕事にも敬意を抱いだいてるってわけか。

「真しん一いち」

　言いつつ、彼女は俺を下から覗のぞき込むように見つめてくる。無表情だが、分かる。これは、何か大事なことを聞きたがっている顔だ。

「真一は、官能小説を書く私は嫌いや？」

　期待と不安の入り交じる声だった。

　俺は即座に首を振る。

「嫌なわけないだろ。俺がお前を嫌いになることなんてありえないってば」

　そう言うと、彼女はほっと息をついた。

　そんな月の様子に頰ほおを弛ゆるめ、その頭にぽむ、と手を乗せる。

「嫌うどころか応援するっての。官能小説家、マジで目指すんだろ？　学校での男装のサポートは当然として、他にも俺に出来ることがあったらなんでも言ってくれよな」

　月が何か夢を持ったのなら、俺がそれを応援するのは当然のこと。逆の立場でも、こいつは俺を応援すると言ってくれるに違いない。

　彼女はぱちぱちとまばたきしていたが、小首を傾かしげ、こちらの顔をいつものように覗き込んでくる。

「ほんとに、なんでも言っていい？」

「ああ。俺に出来る範はん囲いのことならな」

　と、月は言いにくいことを言うように、躊躇ためらいがちに口を開いた。

「……官能小説の取材にも、協力してくれる？」

「ああ、もちろん……。でも取材って、どっか旅行したりすんのか？」

「ううん、そういうのじゃなくて。その、電車でやったようなこと」

　眉まゆをひそめる。電車でやったこと……。

　う、と小さく声が漏もれた。こいつが何を言いたいかに思い当たったのだ。

「あ、あれって、取材だったのか？　体験取材とか、そういうの？」

　彼女は微かすかに頰を染めて頷いた。

「……取材じゃなかったら、あんな恥はずかしいことできないし。私、男女の関係とか、経験無くて分からないから。だから取材しないといけないの」

　……そうか。電車乗ってる時になんであんな月つきらしくないことしたのかずっと疑問に思ってたけど、あれは取材だったのか。

　額を押さえて考え込む。あれか。また月とああいうエロいことをするのか。

　月がこういうことをお願いしてくるのは、俺がムラムラしたとしても、なんだかんだで襲いかかってきたりすることは絶対に無いと思っているからだろう。でも最近、月の体に妙みように色気を感じるのも事実。こいつを裏切りたくないし、暴走することはまず無いと思うけど……、でも、万が一ってこともあるかもしれないし……。

　と、彼女は躊躇ためらう俺をじっと見て、少しだけ恥じらいの感じられる表情を浮かべ、

「……私、真しん一いちとしかああいうことしたくない。真一だから、体験取材も出来るの」

　直球の言葉だった。

　小さく息を飲む。真一としかああいうことしたくない、か……。好きとか、そういうのじゃない。俺のこと、信頼してくれてるんだ。俺達は、生まれた時から一緒に育った兄妹みたいなもんだし、あの桜の下での誓いを経へてからは、それこそ本当の家族のように過ごしてきたんだから。

　……そうだよな。

　月にとっては、ああいう取材も大切なことなんだ。こいつは良い小説を書くために、本気になってるんだ。だったら、俺が躊躇ってちゃダメじゃないか。

「分かった。協力するよ」

　そう言うと、月は口元にほのかな笑みを浮かべ、

「ありがと」

　胸に染み込むような声音で、感謝の言葉を贈ってくれた。

　俺はそのささやかな微笑と言葉に心からの満足を覚え、笑顔を浮かべて彼女の頭をぽんぽんっと撫なでてやる。

　月は目を細めてリラックスしきった表情を浮かべている。こいつがこういう顔を見せるのは、俺や師匠、ウチの親父といった親しい人の前でだけだ。こういう顔を見る度たびに、俺はこのちっこい幼おさな馴な染じみのことをしっかり守ってやらなきゃと思うのだ。

　──忘れるな。天国に行ってしまったおばさんの分も、こいつは俺が守ってやるんだ。

　男装して過ごすのはやっぱり難しそうだし、官能小説の体験取材も、色んな意味でツラいに違いないと思う。

　色々と騒動の種になりそうなことばかりだけど──

　月のために、どんな困難でも乗り切ってやろうと心に決めた。




「あ、でも、えっちなこと考えちゃダメだからね」

「わ、分かってるっての……たぶん」
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「くっふう……！」

　お湯が一杯に張られた浴よく槽そうに体を横たえ、親父くさい声を漏もらす。

「あー、染みるぜ……」

　丁度良い温かさのお湯でぱしゃぱしゃと顔を洗う。ふう、生き返る。

　一年の頃はずっとシャワーだったが、月つきがこちらに来てからは風呂を沸わかすようになっていた。やっぱお湯に浸つかるのはいいなあ。極楽だわ。

　そんな風に湯船の中でのんびりしていると、洗面所のドアが開く音が聞こえた。

　磨すりガラス越しに人影が見える。月が入ってきたらしい。

『真しん一いち、湯加減はどう？』

「んー、ちょうどいいよー」

　声が浴室に反はん響きようする。俺はぼんやりと磨りガラス越しの幼おさな馴な染じみを眺ながめていた。

　月がこの家にやってきてから一週間。俺達は中学までと同じように生活していた。やっぱりあいつが傍そばにいると生活に張りが出るというか、足りなかったものが埋まったような安心感がある。

　まあ、悩みの種もあるわけなんだけど……。

　と、磨りガラス向こうの影が中々消えないことに気付く。何やってんだろ、あいつ。

　影はなにやらごそごそと動いている。洗濯物でも入れに来たのかと思ったが、どうも違うみたいだ。

「月、なんか探し物でもあるのか？」

　声をかけてみる。が、返事は無い。

　聞こえなかったのかと思い、もう一度口を開こうとすると、がららっと浴室の戸が開いた。

「うおっ！」

　俺はばしゃっと音を立てて慌あわてて丸くなり、股こ間かんを隠かくす。

　さらりと長い黒髪と小柄な体。浴室の入り口に立っている月は、

「な、なんで水着……？」

　なぜかスクール水着を着ていた。夏のプールで見慣れた紺こん色の水着だが、風呂場で着られるとなんだか妙に違和感がある。

「お前、何考えて……」

　彼女は無表情ながらも、頰ほおをほんのりと上気させていた。

「は、入ってくんなよ……？」

　お湯に身を隠すようにして言いつつも、俺の目は月の肢体に釘くぎ付づけになっていた。

　首筋から華きや奢しやな鎖骨への滑なめらかなラインは艶なまめかしく、水着から覗のぞく足はすらりとしなやかで、その鈴すず蘭らんのように白い肌は白熱灯の光を受けてぼんやり輝いているように見えた。恥はずかしげに目を伏せて頰ほおを色づきかけた紅葉のようにほんのりと上気させ、胸を隠かくすように手を組んでいる様子もやけに色っぽい。

　とくんとくんと心臓が高鳴る。お、おかしいな。中学時代は月つきの水着姿見ても何も感じなかったのに……。
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　自分の反応に戸惑っていると、浴室に入りかけていた彼女は、なぜかするりとドアの向こうに隠れてしまった。ドアの脇わきからちらりと覗いた月の顔は紅潮し、目はしっとりと潤うるんでいる。

「……えっと、月？　何がしたいんだ？」

「……お風呂場シーン書くから、取材しなきゃって思って」

　彼女はいつも以上に小さな声でそう答えた。

「取材って……………………あ」

　一週間前のことを思い出す。俺はたしかに、月が官かん能のう小説を書くのを手伝うと約束していた。

　正確には、官能小説の『体験取材』を手伝ってやると。

「そりゃ、たしかに手伝うって言ったけど……」

　こうして服を脱いだ月を目の前にすると、やはり二の足を踏んでしまう。一週間前に電車やトイレの中とかで図らずも、その、いやらしいことをしてしまったとはいえ、こいつとそういうことをするのは凄すごくいけないことのような気がするし……。

　迷っていると、顔だけ覗のぞかせた月つきがどこか不安げになっているのに気付く。

「……手伝って、くれない？」

「い、いや、そんなことない。約束したし、ちゃんと手伝うって」

　そう明言すると、彼女は安心した様子でそっと戸を閉め、今度こそ中に入ってきた。伏せられた二ふた重えの目と、羞しゆう恥ちに揺ゆれる瞳を見ていると、こちらにまで恥はずかしさが伝染してくる気がする。

　月はタイルにしゃがんでフロ椅い子すを出して、

「真しん一いち、出てきて。……背中、洗ってあげる」

　ぽんっと椅子に手を乗せる。ここに座れと言うのだろうか。

　俺は口をぱくぱくと開閉しつつ、目は彼女の体を凝視したままだった。

　と、彼女は俺の視線から逃れるように、体を抱くようにして隠して、

「……えっちな目で見ちゃだめ」

「っ……、え、エロい目でなんて見てないっての」

　目を泳がしながら言うと、彼女は疑わしげにこちらを見ていたが、

「それじゃ、出てきて。私は水着だし、別に恥ずかしくないと思う」

　そう言いつつも、その顔には裸でいる俺以上の羞恥の色が浮かんでいるように見える。声に感情が籠こもらないのはいつも通りだが、その語尾は震えているように聞こえた。

　むぅ、と唸うなる。……そうだよな。こいつは元々こういうことするタイプの女の子じゃない。それでもこうして水着姿でここにいるってことは、それだけ官能小説に本気になってるってことなんだ。

「……分かったよ。じゃ、頼む」

　腰にタオルを巻いて立ち上がる。

　瞬しゆん間かん、月は顔をぽむっと音が出るように真っ赤にして両手で目を塞ふさいだ。

「お前、めちゃめちゃ恥ずかしそうじゃん……」

「……恥ずかしくなんかない。ちょっと驚いただけ」

　言いつつ、彼女は指の隙すき間まからちらちらと俺の体を見ていた。そういう見方されると、なんだか自分の体が卑ひ猥わいなものに思えてきて、こっちまで恥ずかしくなってくる。

　顔が火ほ照てり始めるのを感じつつも、ざばっと音を立ててお湯から上がり、月の前の椅子に腰を下ろした。

「じゃ、よろしく」

「……ん、分かった」

　恥ずかしいのか、彼女の声は掠かすれがちだった。……まあ、早めに済ませてもらうか。

　さっそく洗い始めるのかと思ったが、ぴたりと、背中に小さな掌てのひらを感じる。

　どうやら、月つきが俺の背中を撫なでているらしい。なんか、背中の感触を隅すみ々ずみまで確かめてるような……。

「月？　俺の背中、なんかヘンな所でもあるか？」

「……ううん。なんでもない」

　……あ、そうか。小説書くのには、感触とかの描写も必要だもんな。

　すべすべの掌てのひらが背中を這はい回る。腰の辺りを撫でられるとぴくっと体が跳ねそうになった。……反応するな俺。別に変なことされてるわけじゃないんだから。

　と、今度は背中にタオルの感触。

「……背中、おっきくなったね」

　月はどこか感かん慨がい深げな声で言いつつ、ごしごしと背中を擦こすってくる。少しだけ力が弱いが、その手つきから彼女の一生懸命さが伝わってくるような気がした。

　……むう、ちょっと恥はずかしいけど、背中洗ってもらうのってやっぱ気持ちいいな。

　そのまま彼女の為なすがままに任せる。

「んしょ……んしょ……」

　かけ声が子供っぽくて可愛かわいらしい……なんて言ったら怒られるかな。

　タオル越しに月の手の感触があり、その指が時々背中を滑すべる。なんだか、小学校の頃に戻ったような感覚。泡のついたタオルが擦れる音と、彼女のあどけなさを感じさせるかけ声を聞いていると、少しずつ穏おだやかな気分になってくる。

「真しん一いち、痛くない？」

「ああ。気持ちいいよ」

　そう答えると、月は手の動きを大きくする。なんとなく、彼女が頑張ってくれているのを感じた。口元に思わず笑みが浮かぶ。

　そんな感じでまったりとした一ひと時ときを過ごしていたのだが、

「ん、今度は前」

　その一言でぴしりと固まってしまった。

「い、いいよ前は！　自分で洗うから！」

「だめ、私にまかせて」

　波の無い声だが、どことなく声が弾はずんでいるようにも聞こえる。珍めずらしく気分がノッてきているのかもしれない。

　とはいえ、こいつに任せるわけにはいかない。エロ本を没ぼつ収しゆうされて禁欲生活が続いてるし、今、前を擦られたら色々と困ったことになりそうだ。

「だ、ダメだからな！　絶対洗わせないからな！」

「ダメじゃない。わがまま言っちゃだめ」

　月が強引に前に手を回そうとしてくるのをダンゴムシのように丸くなってガードする。

「うおっ……！　月つき、体当たってるって！」

　小こ柄がらな幼おさな馴な染じみは俺に抱きつく格好になっているらしく、スクール水着のざらりとした感触を背中に感じた。そしてその裏側の肌の温かさ……。

　──や、やば。なんか体が熱くなってきた。

「真しん一いち、さっき気持ちよかったって言ったでしょ。私が、もっと気持ちよくしてあげる」

　こういう何気ないセリフまでなんだかエロティックに聞こえてくるから困る。いかん。俺の中で何かスイッチが入ってしまっているらしい。

　小さな手がしつこく俺の前に回される。足や脇わき腹ばらがタオルでごしごし擦こすられてくすぐったい。彼女の吐息が耳元に触れ、ぞわりと淡い快感に頭が痺しびれそうになる。

「や、やめろってば月！　マジでやめて！」

　泣きそうな声でそう言うと、ふっと月の感触が背中から消えた。

　わ、分かってくれたか……。

　そう思い、体から力を抜いた──その瞬しゆん間かん、

「んぅ……っ」

　月の踏ん張るような声と共に横腹が摑つかまれ、ぐいっと体を後ろに引っ張られた。

「うわっ！」

　完全に油断していたので堪こらえようが無かった。尻しりを軸じくにして後ろに倒れそうになり、バランスを崩くずして足で宙を搔かく。

「つ、月っ、危ないからやめろって……!!」

　なんとかバランスを整えようとするが、どうにもならない。

　カタンッと座っていた椅い子すが音を立てて滑すべり、そのまま俺は後ろに引き倒されてしまった。

「はぅっ……！」

　当然のことながら、後ろにいた月も巻き込んでしまう。彼女を押しつぶしてはいけないと、咄とつ嗟さに体を捻ひねってタイルにごつっと肘ひじをつく。肘骨に鈍い痛みが走り、腕が衝しよう撃げきでびりびりと震えた。

「いっつー……」

　顔をしかめ、腕の内側から痺れるような痛みに片眼を瞑つぶる。……肘は痛いけど、どうにか月は巻き込まずに済んだみたいだな。

　左手を床について立ち上がろうとすると、なぜかふにっと柔らかいものに手が当たった。

「……お？」

　なんでこの床柔らかいんだ……ってちょっと待て、柔らかい床なんてあるわけないだろ。

　っつーことは、これは？

　ふにふにと手を動かしてみる。

「ぅんっ……！」

　喉のどの底から零こぼれるような声がバスルームに響ひびいた。

　──状況理解。

　体の下を覗のぞき込むと、やはりそこには月つきの姿があり、俺の左手は彼女の胸に当たっていた。スクール水着越しの胸は温かく、ボリュームは無いとはいえやはりなんとも言えず柔らかい。

　月は顔を真っ赤にして、俺をうるうると潤うるんだ目で見上げてくる。

「わ、悪い月！　すぐ退どくからっ！」

　体を起こそうとして、

「くぅっ……」

　──や、やべ、また胸揉もんじまった……！

　またも浴室に反響する艶つやがかった声。それを聞かないフリをして、彼女の上から体を退け、タイルに座り込む。月は顔だけでなく首まで紅潮させており、俺と目を合わせようとしない。

「ご、ごめんな月。わざとやったんじゃないから……」

「……いい。私も悪かった、んだし──っ？」

　俺を一いち瞥べつした彼女の目が、らしくもなく大きく見開かれる。

「なんだ、俺の体がなんか──」

　その視線を追い、自分の下腹部を隠かくすタオルに目を向けて──

「うおわあっ!!」

　月の驚きよう愕がくの理由が視界に飛び込んできた。彼女に向かってＭ字に開脚したまま、両手で慌あわてて股こ間かんを隠す。

　……し、しょうがないよな、これは。水着の女の子と接触してたら、こんな風になるのは当然のことだ。別に俺が特別エロいからとか、そういうことじゃない、と思う。

　しかし月にはそんな男の事情は関係ない。彼女の顔はさらに赤みを増し、

「真しん一いちのえっち……っ」

　上うわ擦ずった声を残し、そのままよろけるような足取りで浴室から飛び出していった。

　ドタドタドタドタ、バタンッ！（転こけたらしい）

　そんな月の慌てっぷりが一発で分かる物音を聞きつつ、後に残された俺はぽりぽりと頭を搔かいた。

「お前がくっついてくるから悪いんじゃん……」

　男だって見られると恥はずかしいんだぞ、一応。




　　　　＊




「はよっす小鳥遊たかなしー」

　翌朝、教室に入ると、クラスメイトの井い岡おか健けん司じが声をかけてきた。今日もこの砕けた性格のバスケットマンには、ラフな短髪がよく似合っている。

「ういーっす」と軽く手を挙げて挨あい拶さつを返すと、井い岡おかは俺の背後に立つ人物にも目を向ける。

「お、氷ひ坂さかもはよーっす」

　今日も後ろで黒髪を一つに束ね、男子用の制服に体を包んだ小こ柄がらな幼おさな馴な染じみは、クラスメイトからの言葉を受けて一いつ瞬しゆんだけ表情を強こわ張ばらせた。

　しかしすぐにその顔は平静に戻り、

「おはよう」

　作られた男声での短い挨拶。声に動どう揺ようの色は見られず、立ち振る舞いにも違和感は無い。

　自分の席につき、横の席に座った彼女の姿を改めて眺める。

　この一週間ずっとこの男装姿を見ていたせいか、少しずつ違和感も薄れてきた。さっきの井岡とのやり取りから見ても、こいつもこの姿に慣れてきたことがなんとなく分かる。

　ここ二日ほどは特に女性を匂におわせるようなミスも無い日が続いてるし、ずっとこの調子でいければいいんだけどな……。

　と、月つきがちらりとこちらに目を向け、

「…………っ」

　すぐに視線が逸そらされ、その頰ほおにほんのり赤色が差す。

「……お前、昨日のことまだ気にしてんの？」

「……知らない」

　そうは言っても、こいつは昨日の風呂場でのアレからずっとこんな感じである。

　月は小声で呟つぶやく。

「……真しん一いちが、あんなもの見せるから」

「い、いや、見せたわけじゃないから。人を露ろ出しゆつ狂きようみたいに言うなよな」

　そんな会話をしていると、前のドアからジャージ姿の男性が入ってきた。我がＣ組の担任体育教師、藤とう堂どう元げん気き先生三十二歳。今日もさっぱりしたスポーツ刈りと、毎日変わらぬ紺こん色ジャージがよく似合っている。

　元気先生が教きよう壇だんにつくと同時にチャイムが鳴り、生徒達がぞろぞろと席に戻っていく。

「うし、今日も朝の挨拶からだ!!　元気にいくんだぞお前ら!!」

　爽さわやかな張りのある先生の言葉に、委員長の声で立ち上がった生徒達は『おはようございます!!』と大きな声で返した。この先生は朝の挨拶に元気が無いとやり直しさせるからな。良い先生なんだけど、どうも熱意が有り余ってるせいで浮いてるというかなんというか……。

　出席確認が終わり、さて、またどうでもいい連絡事項があるのかなと机に肘ひじをついていると、なぜか先生がニヤリと含みのある笑みを浮かべた。

「さてお前らにグッドニュースだ。再来週に実力テストをやることが決まったぞ」

　生徒達が一斉に『え～～……』と落胆の声を零こぼす。

　先生はそんな反応を予想していたようにハハハと爽さわやかに笑い、

「そんな嫌いやがるなって。実力テストは文字通りに今の実力を試すもんだから、軽く今まで学んだ所の復習するくらいにしとけばいい。もちろんしっかりと勉強するのが一番良いんだけどな。特に頭に『た』のつく誰かさんは、少しでも頑張って良い点を取ってほしいもんだ」

　口元に意地悪げな笑みを浮かべた先生は、視線をこちらに送ってくる。

　……頭に『た』がつく奴やつって、このクラスだと小鳥遊たかなし真しん一いち──俺しかいないじゃんか。

　思わず先生の視線から逃げるように小さくなる。去年も担任は元げん気き先生だったんだけど、成績が進級も危あやういくらいに悪かったせいで心配掛けまくってたからな。今年はもう少し頑張らないと……。

　そんなこんなでホームルームが終わって先生が出て行き、クラスにざわざわと喧けん噪そうが溢あふれ始めると、月つきがこちらに椅い子すを寄せて、抑よく揚ようの無い声で聞いてきた。

「真一、ちょっと質問」

「ん？　なんだよ？」

「『た』のつく誰かさんって、もしかして真一のこと？」

　ぎくりと顔を強こわ張ばらせる。

「……真一のことなんだ」

　表情で全てを悟さとってしまったらしい。こいつには噓うそはつけないのだ。

　月はきゅっと眉まゆを寄せて、こちらを下から覗のぞき込み、

「真一、一年の時は勉強してなかったの？」

「……なんかやる気起きなかったから」

「やる気は起きなくても、勉強はやらなきゃいけないことでしょ」

「それは、そうだけど……」

　しゅんとして俯うつむく。普段は俺が兄で月が妹といった二人の関係だが、勉強などが関わる時には彼女の方が姉役になるのだ。

「真一、今日から勉強頑張ろうね」

「……分かった」

　素直に頷うなずいておく。学業に関しては、こいつは結構厳しいからな……。剣道ばっかりやってて勉強超嫌いだった俺が進学校に入学出来たのも、月に監かん視しされて──もとい協力してもらって受験勉強に励はげんだお陰かげなのだ。

　そんなことを考えていると、

「氷ひ坂さか君、話がある」

　頭上からの声に眉をひそめる。このイヤミッたらしい口調と声は……、

「……浅あさ井いくん？」

　横を見上げた月がぽつりと呟つぶやいた。

　頭を搔かき、盛大にため息をついてから声の主を睨にらむ。

　男子のくせにサラサラの爽さわやかな髪。切れ長の目と飾り気の無い銀ぎん縁ぶち眼鏡めがね。癇かんに障さわるが、それなりに整ったルックスだ。制服には皺しわ一つ無く、几き帳ちよう面めんなくらいにぱりっと着こなしている。

　この男の名は浅あさ井い雅まさ史し。一年の時から常にテストでは学年トップを保持してきたＴ大確実と言われる秀才で、この敷しき嶋しま高校の副生徒会長だ。

「何しに来たんだよ、浅井」

　槍やりのように尖とがらせた声で言う。俺はこの男にだけは遠慮しないと決めているのだ。

　浅井はこちらを一いち瞥べつし、ふんっと鼻息を鳴らす。

「小鳥遊たかなしか。相変わらず馬ば鹿かみたいな顔をしているな」

「ぐ……、お前、ケンカ売ってんの──」

「お前には用は無い。ぼくは氷ひ坂さか君に用があるんだ」

　言い捨てて浅井は月へと顔を向ける。俺のことはまとわりつく小こ蠅ばえ以下くらいに思っているらしい。

　びきびきと額に筋が浮かんでくる気がした。こいつはこういう男なのだ。俺達は一年の時から同じクラスなのだが、初めて会った時からどうにもウマが合わなかった。

「僕に用？」

　月つきは呟つぶやき、首を傾かしげている。この男と彼女には接点なんか無かったはずだ。なのに一体なんの用事があるってんだ？

　困惑する俺を他所よそに、浅井は月をじっと見つめて言った。




「氷坂君、ぼくは君が欲しい」




　教室の喧けん噪そうがぴたりと止まった。

　クラスメイトの視線が一斉にこちらに向く。

　そして聞こえてくるざわめきの声、

「うわ、もしかして修しゆ羅ら場ば……？」

「小鳥遊君が黙だまってないわよ」

「氷坂君を巡って争う二人……同人誌が書きたくなってきたわ」

　言っている意味がよく分からないが、こっちにねばっこい視線を向けないでほしい。

「さあ氷坂君、二人で話をしようじゃないか」

　ざわめく教室の中、奴やつは硬直している月の肩に手をかけようとして──

「ちょっと待てよ」

　俺は浅井の手を摑つかみ、立ち上がってその顔を睨ねめ付ける。メガネ男はぴくっと眉まゆを跳ねさせて、切れ長の目でこちらを睨み返してきた。

「はなせ小鳥遊たかなし。お前には関係ない」

「関係ないわけあるか。月つきは俺の従兄弟いとこだ。ヘンな男に言い寄られてるのをほっとくわけにはいかねーよ」

　浅あさ井いの肩を押し、月との間に割り込む。奴やつはむっとした様子で、

「心配するな。氷ひ坂さか君に危害を加える気は無い。ぼくはただ、彼のことが欲しいだけだからな」

　──う、なんかムカつくな……。

　頭に少しずつ血が上ってくる。昔からこうだ。月に言い寄る男がいると、なんだか胸がむかむかしてくるのだ。

　ましてやこの男は俺の天敵である浅井雅まさ史し副生徒会長。こいつにだけは絶対に月は渡さん。

「諦あきらめろ浅井。お前なんかに月は任せられない」

「む……。ふん、お前に許可など貰もらわなくても、氷坂君が頷うなずけばそれで良いんだ」

　浅井と俺、その他大勢のクラスメイト達が一斉に月へと視線を向ける。

　彼女はクラス内の視線を一身に受けて体を硬くしながら、ふるふると小動物じみた動きで首を振った。

　ほくそ笑む俺、悔しがる浅井。

　諦めの悪い副会長が月に手を伸ばそうとするが、彼女は俺の背中に隠かくれて出てこようとしなかった。こいつは男と話すのは苦手な方だし、もちろん注目されるのも好きじゃない。どうも、強引なやり方に怖がっているように見える。

　ふふんっと鼻を鳴らして勝ち誇った気分で浅井を見下ろすと、奴は「むぅ……」と唸うなりながら肩を落とし、首を振る。

「なぜだ。なぜ断るんだ氷坂君……」

「あなたの誘い方が悪いからだと思いますわよ、浅井さん」

　落ち着いた聞き心地の良い声。

　その声の方に目を向けると、貴族のお嬢様、という言葉がしっくりくる女生徒が目に入る。大気に溶けるように流れるロングへア、輪りん郭かくの頰ほおから顎あごにかけてのラインはすっと細く、鼻は高くて目め許もとは彫りが深い。身長はそれほど高くは無いのだが、胸の部分はふっくらと服を押し上げており、スタイルはかなり良いようだった。

　その女生徒──藍あい川かわ恵めぐみは呆あきれたような顔で副生徒会長を眺ながめていた。

「む？　ぼくの完かん璧ぺきな誘い方のどこに落ち度があったと言うんだ、藍川君？」

「全部ですわ。なんですか『氷坂君が欲しい』というのは……」

「言葉の通りだが。ぼくは氷坂君に生徒会に入って欲しいから、氷坂君が欲しいと言ったんだ」

　しれっと浅井がそんなことを言い、ずるっと古典的にずっこけそうになる。クラスメイト達も『なーんだ』と言いたげな顔でざわざわと雑談に戻っていった。ただし女生徒達はどこかわくわくした顔でこちらを眺めつつ、

「小鳥遊たかなし君と氷ひ坂さか君には愛の存在を感じるわ」

「やっぱ氷坂君が受けかな。あ、でも、実際は意外と逆だったりして……」

「ね、ね、小鳥遊×浅あさ井いでもイけると思わない？」

　よく分からないが、俺と浅井を並べられた時点でぞわっと鳥肌が立ったぞ……。

　と、藍あい川かわがため息をつきながらこちらへ歩いてきて、浅井の横に立った。

「氷坂さん。浅井さんに代わって私がお誘いいたします。生徒会への入会を検討していただけないでしょうか？　現在生徒会は人手が足りていないため、優秀な人材を求めています。氷坂さんは敷しき嶋しま高校への編入試験で立派な成績を修めたと聞いていますし、素行にも問題無いようです。あなたのような生徒に入会していただけると、こちらとしては大変助かるのですが」

　浅井のボケナスと違い、彼女は礼儀正しく勧誘している。……っと、そういえば藍川は生徒会の書記を務めてるんだったな。

　月つきがこちらに『どうしよう』と目で問いかけてくる。

　考えるまでもなく、生徒会は駄だ目めだ。出来るだけ学校にいる時間は少なくした方がいいと思うし、俺と離ればなれになる可能性も高い。それに、そういうのに入ると否いやでも目立っちまうからな……。目立たないに越したことは無いんだ。

『断れ』と目で合図すると、彼女はこくりと頷うなずいた。

「藍川さん、ごめんなさい。僕、生徒会には入れない」

　書記の彼女は残念そうに目め尻じりを下げる。

「そうですか……。残念ですが、仕方ありませんわね」

「いや、仕方なくはないだろう藍川君。そもそも氷坂君をスカウトしようと言い出したのは君じゃないか」

「そうですけれど……。強引過ぎる勧誘は間違っていますわ。氷坂さんが断られたのですから、私達は大人しく諦あきらめるべきなのでは？」

「いや、ぼくはそうは思わん。現在の生徒会の人手不足は深刻だ。即そく戦力になりそうな逸いつ材ざいを見逃す手は無いだろう」

　俺はため息をついて浅井の肩に手を乗せる。

「おい浅井、そっちにも事情があるんだろうけど、大人しく諦めて──」

「うるさい黙だまれ口出しするな敷嶋高一の劣等生」

　ぺしっと埃ほこりを払うように手をはたかれる。……い、いや、なんで俺がここまで言われなきゃいけないんだよ。

　文句を言おうとするが、それより先に、月がむっとした顔で浅井の前に立った。

「真しん一いちは劣等生じゃない。取り消して、浅井くん」

　浅あさ井いは「ん？」と眉まゆを寄せる。

「どうしてそこを気にするのかが分からんが……。小鳥遊たかなしが劣等生なのは事実だし、そこを取り消すことは出来んぞ」

「真しん一いちは劣等生じゃない」

「いや、劣等生だ。実際この男はテストの点が非常に悪いじゃないか」

　月つきが小さく息を飲み、こちらを見る。

　俺は目を逸そらした。……点数に関しては否定できないもんなあ。

　浅井が「ふん」と鼻で笑い、

「その男は平均点すら取ったことが無いはずだぞ。点数だけでなく、人間としても平均以下のどうしようもない男さ。なあ、自分でもそう思うだろう小鳥遊？」

　ぽん、と肩に手を置き、同意を求めてくる浅井。……俺はどうしたらいいんだろう？　ここまで言われると、素直にブン殴るのが正しい反応なんじゃないかと思えてくるんだけど。

「浅井くん、真一は平均以下の人なんかじゃない。その気になれば平均点なんて簡単に取れるし」

　浅井がわざとらしく目を丸くする。

「小鳥遊が平均点……フハハハ！　無理無理！　荒こう唐とう無む稽けいすぎて笑えてくるわ!!」

「……浅井くん、笑わないで。無理なんかじゃない──」

「ハァーハッハッハッハッハッハッハッハ！　……ふう、ここまで笑ったのは久しぶりだ。氷ひ坂さか君、きみには人を笑わせる才能もあるらしいな。ますます君が欲しくなったよ」

　スッキリした笑みを浮かべ、月を褒ほめる浅井。皮肉に聞こえるが、勘違いしてはいけない。ムカつくことに、こいつは本気で褒めているのだ。

　月がほんの微かすかに唇を尖とがらせ、「むー……」と唸うなりだした。……ふーむ、こりゃ、浅井に黙ってもらった方が良さそうだな。俺より先にこいつの怒りが爆発しそうだ。

「……なあ浅井、俺はたしかにちょっと頭が悪いかもしれない。だけどお前にそこまで言われる筋合いはねーぞ？」

　奴やつは首を振り、澄んだ目で俺を直視する。

「いいや、ある。お前はちょっと頭が悪いのではなく、ものすごく頭が悪いからだ」

　本人の前でこう言い切る辺り、この男はある意味ただ者ではないといえよう。

　反論しようと思ったが、不意に脳裏に過去の試験結果が蘇よみがえった。

　……くそう、否定できないじゃないか。

「浅井くんは真一の本気を知らないだけ。真一は、実はすごい人なんだから」

　月が語調を強めて言い、浅井はうんうんと頷うなずいた。

「そうだな、小鳥遊は本気ですごいアホな人だな」

　……ちくしょう、好き勝手言いやがって。なにが腹立つって、浅井の言うことが全面的に間違ってないのが一番腹立つわ。

　月つきと浅あさ井いの間に、今度は慌あわてた様子で藍あい川かわが入ってくる。

「あ、あの、浅井さん、いくらなんでも言い過ぎですわ。小鳥遊たかなしさんに失礼です」

「いいや、言い過ぎではない。藍川君は小鳥遊のテストの点を知らないからそういうことが言えるんだ。ぼく達からすれば想像もできないような点数を取るんだぞ、この男は」

「だから、それは、真しん一いちが本気を出してないだけ」

「この男に本気など無いさ」

「ある。僕は、真一のことならなんでも知ってるんだから」

　あくまで言い張る月に、浅井はようやく真剣に考える気になったのか、「ふーむ」と腕を組んだ。

「……そうだな。だったら、賭かけをしようか」

　眉まゆをひそめる。……賭け？　何言い出すんだこいつは。

　浅井は月に向かって言う。

「小鳥遊が次のテストで平均点を取れれば、ぼくはこの男が平均以上の人間であると認め、今までの発言について謝罪しよう。しかし点数が平均以下だった場合は……、そうだな、氷ひ坂さか君に生徒会に入って貰もらおうか。どうだ？」

　呆あきれて思わず口元に笑みが浮かんだ。馬ば鹿かだなこいつ、そんな賭け受けるわけない──

「いいよ。どうせ負けるのは浅井くんだし」

「っておい!!　アホの子かお前は!!」

　あっさりと返した月の肩を摑つかみ、その顔を覗のぞき込む。

「あのな月、負けた時は生徒会入りなんだぞ？　こんな賭けに乗るのはやめとこう。絶対ヤバいから、な？」

　彼女はきょとんとした様子で首を傾かしげ、

「別にいいでしょ？　難しいことじゃないし」

　い、いや、平均点は意外と、ハードル高いと思うんだけど……。

「なあ、浅井。今のはちょっとナシの方向で頼むわ」

　言いつつ浅井の顔を見上げるが、奴やつは見み下くだすような笑みを浮かべ、

「ふ、やはり逃げるか。お前はやはりその程度の男さ」

「ああ。それでいいからさ、賭けは取り消──」

「真一は逃げたりしない。見くびらないで」

　月に遮さえぎられ、何も言えなくなってしまう。

　く……、ここで逃げ腰なこと言ったら、いくらなんでも情けないかな。月に呆れられるのは嫌いやだし……。いやでも、この賭けを受けるわけには……。

　どうしよう、と悩んでいると、藍川がおずおずと声をかけた。

「……あの、浅あさ井いさん。生徒会への入会などという大切な事柄を賭かけで扱あつかうのは、いささか問題があると思います」

「む…………、ふむ、しかし氷ひ坂さか君は了承したからな。特に問題も無いだろう」

　藍あい川かわは月つきを気遣わしげに見たが、結局そのまま引き下がってしまった。

　浅井は心から安あん堵どしたという様子でぐっと伸びをし、

「ふう、これで生徒会の人手不足も解消されるな。いやあ、良かった良かった。入会後はよろしく頼むぞ氷坂君。それではな」

　足取りも軽く席へ帰っていく。自分の勝利を一ミリたりとも疑っていないらしい。

　今から『さっきのナシ』と言って聞き入れてくれるとはとても思えない。俺はがっくりと肩を落とした。

「あ、あの、小鳥遊たかなしさん、申し訳ありません。浅井さんが強引にこんなことを……」

　藍川がぺこりと頭を下げてくるが、俺は首を振る。

「いや、こっちが受けちまったのが悪いんだし……。藍川が気にすることじゃないよ」

　そう言うと、彼女はもう一度謝りながら頭を下げ、席へと戻っていった。

「大丈夫。あの程度の条件、真しん一いちがクリア出来ないわけない。この勝負、私達の勝ち」

　月は澄み切った瞳で俺を見上げてくる。

　そんな彼女に、俺はぎこちない笑みを返すことしか出来なかった。




　──月は知らないんだ。俺の高校に入ってからの成績を。




　　　　＊




「……これ、本当に真一の答案？」

　制服姿のままの月が手に数枚のプリントを手に持ち、愕がく然ぜんとした様子でそう言った。

　ここは自宅のリビング、俺と月は並んでソファに座っている。帰ってきてからすぐに月に一年時の答案を見せることになったのだが、まあ、予想通りの反応というかなんというか……。

「……ああ、俺の答案だよ。間違いなくな」

　重苦しく言うと、彼女はふらりとソファに背中を埋めた。

　……まあ、この反応も無理ないことだと思う。

　月の持つ答案に書かれた点数、数学Ⅰ二十二点、現代文二十八点、古文二十四点、英語十五点──赤点。

　赤点がほぼ半数を占めるという壊滅的状態。我ながら酷ひどい点の群れだった。

「ここまで成績落ちてるとは思わなかった」

　彼女は目の錯さつ覚かくだと思いたいのか、何度も答案に視線を走らせている。

「だから言っただろ。絶対ヤバいって。な？　今からでも謝りに行こうぜ？　な、な？」

　実力テストまではわずか十日しかない。この短期間で平均点を取れるくらいに実力を伸ばすのは、正直言って不可能だと思う。

　なによりぶっちゃけ勉強したくないし。

　が、月つきはテーブルに答案を置き、無表情のままで黙だまり込んでいる。

「月、浅あさ井いも鬼じゃないんだし、頼み込めばキャンセルしてくれるって。生徒会に入るわけにはいかないんだしさ。俺が次のテストで平均点取るなんて無理に決まってるんだし──」

「真しん一いちならできる」

　思わず「え？」と声が漏もれた。

　彼女は真しん摯しな目で俺を見上げてくる。

「真一のことなら、私、なんでも知ってる。真一ならこのくらいのこと、できないわけない」

　いやそれ、買いかぶりだから──と言おうとしたが、月の曇くもりの無い瞳を見ていると何も言えなくなる。迷いも不安も一切無い、俺を心の底から信じ切った目だった。

　しばらく俺はそのまま彼女の瞳を受け止めることしか出来なかった。

「……ホントにできると思うか？」

「ん」

　即座に頷うなずきが返ってくる。

　俺は頭を搔かいて考え込んだ。

　実力テストの出題科目は国英数の主要三教科のみ。理科社会は無いとはいえ、普通に考えれば、十日で平均点なんて無理だ。今の俺の成績を考えると、せめて一ヶ月は欲しいくらいなんだから。

　でも、月は『真一ならできる』って言ってくれている。こいつは本気で、俺のことを信じ切っているのだ。

　この信頼に応えないわけにはいかない。

　無理だろうがなんだろうが、月の期待を裏切るようなことはしたくなかった。

「よし……」

　ぱしっと自分の頰ほおを叩たたく。そもそも弱音を吐はいている場合じゃない。一週間前、月のためにどんな困難でも乗り越えると心に決めたばかりだ。この程度の壁、必ず突破してみせる。

「決めた。やるぞ、月。お前のために、意地でも平均点取ってやるよ」

　決意を込めてそう言うと、月はこくりと頷き、ほんのりと頰を染めた。

「……ん。でも、私のためじゃなくて、真一自身のためだから」

「ん？　ああ、そういえば俺のためでもあるんだよな。よし、月と、ついでに自分のためにやってやるぜ！」

　宣言しつつぐっと拳こぶしを握ると、月は「もう……」と言いつつも頰を微かすかに弛ゆるめた。その顔は少しだけ嬉うれしそうに見える。

「真しん一いちなら絶対できるから。二人で一緒に、今から頑張ろ」

「おうっ！　サポート頼むな！」

　二人でぱしっと手を合わせ、立ち上がる。俺達が力を合わせれば、不可能なことなんて何も無いのだ。

　さあ、さっそく勉強開始。今日から寝る間も惜しんで頑張るぜ！




　──と気合いを入れたのは良いのだが。




「うあああ、無理だ、時間足りねぇよぉぉ」

　開始二日目でこんなザマである。

　今日は土曜日で学校は休み。自室のガラステーブルの上には数学Ⅰの教科書が開かれている……が、まだ三十ページ目でほとんど進んでいない。

「あと九日で全部終わらせるとか、無理だ。絶対無理だ……」

　頭を抱えてテーブルに突っ伏す。

「真一、平均点取れば良いだけなんだから、なんとかなる、と思う」

　向かい側から月つきの励はげましの声が聞こえる。しかし彼女の声音にもやはり不安が滲にじんでいる。

　敷しき嶋しま高校は進学校なだけあって、テストの問題の難易度は高い。一年時だけの範はん囲いとはいえ、頭に詰め込まなければいけない知識はかなりの量になるのだ。

「単純計算だと、三日で一教科分頭に入れなきゃいけないんだよな……」

　数学はなんとかなると思うのだ。高校の内容は難しいとはいえ、基本さえ理解出来れば応用が利きくし。

　しかし、英語と古文あたりがキツい。文法だの単語だのを覚えるのは完全に暗記作業だから、時間が無いとどうにもならないだろう。

　ごつっとテーブルに額をぶつける。

「ごめんな月、俺がもうちょっと真面目まじめにやってりゃこんなことには……」

　浅あさ井いの言うとおりだ。……俺はダメな奴やつだ。一年の時から真剣にやってれば、こんなギリギリの状況になることも無かったのに。

　少しの間沈ちん黙もくが下りる。

　月も俺の不ふ甲が斐いなさにうんざりしているかと思って顔を上げると、

「ごめんなさい、真一」

　彼女はなぜか沈んだように目を伏せて謝ってきた。

「な、なんでお前が謝るんだよ。謝らなきゃいけないのは俺の方だろ？」

「……無理な詰め込み勉強しなくちゃいけなくなったのは、私が賭かけを受けたせいだから。そうでなかったら、もっとじっくり勉強できたのに」

「いや、でも俺がちゃんとやってればこんなキツくなかったんだし、月つきが悪いことなんて一つも無いんだぞ？」

　そう言うが、小こ柄がらな幼おさな馴な染じみはまだ落ち込んだような顔をしていた。

　むぅ、と唸うなり、額を押さえる。なんか、自分が情けなくなってきた。普通に勉強頑張ってたらクリア出来るはずの目標なのに、キツいキツいって泣き言ばっか言って、挙げ句の果てに月にこんな沈んだ顔させちまうなんて……。

「……ダメだな」

　ホントにダメダメだ俺は。中学時代はもう少し骨のある奴やつだったと思う。幼馴染みと離れていたこの一年間で腑ふ抜ぬけになってしまったのかもしれない。

　──でも、今はまた月が傍そばにいるんだ。ここいらでビシッと気合いを入れ直さないといけないな。

「よし月、俺もうヘタレなこと言わないから。数学は今日中で終わらせる勢いで行くぞ」

「……ん、わかった」

　罪悪感が胸に根付いてしまったのか、月の表情はまだ暗い。しまったな、こんな顔させるつもりは無かったんだけど……。

「……真しん一いち、私に何かできること、ない？」

「出来ること？　勉強手伝ってくれてるじゃんか」

　月は切実な目になって、

「そうじゃなくて、他にできること。何か、してあげたいの」

　何か、なあ。つっても、夜食作ってくれたり、飲み物無くなったらすぐ持ってきてくれたり、こいつは大抵のことは自発的にやってくれてるんだよな……。

「あ」

　一つ思いついた。少し切り出しにくいが、試しに言ってみることにする。

「えっと、なんかさ、目標みたいなのがあると、俺も気合いが入ると思うんだ。こう、やり遂げたあとに待ってる嬉うれしいこと、とかさ」

　彼女はきょとんとして小首を傾かしげた。俺の言いたいことは伝わっただろうか。ちょっと、直接は言いにくいんだけど……。

　と、月は何かに思い当たったように「あ」と呟つぶやいて、

「それじゃ、真一が平均点取れたら、私がご褒ほう美びあげる」

「い、いいのか？」

　こくりと頷うなずきが返ってきた。

「……真一、私に何かしてもらえると、嬉しい？　やる気、でる？」

「ああ、もちろん」

　即答すると、月つきの頰ほおが微かすかに弛ゆるむ。その表情に陰かげりは無く、さっきまでの暗い雰ふん囲い気きは消えていた。それを見て俺もほっと息をつく。

　……でも、ご褒ほう美びかあ。催さい促そくしたみたいな形になったけど、すげえ嬉うれしい。さっそくやる気が出てきたぞ。

「えーっと、一応聞いとくけど、どんなご褒美なんだ？」

　彼女は何事も無いようにあっさりと言った。

「真しん一いちの言うこと、なんでも聞いてあげる」

「ななな、なんでも!?」

「ん、なんでも」

　月は平然とした顔だった。自分がさりげなく爆ばく弾だん発言したことに気付いてないのだろうか。

　顎あごに手を当て、彼女の顔を見ながら考える。

　……いやまあ、家族のような幼おさな馴な染じみとはいえ、同い年の女の子に『なんでも』なんて言われたら、こっちがヘンな期待しちまうのも仕方ないことだと思うんだ。

　気合いが沸ふつ々ふつと湧わいてきて、ぱしんっと自分の頰を叩たたいた。

「よし、頑張るぞ。マジで」

「ん、頑張ろ」

　月の表情はいつもと変わらない。こいつは俺がちょっとでもヘンなこと考えてるなんて思ってないんだろうな……。

　教科書の例題について解説してもらっている途中、ちらりと彼女の体に視線を向ける。

　そのほっそりとした首筋や白い胸元が、なぜだか妙みように気になった。




　そして──この『なんでも聞いてあげる』発言以降、なんだかんだで勉強はぐんぐんはかどるようになった。一日で数学Ⅰの教科書をほぼ終わらせてしまったくらいだ。

　いや、別にご褒美のためってわけじゃない。俺は月を浅あさ井いの魔の手から守るために頑張ってるんだ。

　……ホントだぞ？




　　　　２




　寝る時間を削けずって知識を頭に押し込むように次から次へと詰め込み、あっという間に五日が経たった。

　今日は金曜日。テストは来週頭である。

「うー、目がしぱしぱと……」

　水分不足の目をごしごしと擦こする。うぅ、眠い……。

　放課後、俺達は勉強を集中して進めるために、図書室にやってきていた。

　俺達の座っている所は広い図書室の奥の奥で、書しよ架かの森に囲まれたような場所なので、周りから目につきにくい。男装姿の月つきが他の生徒に見られていると思うと気が散るから、人ひと気けの無いここで勉強することにしたのだ。

「月、目薬くれ」

「ん、はい」

　寝不足で疲れ切った眼球に、刺激の強さが売りの目薬投下。ぽたり。

「っっっっっ……っくあ～～～！」

　爽そう快かい感が脳まで突き抜け、潤うるおった目からぽたぽたと涙が零こぼれる。

　もう片方の目にも投下して、ぱしんっと頰ほおを叩たたくとようやく気分がスッキリした。

「あー……目ぇ覚めた。うっし、頑張るか」

「ん。頑張ろ」

　そう言いつつ、月は眠たそうに目をごしごしと擦こすっていた。ここ五日は俺の勉強に付き合っているので、彼女も寝る時間が遅くなっているのだ。俺は夜よ更ふかしは大丈夫だが、こいつは普段十一時でこてんっと寝てしまうので、ここのところ毎日いつも以上に眠たそうな顔をしていた。

「月、キツかったら今日は先帰って休んでてもいいんだぞ？」

　月はふるふると首を振る。

「だめ、一緒に頑張る」

　一緒に、という所が少しだけ強調されているように聞こえた。

「……そっか。ありがとな」

　ぽんっとその頭に手を置くと、彼女は眠たげながらも気持ちよさげに目を細めた。

　さて、と頭の中で残りのノルマを確認する。

「まだ英語と古典半分残ってるんだよな……」

　残り日数は、今日入れてあと三日か。

「……やっぱギリギリだな。なんとか間に合うかどうかってとこか」

　まだやらなきゃいけない範はん囲いは多いのだ。漢文も一応ざっとやっておいて、英語と古文は重要単語を一通り覚えなくてはならない。

「大丈夫。すごいペースで進んでるし、真しん一いちなら絶対間に合うから」

　月つきは落ち着いた様子で言う。少し前まではこいつも焦あせっていたみたいだが、俺が猛もうスピードで数学Ⅰを終わらせた辺りからすっかり安心してしまっているらしかった。

「絶対って言うほど安心できないぞ？　ペース上がったって言っても、時間足りないのには変わり無いんだし」

「大丈夫。真一なら絶対大丈夫」

　ほんの少しだけ弾はずんだ口調だ。珍めずらしい。これは他の人で言えば満面の笑顔を浮かべているくらいに機嫌が良い証しよう拠こなのだ。

　そういや、こいつって昔っから俺が何かに本気になってると嬉うれしそうにしてたっけ……。勉強に限らず、師匠と剣道の稽けい古こしてる所もよく見物してたし。俺も月つきの頑張ってるトコ見るのは好きだけど、それと似たような気持ちなのかもしれない。

「ま、とにかく始めるか」

　頑張らなきゃ目標にはたどり着けないし、頑張ってこいつが喜んでくれるなら、俺が気合いを入れない理由はない。

　自分の頰ほおをぱしっと叩たたき、集中して勉強に取りかかることにした。

　………………。

　…………。

　……。




「ん……」

　気がつくと、室内は赤く染まっていた。これは……夕焼けか。時間も忘れて勉強していたらしい。我ながら、なかなか集中できてたみたいだな。

　頭を搔かきながら何気なく机に置かれた腕時計を見て、目をしばたたかせる。午後の六時だった。もう図書室どころか校舎も閉まる時間じゃないか。

「真しん一いち、おつかれさま」

　目の前に月がいつもの無表情で座っていた。その手には単語帳が開かれている。

　勉強道具を鞄かばんに入れ、二人で書しよ架かの奥から出て、

「うわ、人いねえじゃん……！」

　夕陽の静せい謐ひつな橙だいだいに染まるがらんとした室内を眺ながめて驚く。静けさが耳に痛いくらいで、沈みかけた太陽は静かにふわふわ舞う埃ほこりを薄赤の光で照らし出している。

　どうやら、俺達が勉強している間に図書委員がドアを閉めて帰ってしまったらしい。俺達の存在に気付かなかったのだろう。

「月、お前も委員の奴やつが図書室閉めるの気付かなかったのか？」

　隣に立つ月は首を振り、

「気付いたけど……。真一、すごく集中してたから。邪じや魔ましたくないって思ったの」

　……まあたしかに、周りの声も聞こえないくらい集中出来てたみたいだし、邪魔が入ると勿もつ体たいなかったかもしれない。

「……でも、ちょっとマズいな」

　来週頭に行われるのは実力テスト。今週から職員室には生徒は出入り禁止になっているし、部活も休止している。校舎も閉まる時間に校舎内に残っている生徒、となると、教師に見つかれば怪あやしまれてしまうかもしれない。

「……とにかく、早く出るか」

　月つきを連れて入り口に近づく。ぐっとドアを引いてみるが、動かない。どうやら外から鍵かぎが掛けられているらしい。窓から脱出するしかないか……。

　そう考えていると、廊下からなにやら声が聞こえてきた。

「っ…………」

　息をひそめ、耳を澄ませる。どうやら誰かが歌を唄うたっているらしい。
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「真しん一いち、落ち着いて」

　窓に手を掛けて飛び出そうとした所を月に止められる。……あのアホ副会長め、次会ったらメガネのレンズ抜いてやるからな。

　調子っぱずれの歌声は次第に小さくなり、やがて聞こえなくなった。どうやら通り過ぎただけだったらしい。生徒会活動かなんかで残ってたのかな、あいつ。

「……少し様子見た方が良さそうだな」

　今外に出ると浅あさ井いに見つかってしまうかもしれない。十分くらいここで大人しくしておこう。

　月と二人で近くにあった椅い子すに並んで座る。

　と、不意に何か軽いものが倒れるような音が室内に響ひびいた。

「…………っ」

　月がぴくっと肩を跳ねさせ、俺に体を寄せてくる。

　音の方を見ると、どうやら書しよ架かに並べられてあった本が、その列だけスカスカだったせいか、バランスを崩くずして倒れただけらしかった。

「月、びびり過ぎ。棚の本が倒れただけだよ」

「……べつに、びっくりしてなんかない」

　月は強がるように言うが、何かビビリのスイッチでも入ってしまったのか、俺にぴったりと体を寄り添わせたまま離れようとしない。……まあ、暗くなり始めた図書室ってのは、それなりに不気味ではあるけど。

「…………」

　密着して座っていると、女の子の温かさを感じて、どうも隣の幼おさな馴な染じみのことが気になってくる。ちらりと視線を彼女に向けた。男モノの制服だが、それに包まれているのはもちろん女の子の体だ。

　ふと、脳裏に先日の風呂場での出来事が思い浮かんできて、トクンっと心臓の音が大きく鳴るのを感じた。一度そうして意識してしまうと、胸はどんどん高鳴ってきて、体にむずむずともどかしい熱さが宿り始める。

「あ、あのさ、月つき」

　思わず口を開いていた。

「ん？」

　月がこちらを見上げてくる。感情の読みにくい深みのある瞳。

「えーっと、な。こういう機会ってそうそう無いよな？　放課後の図書室に二人っきりとかさ。うん、こういうチャンスは活用しなきゃダメだと思うだろ？　ほら、色んな経験した方が良いっていうし！」

　俺が何を伝えたいのか分からないのだろう、月はきょとんとして首を傾かしげている。

　──は、はっきり言わなきゃ分からないか。そうか……。

　俺はこほんっと咳せき払ばらいを一つして、その瞳を見返して言ってみることにした。

「つまりさ、体験取材しないか？」

　しん、と図書室の静せい寂じやくが重みを増した気がした。

「…………」

「…………」

　二人で見つめ合ったまま数秒経過。

　やがて月が無表情のまますすっと俺から離れた。

「いやいやいやいや、お前、誤解してるから！　別に俺はやましい気持ちで言ったんじゃなくてだな！」

「うそ。そういう目してた」

「ち、違うって！　お前の見間違いだって！　俺はな、ここのところ体験取材もやってなかったから、お前の執筆の助けになれればいいと思って、真剣な気持ちで言ったんだよ！　そんなやましい気持ちなんて一ミリも無いから！」

　月は少し離れた所から、俺に訝いぶかしげな目を向けてくる。

「……ほんと？」

「ああ、もちろんホントだ。俺はお前のためになればと思ってるだけなんだ」

　そう明言すると、月はまだ疑う様子ながらも再び俺の隣に座った。

　しばらくそのまま沈ちん思し黙もつ考こう。やがて、彼女の頰ほおはほんのりと赤色に染まってくる。

「……たしかにあれから体験取材、してなかった」

「ああ。学校でそういうこと出来る機会って貴重だと思うし。だから、さ、やってみないか？」

　言いつつ彼女の顔を覗のぞき込むと、

「……ん、わかった」

　月は恥はずかしげな様子ながらも、こくんと了承の頷うなずきをくれた。

　胸の中で『よし！』と快かい哉さいを上げ──いや、これはアレだぞ。月のためになることが出来るから嬉うれしいってだけだぞ。別に勉強続きだからたまにはこういうのもいいじゃんとか、そういういやらしい動機じゃない。ホントだからな？

　自分に言い訳していると、月つきがきゅっと腕辺りの服を握ってくる。

「どういうことしたらいい？」

「ん？　んー、そうだな、どうしようか……」

　腕を組んで考える。……どうだろう。前の電車の時は月が、まあ、勢い余ってやっちゃったみたいな感じだったし、トイレの時は、あれは狙ねらってやったわけでも無かったし、風呂はうやむやなままで終わっちまったし。

　体験取材をどう進めるか、ここいらで決めておいた方が良いかもしれない。

「やっぱ、このシーンをまんま小説に活かすわけだから、二人が登場人物に成り切る……、とかの方が良いのかな」

　前にちらりと見たこいつの小説のキャラも、俺達がそのままモデルになっていたはずだ。だったら、俺達が主役を演じる感覚でやった方が臨りん場じよう感かんも出て良いかもしれない。

　月も同じように思ったのか、こくりと頷うなずく。

「ん、それがいいかも」

「だよな。じゃ、それでいくか」

　それで決定……ということで室内を見回す。夕暮れの図書室に二人っきり、ここには誰も入ってこない。そんなシチュエーションの二人とすると……、

「普通に恋人同士が図書室に閉じこめられて……って感じでいいか」

　月も頷き、俺は「よし」と呟つぶやく。

「じゃ、さっそくやるぞ。月、机の上に座ってくれ」

　彼女は頰ほおを赤らめながらも、言われるままに机の上にちょこんと腰掛ける。

　俺は立ち上がり、目を伏せた月と向かい合った。

　──えっと、ま、まずは、服脱がすとかだよな……。

「い、いくぞ、月」

　ドキドキと胸を高鳴らせながら、ごくりと唾つばを飲み込み、彼女の服に手を伸ばそうとする。

　と、頭の上で小さく息を飲む音がした。

「……あの、真しん一いち」

「ん？」

　顔を上げると、彼女は恥はずかしげに頰を震わせ、

「……登場人物に、成り切ってやるんでしょ。名前も、『誠せい一いち』と『雪ゆき』にしなきゃ」

「あ、ああ。そうだな。『誠一』と『雪』な、よし」

　んんっと喉のどを鳴らし、仕切り直しだ。

「いくぞ、雪」

「……ん、誠せい一いち」

　彼女が頷うなずいたのを確認し、再びそのブレザーのボタンに手を触れようとする。

　が、月つきの体が震えているのに気付いた。彼女の顔を見上げると、その表情には微かすかに怯おびえがあるように見える。

「…………えっと」

　──な、なんか間違えてるか俺？　服脱がすのは怖がってるみたいだし、えっと、こういう場合は……。

　あ、抱きしめてやったりしたら、安心して怯えが消えるかもしれない。

　服に伸ばしていた手を今度は彼女の肩に回し、そのまま包み込むようにしてその小さな体を抱きしめる。

「っ………………」

　月の唇から驚き混じりの吐息が漏もれるが、拒んでいる雰ふん囲い気きは無い。

　そのまま抱きしめていると、強こわ張ばっていたその体から次第に力が抜けてきたようだった。吐息も穏おだやかだし、安心しているみたいだ。

　こちらはといえば、女の子の体を抱きしめていることを意識して、体がじわじわと熱くなってきていた。

　──よ、よし、もう大丈夫だよな。

　片手を彼女の背中に回したまま、するりともう片方の手をお腹なかの辺りに滑すべらせて、そのブレザーのボタンをぷつぷつと素早く外す。

「あぅ…………っ」

　驚いたような声。……ちょ、ちょっと強引すぎたか？

「えと、俺が酷ひどいことしたりするわけないからな。怖がんなくていいぞ、つ……雪ゆき」

　言いつつするすると月の体からブレザーを脱がす。白のカッターシャツ姿になった彼女は心なしか体を縮めていた。

　続いてネクタイを外す。月の体は震えていたが、抵抗することなく、俺の為なすがままになっている。

　──さあ、次はカッターシャツか……。

　高鳴る心臓を感じつつ一番上のボタンを外すと、月の体がぴくんっと小さく跳ねた。覗のぞいた彼女の白い首元に思わずごくりと喉のどを鳴らす。

　二番目のボタンを外した。今度は月の鎖さ骨こつが見えて、肌のきめ細かさと綺き麗れいさに驚くと共に、滲にじむような色気を感じて俺の目は彼女の肌に釘くぎ付づけになる。

　──こ、こんな風に見ちゃダメなんだろうけど。これは、目を離せって言われても無理だ。

　三つ目のボタンを外すと、遂に胸元が露あらわになり、白いさらしが目に飛び込んでくる。

　その光景にごくりと喉を鳴らしつつ、月の顔に目を向ける。

「雪ゆき、さらしって、巻いてて苦しくないのか？」

「ん、あんまり苦しくない。……私、胸、小さいし」

　少しだけ落ち込んだ声音。

「……俺は小さくてもいいと思うけど」

　さりげなくフォローしつつ、覗のぞいたさらしに視線を注ぐ。飾り気の無いただの白い布でも、月つきが身につけているというだけでこの上なくエロティックに見える。これが可愛かわいらしいブラだったりしたら、俺の心臓は今頃爆ばく発はつして宇宙まで飛んでいってしまっているのではと思う。

　四つ目、五つ目のボタンを外すと、彼女のお腹のラインまで見えてくる。胸から臍へそにかけての辺りが規則正しく上下している。月の呼吸はいつもより大きいように感じた。

　六つ目のボタンを外し、最後の一つに震える指を伸ばす。

　と、俺の手に小さな手がふわりと乗った。

「雪……？」

　視線を上へ向ける。彼女は無表情を保とうとしているようだが、やはりその顔はさっきよりもさらに赤みを増しており、瞳は露つゆを帯びた紫陽花あじさいの花弁のように潤うるんでいた。

「……雪、この辺りでやめとくか？」

　月は小さく首を振る。

　その目をじっと見るが、たしかに、嫌いやがっているようには見えなかった。

[image: ]

　俺は最後のボタンに指をかける。

　そして、ぷつっとそれを外した。

　カッターシャツの前が自然とはだけ、ちょこんと、可愛かわいらしい臍へそが目に入った。腹には余分な脂し肪ぼうがまったく無く、胸から下腹部まで自然なラインを描いている。

　月つきの柔らかそうな体は俺の目にはやはり官能的に映ったが、それ以上に、綺き麗れいだという印象が残る。その肌は山の湧わき水のように淀よどみがまったく無く、僅わずかに触れるだけで痕あとが残りそうなくらいに繊細に見えた。

「……誠せい一いち、あんまり見ないで」

　震える声で言われ、はっと我に返る。

「わ、悪い。すげえ綺麗だったから、つい……」

　何気なくそう言うと、月の頰ほおがぽわっとさらに赤みを増した気がした。夕焼けも手伝って、彼女の顔はいつも以上に真っ赤になっている。

「……えっと、それじゃ、取材はここまでにしとくか」

　さすがにこれ以上やるのはまずいだろう。月は恥はずかしいのが我が慢まん出来ないだろうし、俺も理性が崩くずれてしまいそうだ。

　彼女は真っ赤な顔で俺から目を逸そらしたまま、ボタンを留めなおそうとする。

　瞬しゆん間かん、がちゃがちゃっとドアが鳴る音がした。

「…………っ！」

　俺達は弾はじかれたように顔をドアに向ける。

　誰が来たのか分からないが、月は半はん裸ら状態だ。こんな所を見られたら全て終わってしまう。

（月、こっち！　ブレザー持って！）

　顔を蒼そう白はくにしている幼おさな馴な染じみの手を引っ張り、自分たちの鞄かばんを引っ摑つかんで貸し出しカウンターの裏へと飛び込んだ。カウンター台の下に隠かくれ、月を後ろから抱きしめて体を縮める。

　ドアが開く音。続いて誰かの足音が中に入ってきた。

「む、誰もいないのか。人の気配がしたと思ったんだが……」

　眉まゆをひそめる。この声、浅あさ井いだ。戻って来やがった。

「……まあいい。さっさと調べて帰るか」

　呟つぶやき声と、ごそごそと動く音が聞こえてくる。どうやら何か調べ物をしにきたらしい。こちらに来る気配は無さそうだったが、すぐに出て行くとも思えない。

　浅井の足音が図書室の奥の方へ向かい、こちらから遠ざかる。

（ん……）

　月がもぞっと体を動かした。

（あ、すまん、苦しかったか？）

　彼女を抱いていた手を少し弛ゆるめる。

（ん、力は弛ゆるめないでいい、けど……）

　その顔を覗のぞき込むと、どこか恥はずかしそうに見えた。彼女の目は下の方を向いている。

　その視線を辿たどってみると──

（………………!?）

　思わず声が漏もれそうになった。焦あせっていたので気付かなかったが、俺の右手が彼女の胸を摑つかんでいるのだ。シャツがはだけたままなので、さらしの上から手で触れる形になってしまっている。

（わ、悪い……！）

　素早く彼女の胸から手を離す。ど、道理で妙みように柔らかいと思った……。

　が、瞬間、するりと彼女の脇わきを指先で撫なでてしまった。

「はぅっ……」

　彼女の口からひっくり返るような声が漏れた。慌あわててその口を手で塞ふさぐ。

「ん？　誰かいるのか？」

　浅あさ井いの声が響ひびき、緊張に体が強こわ張ばる。

　こちらに来るかと思ったが、どうやらその気配は無いようだった。遠くにいたからはっきりとは聞こえなかったのだろう。月つきの声が小さいお陰かげで助かった。

（すまん月、くすぐったかったか？）

（ん、ちょっとだけ）

　彼女の顔は赤いままだった。今の体勢を冷静に考えると、俺も恥ずかしくなってくる。

　俺は彼女の肩を抱きしめる状態になっており、前のトイレで密着していた時と同じように、月の体温を全身で感じていた。シャンプーの香りが鼻び孔こうを満たし、こんな時だというのに心臓がどくどくと跳ね始める。

　──落ち着けよ……。こんな時にヘンな気起こしちゃダメだからな……。

　自分に言い聞かせるようにして、耳を澄ませて浅井の気配を探ることに集中する。

　そのまま五分くらい経たっただろうか。月がぷるっと小さく体を震わせた。

（月、寒いのか……？）

　日が落ちたせいか、さっきから服を着ている俺でも少し肌寒さを感じるくらいになっていた。こいつは半裸状態だし、体が冷えてしまったのかもしれない。

　彼女を温めるように深く抱きしめると、浅井の足音がこちらに近づいてきた。調べ物が終わったのかもしれない。俺は月を抱く力を強くして息をひそめた。

「さて、そろそろ帰るか」

　そんな声がして、浅井の足音がドアの方へと向かう。

　──よかった、助かったか……。

　安あん堵どに体の力を抜いて、月の顔を覗き込み、

（ん……ぅ……）

　眉まゆを寄せる。月つきが目を瞑つぶり、ごく小さな声を漏もらしながら頰ほおをぴくぴくと動かしているのだ。

（どうした月？）

（ん……くしゃみ……）

　その言葉に背筋が凍こおりつきそうになる。こんな状態でくしゃみなんか出されたらおしまいだ。間違いなく浅あさ井いに見つかってしまう。

（が、我が慢まんし──）

　しかし時とき既すでに遅く、彼女は口を小さく開けて息を吸い込んでいた。

　咄とつ嗟さにその口を手で塞ふさぐ。

「ぅっ………………！」

　熱い息が手の中に溢あふれる。くしゃみの音はどうにか抑えたが、押さえた掌てのひらの隙すき間まからプスッと空気が漏れる音が出てしまった。

「ん……？　やはり誰かいるのか？」

　浅井の声が聞こえ、足音がこちらに向かってくる。

　──最悪の展開だ。

　辺りを見回すが、当然逃げ道も何も無い。今回はあのトイレの時と違って、助けてくれるゴキブリのような生き物もどこにも見当たらない──って、ゴキブリに頼るとかどんだけだよ俺……。

　月の顔を覗のぞき込むと、彼女も蒼そう白はくな顔になっていた。打つ手が無いと思っているのか、その目には涙が滲にじんできている。

「この辺りから聞こえたような……」

　真上から浅井の声が落ちてくる。

　──もう駄だ目めか……！

　諦あきらめが胸を塞いでいく。月とまた離ればなれになるのが嫌いやで、腕の中の小こ柄がらな体をぎゅっと力強く抱きしめた。それに応えるように月も俺の腕をその小さな手で精一杯握ってくる。

　その時、ドアの開く音が響ひびいた。

「浅井さん、まだですか？　早く出ないと、先生に叱しかられてしまいますわよ」

　聞き覚えのある女子の声。これは、藍あい川かわの声か？

「む、すまん。すぐに行く」

　さっきと違い、浅井の声はこちらとは別の方向に向いていた。足音が遠ざかり、室内から消える。

　ドアの閉まる音がして、続いて鍵の回る音が広い図書室内に響いた。廊下を歩く足音も遠くなり、やがて聞こえなくなる。

　後には針が落ちる音も大きく聞こえるほどの静せい寂じやくが残った。

　腕の力を弛ゆるめると、月つきは脱力したように俺にもたれかかってきた。

「……助かった」

「……藍あい川かわさんに感謝しなきゃ」

　静かな図書室の暗がりの中、俺達は重なり合ったままで深い安あん堵どの息をついた。







　その後、少し時間を置いて窓から図書室を脱出。こそ泥どろのように足音を殺して歩いて昇降口で靴くつを取り、廊下の窓から校舎外へ出た。浅あさ井い達はもう帰っていたのか、幸い誰にも見つかることは無かった。

　そして家に帰り着いてメシを食ったらまた勉強。図書室で神経をすり減らしたとはいえ、俺には休む暇ひまなど無いのだ。

　月と向かい合って自室のテーブルにつき、二人ともカリカリとノートにシャーペンを走らせる。俺は英語、月は古文の復習中だ。

　問題を解きながら、ちらりと彼女の顔を見る。

　月はノートにじっと視線を落としている。図書室の一件で疲つかれてしまったのか、どことなく表情に疲ひ労ろうの色が見える。今日は早く休ませた方が良いかもしれない。

　と、彼女も何気ない様子で顔を上げた。

　視線がばっちりぶつかってしまう。

「…………っ」

　慌あわててノートに視線を落とす。顔が熱くなっていた。

　どうも、学校での体験取材のせいか、さっきからずっと月のことを意識してしまっているらしい。こんなの俺達らしくないとは分かっていても、どうにもこいつのことがヘンな風に気になってしまうのだ。

　──ああもう、問題に集中しよう。時間が経たてば元に戻るだろうし、今は勉強だ勉強。

　向かい側の幼おさな馴な染じみのことを振り切るように目を問題集に向け──思わず「ん？」と声が漏もれた。

「あれ？　月、ここ、なんでこんな答えになるんだ？」

　英語の文法問題。俺は全教科の中で英語が一番苦手だ。

「ん。そこは……」

　月がノートを覗のぞき込んでくる。

　すると当然顔も近づくわけで、夕方の図書室での出来事がふっと頭に浮かんできた。月の天使のように綺き麗れいな肌と、色気を感じさせる体のライン……。

　そんなことを考えていると、彼女もふと俺の顔に目を向けた。

　至近距離で視線が絡み合う。

「…………う」

「…………あぅ」

　二人して小さな声を漏もらし、同じように頰ほおを染める。

　そのままの姿勢で硬直する。月つきの二ふた重えの目と、なにより桃色のうっすら輝く唇が気になって仕方が無い。……く、だめだ、めちゃくちゃ意識しちまう。

「…………」

「…………」

　なんとなく二人とも動けず、そのまま俺は月の顔を見つめていた。

　時計の音がうるさく、二人の呼吸の音まではっきりと聞こえそうなほどの静せい寂じやく。

　数秒が過ぎ、やがて、

「…………？」

　彼女の表情がおかしいことに気付いて眉まゆをひそめた。

　頰の赤みに何か不健康なてかりがあるように見えるし、目も潤うるんでいるが、これは恥はずかしさのせいだけだろうか？

　彼女の様子を窺うかがおうとすると、ぐうううう、と俺の腹が気の抜けるような音を立てた。

　月は慌あわてたように俺から顔を離し、立ち上がった。

「……私、夜食作ってくる」

「え？　あ、ちょっと待てよ」

　月は恥ずかしげに俺から視線を逸そらしたまま、部屋を出て行こうとする。

「おい月、待てってば。もしかしてお前、体の調子とか悪いんじゃないか？」

「ん、そんなことない」

　彼女はこちらに顔を向けずに首を振る。

　……うーん、気のせいかもしれないけど、ちょっと確かめとくか。

「月、もう一回顔見せてくれ」

　言いつつ立ち上がり、ドアを開けようとする月の肩を摑つかんだ──瞬しゆん間かん、

「あぅ……」

　気の抜けるような声と共に、ふらりとその小こ柄がらな体がよろめいた。

「つ、月!?」

　彼女の体を倒れる寸前で慌てて支える。

　腕にずしりと重みが掛かった。どうやら、体に力が入らないらしい。

「おい月、大丈夫か!?」

　彼女の顔に浮かぶ赤色は、やはり羞しゆう恥ちのためだけではないようだった。呼吸は荒く、薄く開かれた目には普段ほどの力が感じられない。

　額に手を当てる。……熱い。微熱なんてもんじゃない。

「これ、結構出てるな……」

　その小柄な体を抱き上げ、月つきの部屋のベッドに運んで寝かせる。

　体温計を持ってきて熱を測らせると、三十八度ジャストだった。

「高い……」

　眉まゆを険しくして呟つぶやく。月は熱が出る時はいつも三十八度を超える高熱で、完治するのに時間がかかることが多いのだ。今回も長引くかもしれない。

「……真しん一いち」

　横になった彼女が、耳を近付けてようやく聞こえるくらいの声で俺を呼ぶ。いつも以上に小さな声しか出ないようだった。

「どうした？　苦しいのか？」

　顔を寄せて問いかけると、月は首を振り、震える腕で体を起こそうとする。

「……夜食、作らなきゃ」

「ば……馬ば鹿か言うな！　大人しく寝てろって！」

　起き上がろうとするその細い肩を押さえる。彼女はうわごとのように呟いていた。

「……真一……頑張ってるから……夜食……」

　ぐっと胸が詰まりそうになる。こんな状態でも俺のことかよ……。

「俺のことはいいから。ちょっと寝てろ、な？　えっと、風邪かぜ薬ぐすりどこだっけか……」

　走ってリビングに向かい、タンスの中を漁あさって薬箱から風邪薬を取り出す。薬箱には俺が買った覚えの無い薬が大量に入っているが、これはおそらく月が買っておいてくれたのだろう。

　コップに水を注ぎながら、俺は後悔に顔を歪ゆがめた。

「くそ……」

　この熱は、俺のせいだ。ここのところ月は俺に付き合って寝不足が続いていたし、そんな状態で図書室で半はん裸らになったりしたから体が冷えてしまったのだ。

　体験取材のことを言い出したあの時、俺はたしかに月に対していやらしい考えを持っていた。勉強続きでモヤモヤしていたからとかは言い訳にはならない。

「俺ってやつは……！」

　ミシッとコップを握りしめる。

　──月の寝不足も体験取材のことも、俺が原因じゃないか。あいつが苦しい思いをしているのは、俺のせいなんだ。

　ごつっと額を殴りつけ、さっきの月の姿を頭に思い浮かべる。

　全部俺のせいなのに、彼女はあんな姿になってもまだ幼おさな馴な染じみのために動こうとしていた。苦しくても俺のことを第一に考えてくれているのだ。

　彼女の献けん身しんが嬉うれしいと同時に、申し訳なく思った。現状、俺は月にこんな風に想われる資格のある男か？

　……とてもそうは思えない。

　そして、そうは思えない自分が腹立たしかった。

「……やってやる」

　胸の底から沸ふつ々ふつと力が湧わいてくる。

　今日からは彼女の助けを期待することはできない。それでも、平均点を必ずクリアするんだ。

　安心して休んでろ、月つき。お前のことは、俺が必ず守ってやる。
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「はっ、はっ……」

　近所迷惑も顧かえりみずマンションの廊下を疾しつ走そうし、自宅に飛び込む。

　鞄かばんからプリント三枚を引っ張り出し、バタバタと廊下を走り抜けて、奥の部屋のドアを勢い良く開けた。

「見ろよ月!!　やったぞ──」

　ドアを開けた姿勢で凍こおりつく。

　部屋の中では、なぜか下着姿の月が眠たげな目を微かすかに見開いて俺を見ていた。白い肌と腰のくびれが目に眩まぶしい。

「…………」

「…………」

　しばしそのまま硬直する。

　──つ、月、今日はブラつけてんのか。やっぱさらしよりこっちの方が遙はるかにいやらしいというかエロいというか──

「真しん一いち……」

　月が後ろを向き、はっと我に返った。

「う、すす、すまん！」

　慌あわてて廊下に飛び出す。走ってきたせいもあってか心臓がバクバク音を立てている。

　少しすると、ドアが開いて頰ほおを僅わずかに膨ふくらませた月が顔を覗のぞかせた。服は普段の部屋着に着替えている。

「……真一のえっち」

　恥はずかしいのか、頰がほんのりと染まっている。しかしその赤は健康的な赤色だった。

　実力テスト翌日。月は風邪かぜでテストを受けられなかったのだが、昨日ようやく熱も下がり、今日は大事を取って学校を休ませておいたのだ。

「わ、悪かったよ。焦あせってたんだ。お前に早く報告したくてさ」

　彼女の前にプリントを三枚差し出す。

　月つきはプリントをじっと見ていたが、やがてその頰ほおがじわじわと弛ゆるんでくる。

「平均点、取れたんだ」

　誰が聞いても分かるほど嬉うれしそうな声だった。その声が聞けただけでも頑張った甲か斐いがあったと思えた。

「ああ、数学はギリギリだったけどな。三教科ともクリアだ」

　笑顔を浮かべてびしっと親指を立てる。数学六十二点、英語七十三点、国語七十五点。どの教科も平均点をどうにか上回っていた。

「浅あさ井いも驚いてたけど、大人しく負け認めてたぞ。俺を馬ば鹿かにした発言についてはちゃんと謝ってきたし、賭かけは俺達の完全勝利だな」

　謝ってきた時の浅井は超不本意そうな顔で誠意の一ひと欠片かけらも感じられなかったが、別にあいつに本気で謝られても嬉しくないし、月の生徒会入りを回かい避ひできただけで満足だ。

　と、彼女は口元に微かすかに笑みを浮かべて、

「やっぱり、真しん一いちはすごいひと」

　喜色の滲にじむ声で褒ほめてくれた。嬉しくて俺も頰が弛む。

「……そりゃあな、あれだけお前に期待されてたら、男の意地にかけて頑張らざるを得ないってもんだよ」

　口元に笑みを浮かべる。……頑張ってよかった。正直、テスト前日は絶対に間に合わないくらいに追い詰められていたのだ。熱の下がらないこいつの寝姿を見て、自分を叱しつ咤た激げき励れいしながら徹てつ夜やで勉強したのだが、そういった苦労も全て報むくわれた気がした。

　彼女は眠たげな目を嬉しそうに細めて俺の顔を見上げてくる。

「真一、ご褒ほう美びなにがいい？」

　──ああ、ご褒美か。

「月、なんでもって言ったよな」

「ん、えっちなことじゃなければ」

　ぴたりと動きを止めると、月がじとっと疑わしげな目を向けてくる。

「わ、分かってたっての。元からちゃんと考えてたんだし」

　首を傾かしげる月に、俺は前から決めていた『ご褒美』の内容を伝えた。
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　誠せい一いちとお風呂に入るのは、何年ぶりだろう。

「雪ゆき、もうちょっと強くていいぞ」

「う、うん……」

　広めに作られたバスルームにて、雪は誠一の背中をごしごしと洗っていた。二人とも体には何も身につけておらず、生まれたままの姿だった。

　誠せい一いちは小学校時代に一緒に入っていた時とは比べものにならないくらい逞たくましくなっている。背中は大人のように広い。

　なんだかほっとする。この背中を見ていると、誠一はどんな時でも自分を守ってくれると思えてくるのだ。

「…………」

　なんだか目の前の幼おさな馴な染じみが急に愛おしくなってきて、その体にぎゅっと抱きついてみる。

「っ……、雪ゆき、どうした？」

　雪は何も言わずに、彼の背中に頰ほおを当て、体を擦こすりつける。泡が潤じゆん滑かつ油ゆになって、二人の間でねちねちと粘着質な音を立てている。敏感な胸の先端が擦れて体に淡い刺激が走った。

「ゆ、雪。そんなことされたら、我が慢まん出来なくなっちまうぞ？」

　雪と同じく、誠一の体温もどんどん上昇しているようだった。

「だめ。今日は我慢するって言ったでしょ？」

　そう言って体を誠一から離す。自分に興奮してくれるのは嬉うれしい。でも、えっちな誠一には我慢を覚えてもらわないと。

　そう思っていたのだが、彼は突然振り返り、正面から雪を抱きしめてきた。二度と放さないとでもいうような力強い抱ほう擁よう。誠一の気持ちが痛いくらいに伝わってくる。

「雪、雪……っ」

　誠一は自分を抑えきれない様子で首筋にキスの雨を降らしてくる。

「ちょ、ちょっと誠一、だめ……」

「誘ったのは雪なんだからな。……好きな子に裸はだかで抱きつかれて、我慢出来るわけないだろ？」

　雪は「もう……」と言いつつも、抵抗はしなかった。

　愛しい恋人に体を撫なでられて、雪は心からの幸福感に目を潤うるませていた──
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「へえ……ほお……ふーん……」

「あ、あんまりまじまじ見ないで……」

「何言ってんだ。見なきゃご褒ほう美びにならないだろ。……へえ、こことか結構エロいな」

「うぅ……恥はずかしい」

　月つきはベッドの上で枕まくらをぎゅっと抱きしめ、顔を真っ赤にして目を伏せている。さっき着替えを見てしまった時よりも恥ずかしそうだった。

　ここは月の部屋で、俺は机の上に置いてあるノートパソコンのモニターを眺ながめている。テストのご褒ほう美びに、彼女の書いた官能小説を見せてもらっているのだ。

「……これで終わりか」

　最後まで読み終わり、ぐぐっと体を伸ばす。まだ途中らしく、完結はしていなかった。

「うぅー……」

　月つきは枕まくらに顔を埋めて羞しゆう恥ちにうなり声を漏もらしていた。……そりゃまあ、恥はずかしいか。いくら俺が相手でも、官能小説見られればなあ。しかもモデルが俺達二人だし。

　小説の内容はといえば、前にちらりと見てしまったものと同じく、俺達っぽい登場人物がそういう行為に及ぶものだった。

「月、結構上手うまいじゃんか」

「…………そう？」

　彼女は恥ずかしがりながらもどこか嬉うれしそうだった。

　──よし、折角だからもっと褒ほめとくか。実際よく出来てたと思うし。

「ああ。エロかったし、良かったと思うぞ。なんつーの、愛情？　そういう感情がビシビシ伝わってきてさ。エロいと同時にニヤけそうになるっつーか」

　月の頰ほおがぴくっと動いた。……えっと、褒めてるし、嬉しがってんだよな？

「……ほら、この雪ゆきが胸揉もまれてるシーンとか、心理描写がリアルでさ。エロいなーって思ったよ」

　なぜか月の目が潤うるみ始める。……泣くほど嬉しかったのか？　よし、そんならもっと褒めてやるぜ。

「月、才能あるぞ絶対。よし、俺が保証してやる。お前はエロい文を書く才能があるんだ！」

　びしっと言ってやると、静かな顔で俺の言葉を聞いていた月は、

「………………………………ぐす」

　頰を湯気が出そうなくらいに真っ赤に染めて、目め尻じりに涙を溜ため始めた。

「あ、あれ？　お前悲しがってないか？　……あ!!　もしかして恥ずかしかったのか！　そうだよな、女の子がエロい文書く才能があるとか言われたら複雑だよな。エロい子って言われてるみたいな気がするもんな──」

「………………………………ひくっ」

「──って泣かないでいいって！　そういうつもりで言ったんじゃないから！　お前がエロいなんて全然思ってないから!!」




　それから月を泣きやませるのに結構な時間が掛かってしまった。

　か、官能小説書いてる女の子って複雑なんだな……。
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『俺の歌を聴きけぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ!!』

　バスの中に我らが担任、藤とう堂どう元げん気き先生の男らしい歌声が木こ霊だまする。生徒達はみんな我関せずといった様子でそれぞれ雑談していた。

　……相変わらず浮いてんなあ、あの先生は。一年の時と同じだよ。

　そんなことを考えつつ、肘ひじ掛かけに肘をついて窓の外を見る。

　今は高速道路に乗っており、景色がブレるくらいの速さで後ろに流れていく。空は見事な五月さつき晴ばれで、雲一つどこにも見当たらない。

　今日はゴールデンウィークも明けたばかりの五月十日。

　俺達はバスに乗り、敷しき嶋しま高校二学年全員参加の宿泊訓練に旅立っていた。

　日程は二泊三日。目指す先は学校からバスで二時間ほどの距離にある、隣県の少年自然の家だ。なんでも蛍ほたる山やまという標高六百メートルほどの山の麓ふもとにある所で、その山でオリエンテーリングなどの活動をして過ごす予定。宿泊訓練とはいえ、実際は大規模な親しん睦ぼく旅行のようなものと聞いている。

「……月つき、大丈夫か？」

　横の席に座る月に声をかける。彼女は長い髪を後ろで一つに纏まとめており、俺と同じ上下男子用のジャージ姿だ。宿泊訓練の間は、みんなずっとジャージのままで過ごすことになっている。

　月はさっきからずっと白い顔でぼんやりと前を眺ながめていた。

「…………うぅ」

　表情は一見平静なのだが、時折その口から気持ちの悪そうな声が漏もれている。

「酔い止め飲んできたのにな……」

　こいつは普段車酔いはしないんだけど……。やっぱり泊まりがけということで、不安がっているのかもしれない。

　ふらふらと頭を揺ゆらしている彼女を眺めつつ、自然の家についた後のことを考える。

　おそらく、この合宿期間が今までで一番の試練になると思う。夜の入浴、そして他の男子のいる部屋で就寝、と、危険なイベントが満載だ。

　この合宿でバレたら月との生活もすべておしまいになってしまう。一応対策は考えてあるのだが、一切気は抜けない。

「気を付けていかないとな、月……」

　同意を求めて言うと、彼女は苦しそうに目を瞑つぶって頷うなずき、

「…………ん、頑張ろ」

　ふらりと頭を俺の肩に乗せる。……さっそくノックアウト状態か。こんなんで大丈夫かな。

「仲が良いのですわね、お二人とも」

　内心ぎくっとして、声の方に目を向ける。

　通路を挟はさんで隣の席に座るロングヘアの麗人、藍あい川かわがこちらに微笑ほほえましげな目を向けていた。今日もモデルのような輝かんばかりのルックス。長い睫まつげ、すらりとした細い眉まゆ。吊つりがちの目なのにまったくキツい印象は受けないのは、心の優しさが顔に出ているからなのだと思う。

「ま、まあな。従兄弟いとこ同士だからな」

　藍川は上品に口元を隠かくし、「ふふふ」と微笑する。……怪あやしまれてないよな。

　憔しよう悴すいしている幼おさな馴な染じみの重みを肩に感じつつ、俺はハハハと乾いた笑いを浮かべていた。

　──最初から冷や汗もんだな……。これは気を引き締めていかないと、本当にヤバいかもしれないぞ。




　　　　＊




「はー…………」

　再利用素材のベンチの背もたれに背中を預け、大きく伸びをして深呼吸。新緑が生み出す新鮮な空気が肺を洗浄してくれるようだった。

　ここは自然の家、宿泊棟などが集まる建物群から少し離れた所にある小型の広場だ。森の中をくり抜いたような場所で、四方をアラカシ、コナラなどの緑を纏まとう木々に囲まれている。あるものといえばベンチのみ。どうやら休きゆう憩けい所じよのような場所らしい。

「月つき、気分良くなったか？」

　小こ柄がらな幼馴染みはまだ頭がふらついているのか、俺の傍そばでこてんと横になって目を閉じている。とはいえ息づかいはさっきよりも穏おだやかになってきたようだし、そろそろ復活するだろう。

　辺りを見るが、人の気配は無い。

　二時間ほど前に目的地である蛍ほたる山やま少年自然の家について、今は昼食時間なのだが、みんなはここまで来ずに建物群の近くにある野外広場の辺りで食べているらしい。俺達は人目につかない場所を探しているうちにこんな奥までやってきたのだ。

　誰もいないのを何度も確認し、ほっと体から力を抜く。ようやく一息つけた。昼飯くらい人の目気にせずリラックスして食べたいからな……。

「月、大丈夫か？　メシ食えるか？」

　今日の夕食は自炊なのだが、昼は持参した弁当である。ウチはもちろん月の作ってくれたものだ。

「……ん、大丈夫。ごはん、鞄かばんの中。すぐ用意するから」

　ようやく彼女は目を開け、起き上がって弁当の準備を始める。子供の頃からウチと月の家で家族旅行に行く時なんかは料理を重箱に詰め込むことが多かったのだが、さすがに今日は普通の弁当箱だった。

　膝ひざに弁当箱を置き、いただきますをして食べ始める。いつもながら美味おいしい。一年の頃は弁当といえば大抵コンビニ弁当だったから、手作り弁当を見るだけで幸せな気分になってくる。

　いつも食べるのが遅い月つきだが、今はまだ気持ち悪いのか普段以上に時間をかけている。彼女が三分の一ほど食べた頃には、俺はもうほぼ弁当箱を空にしていた。

「ふう、美味うまかった……」

　最後にお茶を飲み、弁当箱に蓋ふたをしようとする。

　と、月がなぜかこちらをじっと見ているのに気付いて動きを止めた。どこか咎とがめるような視線に見える。

「月、俺の顔、なんかついてるか？」

　彼女は首を振り、俺の弁当箱に箸はしを伸ばしてくる。

　そして、箱の隅すみに盛りつけられていた大豆の甘煮を一粒摘つまんだ。

「う……」

　思わず呻うめく。

「真しん一いち、あーん」

　目の前に大豆が差し出される。月は無表情だったが、どこかお姉さんっぽい顔で、言うことを聞きなさいと叱しかっているように見えた。

「…………」

　ふいっと顔を背ける。俺は我ながら大食漢だし、イナゴだろうが蜂はちの幼虫だろうが普通に食べられるくらいに好き嫌いは無いのだが……、あの甘ったるい味は耐えられない。豆は豆腐にするのが一番だと思う。

「ちゃんと食べなきゃだめ」

　叱るような調子の声。ちらりと彼女の顔を見ると、少しだけ眉まゆが上がっていた。

「真一、口開けて。あーん」

　仕方ないか……。これ以上拒絶したら月の機嫌が悪くなっちまうし……。

　口を開け、はむっと彼女の差し出す大豆を口に入れる。

「ぐぅ……っ」

　口の中に爽さわやかっぽいがどこかねっとりとした甘みが広がる。月の味付けはおそらく絶品だと思うのだが、俺はこの味の根っこ部分から苦手なんだ。

　ごくっとアザラシが魚を飲み込むように豆を食道に落とす。……ふう、危なかった。

「甘みは抑えたつもりなんだけど、これでもだめ？」

　月は少し残念そうな顔だった。

「……すまん、大豆の甘煮だけは駄だ目めなんだよ」

　きっと味付けには気を配ってくれたのだろう。面倒かけて悪いとは思う。このしつこい甘みさえ無ければ、美味うまいって言ってやれるのに……。

　いくらか俯うつむきがちの月つきだったが、すぐに顔を上げる。

「次は美味おいしいって言わせてみせるから」

　決意の籠こもる目と声。実際、俺がいまいち好まなかった料理については、すべて俺の好みに合うまで味付けを変えてくれる月だ。そのうち俺も大豆の甘煮が好きと言える日が来るのかもしれない。

　そんなことを考えながら、ふと広場の入り口に目を向けて、

「……………………っ!!」

　ごほっと食べたものを吐はき出しそうになった。

　目の前の月しか意識していなかったので気付かなかった。視界の隅すみにいつの間にか異物が入っている。広場入り口に女の子が三人ほど、ぽかんと口を開けて俺達を見ていたのだ。

　三人ともに見覚えがあった。一人はバスの中でも話しかけてきた生徒会書記、藍あい川かわ。他の二人もクラスメイトの宮みや田たと石いし島じまだ。宮田はクラス委員長、石島は保健委員を務めているため、責任感のある真面目まじめ系の三人組といったイメージ。宮田と石島も可愛かわいい方だが、モデル並の美び貌ぼうを持つ藍川と並ぶと悪いが引き立て役くらいに見えてしまう。

　──しまった、今、月に食べさせてもらったの見られてたか……？　しかも二人だけだったから、月は女の子声を出してた。聞かれてたらマズいな。

　こちらに歩いてくる三人の目に猜さい疑ぎの色が見え隠かくれしているように見えるのは、おそらく気のせいでは無いと思う。

　月も迫ってくる彼女達に気付いたらしく、頰ほおを強こわ張ばらせている。

（月、うまく誤ご魔ま化かすから、ヘンなこと言わないようにな）

（ん）

　不安げな頷うなずき。……大丈夫だ、うまくやってやるから。

　向こうが口を開く前に、こちらから話しかけることにした。

「よう、藍川。お前らもここでメシ食うつもりなのか？」

「え？　ええ。歩いていたらこの広場に出ましたので……」

　答えつつ、藍川は俺と月を交互に見ている。

　俺は笑顔を浮かべ、何気ない調子で話を続ける。

「じゃ、五人で一緒に食べるか？　俺達もここで食べてたところなんだ」

「……ええ、ご一緒させていただけると嬉うれしい……のですけれど」

　彼女は俺達二人を観察するように眺ながめ回し、

「あの、さっき、小鳥遊たかなしさん、氷ひ坂さかさんにお弁当を食べさせてもらっていませんでしたか」

　う、と呻うめきそうになるのをどうにか堪こらえる。やっぱり見られてたか……。

「あ、ああ、ちょっとふざけてたんだよ。こういうことするとキモいよなって感じでさ」

「……ふざけていても、そんなこと、男性同士でするのでしょうか？」

「普通しないよね……。遠目だったけど、二人ともすごい自然な仕草に見えたし」

「その、私、恋人同士みたいに見えちゃったんだけど……」

　彼女達はそれぞれ眉まゆを寄せて首を傾かしげている。……焦あせるな。慌あわてず、冷静に誤ご魔ま化かせ。

「いや、意外と男子でもそういうことするんだって。ほら、女子もやるだろ？」

　藍あい川かわは「んー……」と呟つぶやき、石いし島じま、宮みや田たと顔を見合わせる。まだ納なつ得とく出来ていない様子だ。

　三人は俺達に疑惑の視線を向ける。心臓が鈍い音を立てていた。月つきも体を彫像のように堅くしている。

　胸に匕首あいくちを突きつけられたような気分のまま数秒経過。

　やがて藍川がふっと表情を弛ゆるめる。

「……そうですわね。お二人は従兄弟いとこ同士ですし、じゃれていただけですわよね。ごめんなさい、妙みようなことを言ってしまって」

　ほっと息をつきそうになり、寸前で思いとどまる。油断禁物。

「はは、気にすんなって」

「ん、気にしないで」

　男声で答える月。一見冷静に見えるが、頰ほおは強こわ張ばり、よく見ると瞳も小刻みに揺ゆれている。

　他の二人も露ろ骨こつに疑うのは控えたようだったが、まだ俺達をちらちらと見ている。

　……どうも、疑いが俺達二人ともに向いてる辺りから見て、月の性別を疑ってるわけじゃなさそうだな。俺とこいつの関係を怪あやしんでるってところか。ただの従兄弟同士じゃなくて、その、同性愛的な関係だとでも思っているのかもしれない。

　藍川はいつものようにしとやかな微笑を浮かべる。

「それでは、お昼ご飯にしましょうか」

　ベンチには五人座れなかったので、月が持ってきていたシートを地面に敷き、五人で腰を下ろして弁当を広げる。俺は弁当を食べ終わったので、他の人の食べるのを見るだけだが。

　宮田と石島はもちろんのこと、藍川もやはり俺達のことが気になるのか、箸はしを動かしながらも時折こちらに視線を向けていた。

　……三人とも危険だな。いつ疑いが月の性別の方に向くか分からないし、彼女達には特に気を付けておこう。
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　午後は学年全員が一カ所に集まって軽いレクリエーション。そして一応進学校ということもあり、一時間の勉強時間があった。

　そして夕方になり、野外炊すい事じ場には生徒達が集まっている。

「月つきー、野菜洗い終わったぞー」

「ん。ご苦労さま」

　調理台の上にたまねぎ、人にん参じんなどが大量に入ったざるを置く。今日の夕飯は各クラスでカレーライスを作ることになっていた。

　ウチのクラスでは、炊事場の調理台にいるのは女子がほとんどだ。男子勢の多くは洗い場で野菜の洗浄をしているか、邪じや魔まにならない所に追いやられている。

「真しん一いちはあとは休んでて」

　調理用具を洗っていたエプロン姿の月はさっそく包丁を手に取り、じゃがいもの皮をむき始める。ピーラーは使わず、包丁だけでさらさらと皮むきをする様子は一流の料理人のようで、

「わ、氷ひ坂さかくん凄すごい！」

「ほんと、私ピーラー使わなきゃ皮むきなんて出来ないよ……」

　当然のことながら目立ってしまう。……でもまあ、これは気にすることも無いだろう。別に料理得意な男子なんて他のクラスでも珍めずらしくもないし。

　手持ち無ぶ沙さ汰たで背中を炊事場の柱に預け、月の様子を見守る。

　彼女はてきぱきと動いて積極的に調理を進めていく。表情は普段通りほとんど動かしていないのだが、いつもより輝いているように見えるのは気のせいじゃないと思う。こいつは家でもどこでも、料理をする時は大抵楽しそうなのだ。

　炊事係の女子の大半は月の小声だが的確な指示に従って動いていたが、彼女と同じくらいの働きをする女子がもう一人。

「氷坂さん、人参は私が切っておきますわね」

　包丁を使い、月に劣らぬスピードで人参の皮をむいていた藍あい川かわが、俺の近くの調理台にやってきた。

「ん、お願い、藍川さん」

　頷うなずき合う二人。藍川はさっそく人参に刃を通し始める。

　こちらの包丁捌さばきも見事なものだった。トトトトトと音楽を奏でるように食材を切っていく。

　料理、楽しそうだなあ……。

　少し羨うらやましく思いながら、働く女子達の様子をぼんやりと眺ながめていると、藍川がちらりと俺に視線を向けた。

「小鳥遊たかなしさんもやりますか？」

「え、いいのか？　俺、料理どヘタだぞ？」

　彼女はくすりと微笑ほほえみ、

「構いませんわ。こういう時の料理はみんなで作るから美味おいしいのですし」

　良いことを言う。そう言ってくれるなら断る理由はないな。

　俺は内心高こう揚ようしながら藍川の隣に立つ。実はさっきから料理に参加したくてうずうずしていたのだ。

「小鳥遊たかなしさん、包丁を使ったことは？」

「家では使わないけど、中学時代に調理実習で一回使った。その時思いっきり指切ったから、それ以来は月つきが家でも学校でも包丁触らせてくれないんだ」

「ふふ……、氷ひ坂さかさんは心配性なのですわね」

　まあ、人差し指からどっくどっく血が出て大騒ぎになったからな。あれは我ながらヤバかった。月、失神寸前になりながら救急車呼ぼうとしてたくらいだし。

　藍あい川かわが俎まな板いたの上に人にん参じんを置く。

「それでは、人参をこちらのものと同じ大きさに切ってくださいな。横で見ていますから、大丈夫でしょう？」

　落ち着いた物腰の彼女を横目に包丁を握る。……おお、久々の感触。楽しくなってきたぞ。

　月の様子を窺うかがうが、どうやら別の作業をしているようで、俺が包丁を持っていることには気付いていないらしかった。今がチャンスだ。

「よし、いくぜ……」

　ドキドキしながら包丁の刃を人参に当てる。

「そう、包丁の刃を前に滑すべらせながら……」

　藍川のアドバイスを受けながらさくっと包丁を滑らせ──

「あ、小鳥遊さんっ。左手の指、危ないっ──」

　藍川の静止するような声。同時、人参を押さえていた左手人差し指の爪横辺りにちくっと鋭い痛みが走った。

「っ……、やっちまった」

　指先近くの皮に細い筋が入り、そこからすぐに赤い血の粒が湧わき出てくる。

「だ、大丈夫ですか小鳥遊さん!?」

　藍川が慌あわてた様子で俺の左手を摑つかんだ。

「なんで切っちまうんだろうなあ……、ちゃんとやったつもりだったのに」

　軽い痛みだったが、眉まゆをしかめて肩を落とす。……くそう、また失敗しちまうとは。

　血の粒が潰つぶれ、つつっと赤い液体が人差し指を流れ始めるが、どうやら前に切った時ほどではなく、ごく浅い傷のようだった。

「あ、ち、血が出ていますわ。どうしましょう……！」

　しかし藍川は、俺の傷を見てあたふたしっぱなしだ。

「えと、えと、ここ、こんな時は……」

「藍川、そんな慌てることないって。このくらい、舐なめてれば治るよ」

　言いつつ指を口元に持っていこうとすると、彼女はまだ狼ろう狽ばいした様子で、なぜかこちらに顔を近付けてきて──

「──はむ」

　何を思ったのか、ぱくっと俺の人差し指を咥くわえ込んでしまった。

「あ、藍あい川かわ……!?」

　指に生暖かい口内の感触。そして傷口をぬめった舌が這はうのを感じる。

　──う……、自分で舐なめるのと違って、なんかぞくぞくする……。しかも、藍川の顔がこんな近くに……。
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「あ、あの、藍川、血ぃ止めようとしてくれるのは嬉うれしいんだけど」

「……ふぇ？」

　彼女は指を咥えたまま、不思議そうに上目遣いで俺を見る。

「えっと、みんな見てるから……」

　上うわ擦ずった声で言う。辺りを見ると、月つきもクラスメイト達もみんなぽかんと口を開けて俺達を見ていた。

　と、彼女はようやく自分のしていることに気付いたのか、ハッとしたように素早く俺の指から口を離した。

「ご、ごめんなさい！　私、つい……」

「い、いや、お陰かげで痛くなくなったから……」

　藍川の頰ほおがぼわっと火が付いたように赤くなる。こちらも恥はずかしくなってきて、彼女から目を逸そらした。……う、俺も顔赤くなってるかな。

　彼女は顔を紅潮させたまま、躊躇ためらいがちに俺の顔を見上げてくる。

「あ、あの、絆ばん創そう膏こうを貼はった方が良いと思いますし、医務室に行くべきでは……」

「んー……、そこまでする必要も無いと思うけど」

　指先に血がまた少し滲にじんでいたが、痛みもないし、すぐに出血は止まると思う。

　が、藍あい川かわは細い眉まゆを寄せて、

「だ、ダメですわ。バイ菌きんが入ったら病気になってしまいますもの。やっぱり医務室に……」

　んな大おお袈げ裟さな……と思っていると、藍川はもう一度俺の手を取ろうとこちらに手を伸ばしてくる。

　しかしその前に、横に出てきた月つきが俺の裾すそを握った。

「藍川さん、真しん一いちは僕が連れて行くから」

「え？」

　藍川はぱちぱちとまばたきしている。月は彼女にはもう構わずに、

「真一、部屋に行こ。絆創膏、鞄かばんの中にあるから」

　そう言って、俺を引っ張っていこうとする。

「あ、あんま引っ張んなって……」

「さっき藍川さんも言ってたでしょ。急がないとバイ菌が入るから」

　彼女は裾を引く力を弛ゆるめない。……ふ、服が伸びちまうってのに。

「あ、あの……」

　後ろから小さな声がした。振り返ると、藍川がこちらに何か言いたげにしているのが目に入る。

　なにか言うのかとそのまま見ていると、そんな藍川に宮みや田たと石いし島じまが近づいていき、話しかけた。

　不安に胸が嫌な音を立てる。三人は、話している最中にもこちらにちらちらと視線を向けている。

　──俺達べつにヘンなことしてないはずだけど……。あの三人の目、なんか気になるな……。

　眉を険しくして彼女達を見ていると、月がくいくいっと裾を引き、非難の目で俺を見上げてきた。こいつはどうやら宮田達の視線には気付いていないらしい。

「真一、どうして包丁握ったの？」

「う……、いや、楽しそうだったし、やっぱりちょっと参加したいなーって思って……」

　しどろもどろに答えると、彼女の眉み間けんに微かすかに皺しわが寄る。

「参加したいなら、私に言ってくれれば良かったのに。真一がまた指深く切って、あの時みたいにいっぱい血が出たら……………………私、どうしたらいいの？」

　声がどんどん小さくなっていき、その二ふた重えの目がうるうると潤うるみ始めた。

「わ、悪かった！　泣かないでいいから、な？　ほら、今日はちょっと血が出ただけだしさ。ハハハハ、全然痛くねえ！」

　無理に笑うが、心配性のスイッチでも入ってしまったのか、月つきの目に滲にじんだ涙は消えてくれない。

　涙目の彼女を宥なだめているうちに宿舎についた。廊下を歩き、誰もいない畳たたみ敷じきの部屋に戻ると、月がいそいそと鞄かばんから絆ばん創そう膏こうを取り出す。

　畳の上に座り、それをぺたりと指に貼はって傷口が隠れると、彼女はほうっと小さく息をついた。

「……ありがと、月。もう大丈夫だから」

　ぽんっと彼女の頭に手を置き、立ち上がる。

「……ほんとに大丈夫？　痛くない？」

　まだ心配げに見上げてくる月。俺は笑いながら絆創膏の貼られた指をぺしっと叩たたいて、

「痛いわけないだろ？　こんなもん怪け我がのうちに入んないって」

　そう言うと、ようやく彼女の頰ほおが弛ゆるむ。……安心してくれたか。今度からは下手へたに包丁握らないようにしよう。

「……さて、早く戻って藍あい川かわ達にフォローの一つでも入れとくか。ほっとくとマズいと思うし」

「え？」

　月が頓とん狂きような声を漏もらす。やっぱり気付いてなかったな。

　さっき宮みや田た達がこっちを見ていたことを伝えると、彼女の表情が硬くなった。

「……私、なにかおかしいことした？」

「いや、そうは思わないんだけど……。そんなにヘンなことしてないよな、俺達」

　月に引っ張られて傷の手当てをしに宿舎へ戻っただけだ。あいつらが気にするようなことなんて一つも無いと思う。

　二人で首を傾かしげていると、廊下からバタバタと足音が聞こえてきた。

「た、小鳥遊たかなしー!!　怪我したって聞いたぞ!!　大丈夫か!!」

　ドアが叩き壊すような勢いで開かれ、息を切らした元げん気き先生が飛び込んできた。

「怪我って……。先生、俺、指先ちょっと切っただけですよ」

　絆創膏の貼られた手を見せると、先生は頰を弛めてほーっと大きく息をついた。

「包丁で怪我したって聞いたから心配しただろーが。ったく、人騒がせなヤツだなお前は」

　呆あきれ混じりの安あん堵どの声。……相変わらず大おお袈げ裟さだなあ。

「心配かけてすいませんでした。全然大丈夫ですから……。じゃ、俺達調理場に戻りますね」

「ああ、そうしろ──────っと、そうだ、ちょっと待てよ」

　先生はなにか思いついたようにぽんっと手を叩いた。

「お前らさ、ちょっと俺の手伝いしてくれないか？　見返りも考えてやるからさ」

　その申し出に俺と月つきは首を傾かしげ、顔を見合わせた。
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「ふー……、疲れた」

　浴よく槽そうのお湯に浸つかり、頭にタオルを乗せて親父くさく息をつく。

　この蛍ほたる山やま少年自然の家には男風呂、女風呂の二つが備えられている。ここはもちろん男風呂。団体客を想定して造られているせいか浴室は広く、人が五十人くらいなら入れそうだった。

　そんな浴室に入っているのは、俺ともう一人、

「真しん一いち、こっち見ちゃだめ」

　長い黒髪をアップにして纏まとめた、小柄な幼おさな馴な染じみである。

「見ちゃだめって言ってもな……」

　浴室は巨大な浴槽一つと洗い場のみというシンプルな造りになっているため、体を隠かくす場所はどこにも無い。自然とバスタオルを巻いた彼女の姿が目に入るので、見まいとしても見てしまうのだ。

　──うなじがすげえ色っぽいな。上気して桃色に色づいてるのがまたなんとも……。

　シャワーの前で腰掛けに座る彼女の体を包むものは白いバスタオルのみで、裾すその部分から瑞みず々みずしい細い足が伸びている。この一ヶ月間で月のあられもない姿は何度も見ているし、以前一度風呂にも一緒に入っているのだが、やはりバスタオルの向こうは素肌だけというのは今までに無いエロチシズムを感じる。

「今から体洗うから、後ろ向いてて」

　言われて素直に後ろを向く。さすがに体を洗う時に彼女の体を見るのはまずい。バスタオルを巻いているからまだ我が慢まん出来ているものの、裸はだかを見てしまえば理性のタガが飛んでしまうかもしれない。

　月が体を洗う音を聞きながら、月明かりに照らされた窓の外をぼんやりと眺ながめる。

　宿泊訓練といえば集団で入浴なのに、俺達が二人っきりで入っていることには当然理由がある。

　ついさっきまで、元げん気き先生の手伝いということで、俺達は明日使うオリエンテーリング用の小冊子の整理をしていたのだ。「見返りとして、学年全員が入浴した後に貸し切りで風呂場使わせてやる」なんて言われれば、断るわけにはいかなかった。

　元々はクラス毎ごとに時間を決めて入ることになっていたため、月は最悪の場合仮け病びようで回かい避ひさせることにして、あわよくば夜中に入らせようと思っていたのだが……、そこにこの予期せぬ幸運である。昨日までに小冊子を纏まとめて来なかった元気先生のズボラさに感謝しなくてはならない。

　──でも、ホントに助かったよなあ。これで初日最難関の入浴を乗り越えられたし、あとは寝る時に気を付ければいいだけか。

　一日中気を張っていたせいか、リラックスして入れる風呂が今までに無いくらい気持ちいい。束の間の休息だった。

　気が緩ゆるんで時折かくんかくんと船を漕こいでいると、いつの間にか背後のシャワーの音が止まっているのに気付く。

　後ろでちゃぽんっと音がした。

「真しん一いち、振り向いちゃだめだから」

　恥はじらい混じりの声に眠気が吹き飛ぶ。

　──月つき、後ろにいるのか……。

　見てはいけないと言われたが、やはり気になる。

　──バスタオル巻いてるはずだし、湯船の中なら、いいよな。うん。

　ゆっくりと後ろに振り返ると、少し離れた所で、恥ずかしそうに俯うつむいている月の姿が目に飛び込んでくる。バスタオルを体に巻いたまま湯船に入った彼女は口元までお湯に浸つかり、手で体を隠かくしているようだった。

「真一……」

「い、いや、見えてないから大丈夫。ほら、逆に別の所向いてた方が気まずいだろ？」

　咎とがめるような目つきの月だが、それ以上は言ってこなかった。お湯の中だと実際ほとんど体は見えないからな。

　二人でそのまま安らぎの一ひと時ときを過ごす。お湯の温ぬくもりが体の芯まで伝わり、疲つかれが少しずつ消えていくのを感じる。

「明日もあるとか、考えるだけでしんどいな……」

「ん…………」

　月も疲れたように目を伏せている。この様子だと、風呂を上がったらすぐに寝てしまいそうだ。俺も今日はさっさと布団に潜もぐり込みたかった。

　と、彼女の表情になにか影が差したような気がした。

「どうしたよ、月？　なにか気掛かりなことでもあるのか？」

「ん……、藍あい川かわさん達のこと」

　ああ……あの三人か。俺達のこと気にしてるみたいだったからな……。

「もしかしたら月の性別疑ってるかもしれないし……、警けい戒かいしといた方がいいよな」

「ん」

　眉まゆを寄せ、ため息をつく。

　月も物もの憂うげにほうっと一つ息をついた。どことなく難しげな表情だが、その頰ほおもほんのりと紅潮している。

　こいつが男らしいところでも見せてやれば、性別について疑う人間はいなくなると思うが、とてもそれは望めない。こんなに女の子らしい女の子、ウチのクラスだと藍あい川かわくらいしか見当たらないくらいだ。

　──俺がなんとか守ってやらないとな……。

　二人で数メートルの距離を保ったまま、色々と作戦を考えながらお湯に浸つかっていると、

「…………っ？」

　ぴくりと顔を上げる。脱衣所の方で音がしたのだ。

　──まさか……、誰か来たのか？

　月つきはまだ気付いていないのか、リラックスした様子でお湯に浸かっていた。

　どうするか迷うが、月と離れたままでいるわけにはいかない。ゆっくりと彼女に近づいていく。

　俺がエロいことを考えたとでも思ったのか、月は眉まゆを寄せた。

「……っ、しんい──」

（喋しやべるな、月）

　口元に人差し指を当てると、ようやく状況に気付いたのか彼女の表情が強こわ張ばる。脱衣所にはたしかに人の気配がある。誰かが入ってくるつもりらしい。

　辺りを見回すが、隠れる場所はどこにも無い。袋ふくろ小こう路じだ。

　あるとすれば、一カ所だけ。

（月、こっちに来い）

　状況のあまりのまずさに血の気を失っている月を引っ張り、浴よく槽そうの端はしへと移動する。俺も焦あせりでどうにかなりそうだったが、ここで冷静さを失ったらおしまいだ。

（月、俺の後ろに隠れてろ。いいな？　なんとか上手うまく脱出するから）

　彼女は眉の下がった顔でこくりと頷うなずきを返してくる。

　それを確認すると同時、がららっと音がして、入り口の戸が開いた。

「む、誰か入っているのか」

　聞き慣れたクールな男の声。……浅あさ井いかよ。図書室の時といい、こいつはなんでこう俺達の邪じや魔まをするかな。

　浅井は曇くもる眼鏡めがねに眉をしかめながら、

「ん、その馬ば鹿か面づら……、小鳥遊たかなしか？　どうしてお前がこの時間に入っている？」

「……先生の手伝いしたから、特別に使わせてもらってんだよ」

　浅井は自分から聞いてきたくせに「そうか、お前もか」と興味なさげに呟つぶやき、体を流してシャワーの前に座った。タオルを取り出し、細身の体を洗い始める。

　──今のうちにどうにか逃げられるか？

　背中に隠れて息をひそめている月つきに顔を向け、目で入り口を示す。意図は伝わったらしく、頷うなずきが返ってきた。

　俺達はゆっくりと移動を始める。音を立てないように、落ち着いて──

「そうだ、小鳥遊たかなし」

　どくんっと心臓が飛び跳ね、硬直する。体中泡まみれの浅あさ井いは何気なくこちらに振り向いた。

「明日のオリエンテーリング、不本意だがぼくとお前は同じ班になっている。足を引っ張らないように気を付けろ」

「……ああ。お前こそな」

　浅井はふんっと鼻を鳴らし、体の泡をシャワーで流し始めた。……ち、さすがに時間が足りなかったか。仕方ない。あいつが髪を洗っている間に脱出しよう。

　そう思っていたのだが、泡を流し終わった浅井は立ち上がり、なぜか浴よく槽そうに向かって歩いてきた。

「お、おい！　お前髪は洗わないのかよ！」

「ん？　ああ、髪は一度湯船に浸つかってから洗うことにしている」

「ぐ……、お前、全身洗ってから入れよな。湯が汚れるだろーが」

「頭まで浸かるつもりは無いから問題あるまい。なによりお前にぼくの習慣について指図される筋合いは無い」

　俺が止めるのも聞かず、浅井はざぶんっとお湯の中に入ってくる。背中の月が体を震わせるのを感じた。

　ヤツの眼鏡めがねはそれで見えるのかよと聞きたくなるくらいに白く曇くもっている。こいつは眼鏡ナシだと一歩も動けないというほど視力が悪かったはずだし、こんな状態の眼鏡でも裸眼よりはマシなのだろう。

「ふう、なかなか良い湯だ。これで小鳥遊が入っていなければ最高だったのにな」

「俺もお前となんか入りたくねーっつの……」

　呻うめくように言いつつ、浅井の視線に月が入らないように気を付ける。この状態で見つかったら言い訳しようが無い。

　と、浅井がざぶざぶと俺達がいる窓際に向かって歩いてきた。

「な、なんでこっち来んだよお前！」

「別に構わんだろうが。ぼくも窓の外を見ながら浸かりたいんだ。ここからだとメガネが曇ってよく見えん」

　浅井はどんどん近づいてくる。まずい、このままじゃ見つかる……！

（月、お湯ん中潜もぐれ……！）

　一いつ瞬しゆん顔を後ろに向け、小声で呟つぶやく。

「む、なにか言ったか小鳥遊？」

「な、なんでもねーよ」

　ちゃぷんっと背後で音がした。月つきがお湯の中に隠れたのだろう。

「む？　今、どこかで音がしなかったか？」

「……気のせいだろ？」

　浅あさ井いは訝いぶかしげな目で俺の周りを見ていたが、何も無いと判断したのか再びこちらに歩いてくる。俺は奴やつに背を向け、お湯の中の月を引っ張ってその場所から離れようとする。

「小鳥遊たかなし、上がるのか……ん？」

　浅井が眉まゆをひそめて俺のすぐ傍そばを見る。きゅっきゅっとメガネを拭ふいているが、すぐに曇るので見えにくいらしい。

「お前、バスタオルを巻いて入っていたのか？　マナー違反だぞ」

　え、と呟つぶやいて横を見ると、白いバスタオルがふわふわと浮かんできていた。……これ、月の巻いてたバスタオルだ。……やばい、さっき摑つかんじまってたかも。

「あ、ああ。浴槽広いし、バスタオルででかい泡作ろうと思ってな。ほら、ちょっとした子供心ってやつだ」

「ふん、子供心を持つのはいいが、マナー違反はいかんだろうが……？」

　浅井の目が俺の横、水面の下へと向いた。

「……む？　お湯の中、何か沈んでるんじゃないのか？」

　ぎくりと背筋を寒くする。

「べ、別に何も沈んでねえよ。お前、メガネ曇ってるからちゃんと見えてないんだろ？」

「むう……、いや、何かいるような気がする。黒いワカメのようなものがあるような……」

　浅井がこちらへ歩いてくる。

　ちっと舌打ちする。やばいぞ。このままじゃ。

　お湯の中なのに緊張で心臓が冷えていく気がする。纏まとめていた髪もほどけてしまったのか、水中には月の長い黒髪が海草のように揺らめいている。浅井の視力がマトモだったらあっさりとバレてしまっているだろう。

　どうするかと思っていると、月が顔を水面に出そうとしているのに気付いた。息が苦しくなったのかもしれない。

（もうちょっと我が慢まんしろ、月……）

　彼女の体を上から押さえつける。

　と、ふにっと手が何かを摑んでしまった。柔らかく、それでいて張りのある感触……。

　──し、尻しりか……？　すげえ、こ、これが生の感触。すべすべしてて、吸い付くみたいだ。頭がおかしくなるくらい柔らかくて癖くせになりそうな、ずっと揉もんでたいような……。

（って馬ば鹿かか俺は……！）

　ぶんぶん首を振った。幼おさな馴な染じみの生なま尻じりに感動してる場合じゃないだろうが……！

「……もしかして、人か？　人が沈んでるんじゃないのか？」

　浅あさ井いはもうすぐ近くまで来ていた。これ以上近づかれると、メガネが曇っていてもバレてしまいそうだ。

　なんとかしなければと月つきの尻しり……存在を感じて頭を働かせる。

　そして、ぴんっと閃ひらめいた。

「とうっ!!」

　水しぶきをあげて跳ねるように立ち上がり、浅井のメガネを流水の動きで奪い取った。

「な、なにをする小鳥遊たかなし!?」

　浅井が驚きに声を上げる。視界は潰つぶれたらしく、ふらりふらりと体をよろめかせていた。

　その隙すきに月をお湯の中から静かに引き上げる。

（ぷはっ……はあ、はあ……）

　荒い息をつきながら、彼女は俺にふらりと体を預けてきた。長い黒髪がべっとりと肌に張り付いているのが艶なまめかしい。胸の先端辺り、髪の隙間から淡い桃色の色づきが見えそうで見えず……。さらにその下腹部にまで視線が向きそうになって──っと、今はそれどころじゃない！
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　ぺしっと自分の頰ほおを叩たたいて慌あわてて彼女の体から目を逸そらす。近くに浮いていたバスタオルを引っ摑つかんで月の体を隠し、ふらつく彼女をお姫様抱っこで抱え上げ、素早くお湯から上がる。

「おい小鳥遊たかなし!!　お前、やっていいことと悪いことがあるぞ!!　メガネを返してから上がれ!!」

「わ、悪いな！　すぐ返すからちょっと待っててくれ！」

　浅あさ井いにスマンスマンと言いながら脱衣所に逃げ込み、ぽいっとメガネを投げて返してやる。

　が、ぽちゃんっと音を立てて銀縁フレームは湯船に沈んだ。

「すまん浅井。お前のメガネ湯船の中に落ちたっぽい。てきとーに探してくれ。じゃーな」

「な、なんだと……!!　ちょっと待て小鳥遊──」

　無視して引き戸を閉め、さらに鍵もかけてやる。よし、これで時間が稼げるはずだ。

「ふう、これで一安心」

　大きく息をつく。戸の向こうから『覚えていろよ!!』と声が聞こえてくるが、ひとまず無視することにした。

「……真しん一いち」

　掠かすれるような声。顔を向けると、バスタオルを再び体に巻いた月つきが顔を真っ赤にして俺を見ていた。

「大丈夫だったか、月？」

　彼女は俺を凝視して唇を震わせている。目が潤うるんでいるが、苦しかったのだろうか？

「月、どうした……？」

　近づこうとすると、ひくっと彼女の喉のどから痙けい攣れんするような声が漏もれた。

　その視線は俺の下半身に向いているような──

「う、うおぅっ!?」

　慌あわてて丸見えになっていた股こ間かんを隠した。なんか、前も同じことがあったような気がするぞ……。

「つ、月、今は逃げたりすんなよ？　早く着替えなきゃいけないんだからな？」

「あぅ、分かった…………」

　真っ赤な顔の彼女に背中を向けると、着替えているのか衣きぬ擦ずれの音が聞こえてくる。そして震えるような羞しゆう恥ちの滲にじむ言葉。

「……全部見られたし、お尻しり揉もまれたし、ヘンなもの見せられた。真一、えっち。すごいえっち」

　……見た上に揉んだのは悪かったと思うけど、見せたわけじゃないからな。ここは大事なところなので勘違いしないように。あとヘンなもの言うな。
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「ふぅ……」

　自然の家の本館裏にある小さな広場、そこのベンチに座って空を眺ながめる。山の麓ふもとで空気が澄んでいるせいか、いつもより星の輝きが強いように見えた。北ほく斗と七星、しし座……あとはわかんないな。

　五月の夜気はまだひんやりとしており、風を感じる度たびに火ほ照てった体が冷めていく。俺達の座るベンチは背後に立つ小さな電灯で照らされており、本くらいでも普通に読める程度の明かりがあった。小ぢんまりした広場の三方は木々に囲まれている。

「月つき、書けてるか？」

　隣に座る幼おさな馴な染じみに声をかける。彼女は上下ジャージ姿で、髪は乾かしたあとすぐにまた後ろで一つに束ねていた。どうもさっきのお風呂場の一件を官能小説のネタノートに書き留めておこうと考えているらしく、ここに来てからずっとカリカリと紙面にシャーペンを走らせている。

「ん……」

　集中しているのか、俺の声はあまり聞こえていない様子だ。さっきまでは風呂場の一件があったせいで気まずい空気が漂ただよっていたのだが、思い立ったようにノートに書き込み始めてからは、そちらに意識を全て集中しているようだった。

　……ま、はかどってるならいいか。

　そう考えてぼんやりと宙を眺める。

　本当ならもう宿舎の部屋に戻っているべき時間帯なのだが、さすがにみんなのいる部屋で月に官能小説のノートを書かせるわけにはいかない。教師に外に出ている所を見つかれば叱しかられると思うが、まあ、三十分くらいで見つからずに戻れれば別に問題無いだろうと思い、ここまで二人で出てきたのだ。

　ふあ、と欠伸あくびが出た。風呂場でも余計に疲れたせいか、体が休息を求めているらしい。

　と、背後でさくさくと土を踏む音がした。

　振り返ると、こちらに一人、上は半はん袖そで体操服、下はジャージ姿の女子が歩いてくるのが見える。

「藍あい川かわか……」

　表情を引き締める。月明かりの下に見える彼女の顔は少しいつもとは違うように見えた。落ち着いた微笑は影を潜ひそめている。

「月、ノート閉じろ」

　言いつつ肩を叩たたくと、彼女はようやく現実に戻ってきたようでぱっと顔を上げ、ノートを閉じた。目で背後を示すと、藍川の姿を見つけたらしく、俺と同じように表情を強こわ張ばらせる。

　藍川はこちらまでやってきて、俺達の前に立った。

「お二人とも、こんな時間に外に出てはいけませんわよ」

「……藍川も同じじゃん。先生に怒られちまうぞ？」

　彼女は「そうですわね」と大して気にしていない様子で呟つぶやき、俺に目を向けてくる。

「……あの、まずは謝らせてください。調理場では指をその、咥くわえたりしてしまって、申し訳ありませんでした」

　ぺこりと頭を下げられる。

「あ、いや、そんな、藍あい川かわは俺の傷のためにしてくれたんだから。むしろ俺が感謝しなくちゃいけないところだろ。……あの時はありがとな、藍川」

　そう言うと、藍川は顔を上げ、俺の指をちらりと見てぽわっと頰ほおを染めた。

　……うぅ、慣れない。こういう顔をされるとどうしても俺まで恥はずかしくなってくる。

　二人で黙だまったまま向かい合っていると、

「真しん一いち、見つめすぎ」

　気まずい空気を破る月つきの平へい坦たんな声に、慌あわてて藍川から視線を逸そらす。

　彼女も俺から目を逸らしたようだったが、ふと気がついたように月を見た。

「氷ひ坂さかさんの髪、お綺き麗れいですわね……。羨うらやましいくらいですわ」

　ほうっとその唇から感嘆するような吐息が漏もれた。……まあ、たしかに月の髪は綺麗だ。黒髪は風呂上がりのせいかしっとりと湿っており、普段より質感があって、電灯の光を浴びて艶つややかに光って見えた。これは同性から見れば羨ましく映るかもしれない。

　……でも、と藍川の髪を見る。

　彼女の髪も綺麗だと思う。品のあるロングヘアで、こちらも電灯と月夜の明かりにぼんやりと輝いているように見える。月にも負けていないんじゃないだろうか。

　お前の髪も綺麗じゃん、とでも言ってやるべきかと口を開こうとすると、藍川の目に不穏なものを感じた。

「……男性の髪といえば、もっと筋張っているというか、力強いものだと思っていましたわ」

　す、と息を飲む。今の発言。もしかして、藍川のやつ、月の性別について……？

　彼女はこほん、と咳せき払ばらいをし、隙すきのない顔になる。

「あの、調理場でのことなのですけれど、友人に『少しおかしい』と言われまして……」

　びくっと肩を震わせる。

　──友人ってのは宮みや田たと石いし島じまのことだろう。うぅ、やっぱり宮田と石島から見れば、なにか引っかかる所があったのか。でも、疑われるようなことしたとは思えないんだけどなあ……。

　月は緊張した様子で口を引き結んでいる。変なこと言うんじゃないぞ……。

　藍川はどこか圧力を感じさせる目でじっと月を見ながら、

「氷坂さんはあの時、私が小鳥遊たかなしさんを連れて行くことに嫉しつ妬としているように見えた、と友人は言うのです。氷坂さんが男性でしたら、そんなことは無いはずなのですけれど」

　思わぬ言葉に目をしばたたかせる。……月が嫉妬？　なんでだ？

　──ちょっとよく分かんない所があるけど、藍川はやっぱり月の性別についても疑い始めたみたいだな……。とにかく、ここは誤ご魔ま化かしておかないと。

「藍あい川かわ、なに言ってんだ？　実際、俺は昔っから愛用してる絆ばん創そう膏こうがあってさ。それじゃないと傷が治らない気がするんだよ。月つきはそれ知ってたから、俺が医務室行くのを止めたってだけなんだ」

　藍川は言葉を詰まらせながらも、俺の指を見て、

「で、でも、その絆創膏。普通にどこにでも売っているもののように見えますわ」

「そう見えて少し違うんだな。どこにでも売ってるもんと違って、値段も結構高いんだぜ？」

　適当にでっちあげてみる。藍川はまだ何か言おうとしていたようだったが、やがて肩の力を抜き、息をついた。

「……そうだったのですか。ごめんなさい、変なことを聞いてしまったようですわ」

　俺は作り笑いを浮かべる。……どうも、藍川の様子を見た感じ、まだ疑いを解いたわけじゃなさそうだ。油断できないな。

「ま、こいつの性別疑いたくなるのも仕方ないさ。月、昔っから女の子みたいだって言われること多かったし。中学時代なんか、他校の男子からラブレターもらったこともあるんだぞ？　そいつ、女の子って思ってたらしくてさ」

　さらなる作り話。藍川は俺の内心を窺うかがうように目を細め、

「そんなことがあったのですか？　でも、その男性の気持ちも分かりますわ。本当にお綺き麗れいなんですもの、氷ひ坂さかさん」

「ああ、綺麗は綺麗なんだけどな……。悪い藍川。月、自分が女の子っぽい見た目してるの気にしてるからさ。そういうことは、言わないでほしいんだ」

　そう言うと、彼女は落ち込んだように俯うつむいた。

「ご、ごめんなさい、氷坂さん。私、あなたの気持ちを考えずに……」

「……ん、いい。でも、あまり女みたいだとか言わないでくれると嬉うれしい」

　月の言葉に、藍川は素直に頷うなずいてくれた。……よし、これでひとまず安心かな。

　そう思い、話を変えることにする。

「えっと、そういや藍川。明日のオリエンテーリング、俺達と一緒の班なんだよな」

「え？　ええ。そういうことになっていますわ」

「良かったのか？　男子三人と女子一人になっちゃうけど……」

「ええ。浅あさ井いさんも小鳥遊たかなしさんも氷坂さんも、異性ですけれど話しやすいですし。気にしていませんから」

「そっか」と返すと、藍川はにこりと笑顔を返してくる──が、その後で少しだけ俯き、ぽつりと独り言のように呟つぶやいた。

「……女の子二人だと思うのですけれども」

　ぴくっと耳を動かす。月には聞こえなかったようだが、俺には聞こえた。……やっぱまだ内心は月つきが女だって思ってるのか。

　なんとかしないと……と思っていると、じゃりっと遠くの方で足音が微かすかに聞こえた。顔を音の方に向けると、ちらりとライトの光が視界に入る。

「……誰か来たみたいだな。先生かもしれない」

　藍あい川かわの表情が強こわ張ばる。耳を澄ませると、今度ははっきりと音が聞こえてきた。

「俺達はまだ良いにしても、藍川は見つかるとマズそうだな」

「……ええ、相手によってはまずいかもしれませんわ」

　彼女は眉まゆを下げて不安げな顔をしている。生徒会書記だからな。模も範はんとなるべき生徒会役員が、ルールを破っていたと知られると、いくらか問題になるかもしれない。

「向こうに隠れるぞ。行こう」

　月の手を引き、藍川を目で促うながしてしゃがんだまま歩き出す。

　ベンチから離れ、足音の方に目を凝こらすと、動く白い光が見えた。生徒が懐かい中ちゆう電灯を持ってうろついているとは考えにくいし、やはり見回りの先生か何かだろう。

「二人とも、こっち」

　足音を忍ばせ、ベンチから少し離れた所にある雑ぞう木き林ばやしの中へ隠れる。ここいらはもうベンチ後ろの電灯の明かりは届かない。月の光も木の葉に遮られ、辺りは真っ暗くら闇やみで、すぐ傍そばにいる月の顔がどうにか判別出来るくらいだった。

「……っと、月、お前はあの木の後ろ辺りに隠れてろ」

　まずはこいつの安全確保だ。月と藍川は離れさせないと、もし体が密着でもしたら性別がバレちまうからな……。

　手頃な大きさの木を指さして彼女を先行させ、藍川を連れて別の木へと向かう。

　しかし──

「…………っ!?」

　隠れる前に、ライトが俺達の立つ場所を照らし出した。

　──やばっ、早く隠れないと……!!

（きゃぅっ……!?）

　俺は咄とつ嗟さに藍川を押し倒し、地面に伏せた。草が茂しげみになっているので、向こうからは簡単には見えないはずだ。

　茂みの間から相手の様子を窺うかがう。懐中電灯の光は俺達から逸それたが、足音は段々こちらに近づいてくる。

（藍川、静かにしてろ……）

　眉を険しくしていると、下にいる藍川がもぞっと体を動かした。

（ん、あっ……）

　変に艶つやがかった彼女の声。首を傾かしげると共に、その声にむずっと首筋を撫なでられるような感覚を覚える。

（藍あい川かわ、そんな心配しなくていいぞ？　たぶん見つかってないと思うし……）

（い、いえ、そうではなくて、手が……）

　手？　手がどうしたってんだ──っと、そういえばさっきから右手が何か柔らかいものに触れてるけど……？

　段々と暗さに目が慣れてきて、眼前の光景が見えるようになり──

（う、うわ……!?）

　思わず小さな声が漏もれた。

　押し倒された格好になっている藍川は、涙目で俺を見上げている。なぜそんな表情をしているかといえば、俺の右手の位置が原因だと思う。

　俺の右手は、薄い体操服越しに、彼女の豊満な胸を鷲わしづかみにしているのだ。

　──ど、道理でふにふにしてると思った。月つきには悪いけど、こっちの方が遙はるかに柔らかくて質感が凄すごい……。
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（小鳥遊たかなしさん……）

　泣きそうな彼女の声にはっと我に返り、熱いものに触れた時のように素早く胸から手をのける。

　それと同時、突き刺さるような視線を感じ、ぞくりと肌が粟あわ立だった。

　ゆっくりと顔を上げるが、さすがに暗すぎて木々の闇やみの中にある月つきの姿までは見えない。向こうからこちらも見えないと思うのだが、なぜか彼女が俺をじっとりと睨にらんでいるのが容易に想像出来た。

　ため息をついて藍あい川かわに視線を戻す。

（ごめんな、藍川……）

（い、いえ。わざとではないとは分かっていますから……）

　そのまま今日何度目かの気まずい空気に包まれる。息を潜ひそめていると、藍川が目を逸そらした。髪が揺ゆれ、風呂上がりらしい彼女の香りがふわりと漂ただよってきて、心臓がとくんっと大きく音を立てた。月とは匂においの種類が少し違う気がする。あいつが和風の庭園に咲く桜の香りだとすると、こちらは貴族の部屋に飾られた白百合のような香り……いや、親しみがあるか無いかの違いかもしれないけど、そんなイメージを受けるのだ。

　そんなことをぼんやりと考えていると、懐かい中ちゆう電灯の光が再び俺達のいる茂みを照らし出し、息が止まりそうになった。

　見つからないようにとさらに体を低くする。藍川の息が感じられそうなくらいに顔が近づいた。

（あぅ……）

　彼女の掠かすれるような声が鼓こ膜まくを刺激して、動揺に心臓が不規則に音を立てる。

「……誰もいないか」

　どこかで聞いた覚えのある男性の声。やはり見回りの教師だったのだろう。

　声の主は踵きびすを返し、自然の家へと戻っていく。

　茂みの隙すき間まから覗のぞいていたが、やがて視界から教師の姿が消え、足音も聞こえなくなった。

「助かったか……」

　体を起こし、藍川から離れる。

「…………はあ」

　顔を赤くした藍川も上体を起こし、胸に手を当てていた。

　月に手招きし、三人でベンチの近く、明かりが届く辺りまで戻る。藍川は緊張していたのか呼吸が荒く、頰ほおもほんのりと赤くなっていた。

「すまん、藍川……。お前にヘンなことしちまった」

　改めてぺこりと頭を下げると、彼女はぶんぶんと首を振り、

「そ、そんな、お気になさらないでください。小鳥遊たかなしさんが助けてくれなかったら、私、見つかっていたかもしれないのですし……」

　そう言って顔を俯うつむかせた。時折ちらりとこちらに向く視線は恥はずかしげで、目が合う度たびにその頰がさらに赤みを増す。

　俺も気恥ずかしくなり、頰をぽりぽりと搔かいて視線を宙にさまよわせた。

　と、じゃり、と横で音がする。

「僕、先に帰るから」

　月つきの怖いくらいに抑よく揚ようの無い声。彼女は小さな足音を立てながら、さっさと男子用宿舎の方へと歩いていってしまう。

「お、おい待てよ月っ、ちゃんと目立たないトコ歩け──っと、藍あい川かわ、じゃ、また明日な。お前も早く戻った方がいいぞ」

「あっ、小鳥遊たかなしさ──」

　藍川に言い残し、月を追いかける。……彼女といると気まずいし、月の性別についての話題に戻ったら面倒だしな。今日はさっさと退却することにしよう。

「月、待てってばっ」

　前を行く小さな背中に声をかけるが、彼女は止まってくれない。電灯で照らされる歩行路から少し離れた暗い所を、早足でどんどん歩いていってしまう。

　──これ、怒ってるよ……。やっぱさっき、月からは俺達の姿が見えてたんだ。たぶん、俺が藍川にエロいことしたから機嫌悪くしてるんだろうな……。

　追いついて隣を歩きながら、彼女の顔を覗のぞき込む。暗がりの中にぼんやりと見えるのは、能面のような無機質さのある無表情だ。

「えーっとな、月、さっきのことは不可抗力なんだよ。わざとやったわけじゃないんだ」

「そう」

　二文字とりあえず口の外に出しました、といった感じの感情のまったく籠こもらない声。

「……月、悪かったよ。エロいことしようと思ってしたわけじゃないんだって」

　と、月がぴたりと足を止め、俺を見上げてくる。唇がほんの僅わずかに尖とがっているように見えるのは気のせいだろうか。

「……藍川さんの胸、気持ちよかった？　大きかったでしょ？」

　詰きつ問もんするような声。

「え？　あ、いや、別に気持ちよくは……。まあ、でかかったことはでかかったけど……」

　掌てのひらにさっきの感触が蘇よみがえる。至福の手触りというのはああいうもののことを言うのだと思う。月の尻しりも凄すごかったけど、藍川の胸もハンパでない触り心地で──

「…………真しん一いち、えっちすぎ」

　ぐさりと胸を突き刺す一言。月の顔を見ると、いつの間にかブリザードのように冷たい表情になっていた。今日一日の中で一番怒っているに違いない。その視線だけで体温を全て奪われそうだ。

「い、いやな、別に感触を思い出してたとかそういうことは無くて──ん？」

　ふと気付いた。月の姿になにか違和感がある。来る時にはあったものが無いような……。

「……お前、ノートは？」

　彼女は首を傾かしげ、自分の手を見て、

「…………っ」

　その顔が凍こおりついたように硬くなった。

「ノート、さっきの場所に忘れてきたんだな……？」

　こくこくと頷うなずきが返ってくる。俺達は踵きびすを返し、今来た道を全力で引き返した。

　さっき座っていたベンチまで戻ってくる。藍あい川かわはもういなかった。女子用の宿舎へと戻ったのだろう。

　あの時の状況から見て、忘れたとしたらここのはずなのだが──

「……月つき、たしかここに置いてたよな？」

　ベンチの上にはノートの姿は見当たらなかった。

「……ん、隠れる時には、もう持ってなかったし。ここのはず」

　二人でベンチの周りも調べて回るが、やはりどこにも無い。

「どうしよう……」

　へにょっと眉まゆを落とし、月が泣きそうな顔になる。こいつの表情が普通の人と同じくらいにはっきりと動く時は、感情が激しく動いている証拠だ。

　慰なぐさめるように彼女の頭に手を置き、さっきのことを思い出す。

　あの時ここにいたのは俺、月、藍川の三人。そしてこのベンチの傍そばを通ったはずの教師。

　ノートを取ったとすれば、藍川か教師のどちらか、か……。

「……藍川だったら大丈夫だと思うけど、もし教師が拾ってたら、官能小説のことが周りにバレるかもしれないな」

「……ん」

　月は肩を落とし、目に涙を滲にじませる。こいつからすれば、俺以外の人間に官能小説を書いているのがバレるのは酷ひどい苦痛なんだろう。俺にバレた時でさえあんなに取り乱したくらいなんだから。

「月、大丈夫だ。周りに何言われても、俺がついてるから。な？」

　目め許もとに浮かぶ涙を親指でぐいっと拭ぬぐってやり、ベンチに目を向ける。

　官能小説のことだけじゃない。藍川の月への疑念。見回りの教師が来たお陰かげでうやむやになったが、性別についての一件もまったく解決していないのだ。

　二人で並んで部屋へ戻りながらため息をつく。

　……問題だらけだな。頭が痛くなりそうだ。

「……ん？」

　なぜか月が腕に手を回してくる。寒くなったのかと思ったのだが、それにしても力が強すぎる。コアラのように体ごと抱きついているようで、歩きにくかった。

「月、ちょっと離れて歩けってば」

「いや」

　色の無い表情なのだが、どこか頑かたくなになっているように見える。

　首を傾かしげながらも、しがみつく彼女を引きずるようにして部屋へと戻っていった。




　　　　＊




「さァ、みなさんお待ちかね、こ～い～バ～ナ～の時間でェす」

　井い岡おかがオカマ臭くさい声で宣言し、クスクスとくぐもった笑いが布団から漏もれてくる。

　既すでに消灯時間である夜の十時は過ぎており、部屋は真っ暗だった。

　同じ部屋の六人は、畳の上に敷かれた布団に入っている。布団は三つずつ二列に並んでおり、月つきは窓際の布団、俺はその隣の布団に入っていた。

　俺達は掛け布団同士を重ね合わせて、下で他の連中には見えないように手を握っている。どうも、外から戻ってきた時辺りから、月がいつも以上に俺にくっついてきていた。

　さて、消灯時間が過ぎればみんな大人しく眠りにつく──はずだったのだが。

「おまえら、赤せき裸ら々らに話せよ？　恥はずかしがって話さない奴やつは、明日の朝女子の部屋に問答無用で投げ込んでやっからな」

　井岡は心から楽しそうだった。まあ、こういう話は定番といえば定番だからな。

　……でも、話には混ざりたい気はするけど、こっちに好きな子の話とか振られたら困りそうだ。俺、好きな子って特にいないし……。月のことはもちろん好きだけど、この『好き』は意味が違うと思うしな。

　消灯まではひたすらカード麻雀マージヤンやらＵＮＯウノやらやっていたので、この部屋の連中はこういう話題が嫌いなのかなと思っていたのだが、なんということはない。寝る前のメインイベントとして取っておいただけらしい。乙女な奴等らめ。

「さて、それじゃあ俺が先陣切るぜ」

　この高めの声はクラスメイトの色白とっつぁん坊や、柴しば田ただ。

「俺は藍あい川かわと結婚したい。以上」

　ブハッと噴き出す男子達。シンプル過ぎるぞ柴田……。

「柴田、お前は今日から俺の敵だ。明日から夜道に気を付けろよ」

　井岡の発言にまたも押し殺した笑い声。俺もくくっと笑ってしまう。

「まあでも、粒ぞろいのＣ組の中でも藍川は頭一つ抜け出てるよな。俺も正直言って好きだし」

「だなあ。何食ったらあんなに綺き麗れいになんだろ。ちなみに俺も好きだ、性格も良いしな」

　俺も、あ、俺も、と同意の声が次々に上がる。へえ、大人気だな、藍川のやつ。

「さて、そうなると問題になってくるのは、調理場での小鳥遊たかなしの不ふ埒らちな行いだな」

　井い岡おかがドスの利きいた声で言うと、他からも「そうだ」「小鳥遊たかなしめ……」と怨おん念ねんの籠こもった声が上がり始める。

「ちょ、ちょっと待てよ。俺の不ふ埒らちな行いってなんなんだ？」

「とぼけんなよな。お前、指の怪け我が藍あい川かわに舐なめてもらってたじゃんか。抜け駆けしやがってよう……」

　ああ……あのことか。

「あれはただ単に藍川が血ぃ止めようと思ってやってくれたことだろ。俺が頼んだわけじゃないし」

「んなこと言ってよ。お前嬉うれしかったんじゃないのか？」

　ぴくっと握っている月つきの手が震えた。

「なんで嬉しがるんだよ……。むしろ申し訳ないとは思うけどな」

　井岡が「ふーん……」と呟つぶやき、

「別に藍川のこと意識してるとかは無いのか？」

「んー……、藍川か。まあ、綺き麗れいだよな」

「……そんだけ？」

　拍子抜けしたような井岡の声。

「ああ。っと、言っとくけど、別に好きとかは無いからな。良い奴だとは思うけどさ」

「へえ……、ま、小鳥遊ならそんなもんか。お前、女子にあんま興味無さそうだもんな」

「そうか？　んなこたぁ無いんだけど……」

　実際、最近は家族のように育った幼おさな馴な染じみに女を感じて困っている所だ。

　と、きゅっと手が握られた。月に目を向けると、暗がりの中にぼんやりと黒い瞳が見える。少し優しい握り方だったような気がした。

「あ、そうだ。氷ひ坂さか、お前、まさか藍川のこと好きじゃないよな？」

　再び月の手が震える。大丈夫だ、という気持ちを込めて手を握ってやると、応えるように握り返してくる。

「……いい人だとは思うけど、好きとか嫌いとかは感じない」

　小さな声。そりゃ、感じたらマズいわな。女同士だし。

「おー……良かった。氷坂まで藍川狙ねらってるとか言ったら、俺達に勝ち目無い所だったぜ」

　男子達の安あん堵どの声が上がる。

「じゃ、藍川に関しては抜け駆け禁止な。そんじゃ別の女子を──」

「そ、その前に小鳥遊、藍川の口ん中、ど、ど、どういう感じだったか、細かく説明してくれないか……？」

　柴しば田たの興奮した口調にみんなが噴き出す。ちょっとキモいぞとっつぁん坊や。

　みんながわいわいとダベっている間、俺と月はしっかりと手を繫つないで、時間が過ぎ去るのを待っていた。




　──そして二時間後。




　十二時が過ぎ、部屋には静せい寂じやくが満ちている。はしゃいでいた男子連中もみんな眠りに落ちたようだった。

　そんな中、月つきは横の布団に眠っている──わけもなく、彼女の目はしっかりと開けられ、じっと俺の姿を捉とらえていた。隣接した布団の中では手をしっかりと握っている。ずっと重ね合わせていたせいか、手はしっとりと濡ぬれている。彼女の怯おびえがはっきりと伝わってきた。

　ぎゅっと手を握りかえしてやっても、彼女の目ま蓋ぶたは下りる気配が無い。

　ウチのクラスには特に素行の悪い男子はいないし、同室の連中も良い奴ばかりだ。とはいえ、そんなのは月には慰なぐさめ程度にしかならないだろう。

　男子五人の中に女子一人なんて状態で眠れるわけが無い。むさくるしい野獣の群れの中で、毛並みの良い子猫が一匹丸くなっているようなものだ。

　ただでさえ男に慣れていない月だし、こんな状況、拷ごう問もんみたいなものじゃないか。

（……………………月）

　傍そばに抱き寄せてやりたい気持ちに駆られたが、さすがにそれは出来ない。二人で一緒の布団に入っている所を見られたら、いくらウチの男子連中でも疑い始めると思う。仲の良い従兄弟いとこ同士で通しているとはいえ、そこまでいくと不自然に見られてしまうだろう。

　薄暗がりの中でも彼女の黒瞳はよく見える。怯える小動物のような心こころ許もとない瞳。

　なんとかできないか……。考えてみるが、思いつかない。

　やはり一緒の布団で寝てやろうか、と思っていると、月が静かな音を立てて体を起こした。

（月、どうした？）

　俺も体を起こし、彼女の顔に耳を寄せる。

　と、躊躇ためらいがちな声が紡つむがれた。

（……お手洗い、いきたい）

　お手洗い……トイレか。

（わかった。行こう）

　立ち上がり、月の小さな手を引いて部屋を出る。

　廊下には非常灯の薄明かりがついている。部屋を出てからは、月はがっしりと俺にしがみついていた。

　宿舎は趣おもむきのある木造で、廊下も板張りなのだが、建物自体は比較的新しいせいもあり、ギシギシ音が鳴ったりはしない。しかし辺りが静かすぎるので、俺達は自然と足音を忍ばせて歩いていた。

　廊下の突き当たりにトイレのマーク。時間が時間だし、女性用に入ってもいい気がしたが、いざという時のために男性用に二人で入る。

　電気をつけると、蛍光灯の光が目を刺した。何度かまばたきすると、視界がクリアになってくる。

　何の変哲も無いトイレだ。並ぶ小便器と個室、それに手洗い場には大きな鏡。

「よし月つき、待ってるからさっさと──月？」

　彼女は俺の腕に顔を押し付けている。

「どうしたんだよ……って、あ、そうか、怖いのか」

「……こわくない」

　絞りかすのような声だった。

「ま、山の中の施し設せつで真夜中のトイレだからな。怖いのも当然か」

　中学の頃にテレビで見た怪談番組か何かで、山中のホテルの話があった気がする。いわゆる『トイレの花子さん』の変形型だったと思うが、結構怖かったと記憶している。月も恐がりながら一緒に見ていたから、アレを覚えているのかもしれない。

　彼女は片眼だけでトイレ内に目を向け、

「……何もいない？」

「いるわけないだろ。幽霊なんか存在しません。いたとしても俺がやっつけてやるから。ほら、早く入った入った」

　怯おびえる彼女をトイレに押し込み、俺はドアに背を預けて終わるのを待つ。

　衣きぬ擦ずれの音のあと、すぐに水の流れる音がトイレに響ひびいた。こちらに別の音を聞かれないためだろう。

　やがて音が消え、再び衣擦れ。

　そろそろ出てくるか、と思ったのだが、

「……月？　もう終わったんじゃないのか？」

　なかなか彼女は出てこなかった。どうしたのかと眉まゆをひそめる。

「またなんかの虫とかいたのか？　だったら俺がなんとかしてやるから、ここ開けてくれ」

　コンコンっとドアを叩たたく。が、返答は無い。

　代わりに、喉のどから漏もれるような小さな声が聞こえてきた。

「……っ……う……っ……すん……っ」

　驚きにドクンと心臓が鳴った。押し殺していたが、それはたしかに泣き声だった。

「おい月、なにかあったのか!?」

　ドアを開けようとするが、ガタガタ音を立てるだけで動かない。耳に彼女の泣き声が聞こえてくるだけで、胸が針で突き刺されたように痛くなる。また前のようにドアの上から中に入ろうかとも思ったが、一つ呼吸をして気を静めた。……落ち着け、ここには俺と月しかいない。何も起こっていないはずだ。

「なあ月つき、なんで泣いてるんだ？」

「……っ……く……っ」

　聞こえてくるのは小さくしゃくりあげる音だけだ。

　仕方ない。少し卑ひ怯きようかもしれないけど……、

「月、俺のこと信頼してくれてるなら、開けてくれ。俺とは泣き顔見せるほど親しい間あいだ柄がらじゃないって思うんなら、開けなくていい」

　少しの間。

　そして、がちゃりと音がして、鍵のプレートが赤から青へと変わる。

　ドアを開いて中に入ると、小柄な幼おさな馴な染じみが、洋式トイレの上に体育座りをして小さな肩を震わせていた。

「……なんで泣いてんだよ、お前は」

　ほっとして、彼女の頭に手を乗せ、優しく撫なでてやる。

「うっ……うー……」

　撫でられたことが引き金になったようで、さらに嗚お咽えつの声が大きくなった。

　泣きやむまでしばらく撫で続けることにする。月の髪は触り心地が良いから、触れていて飽きることは無い。

　しかし──

「泣かないでくれよ、月……」

　自分が不ふ甲が斐いない。中学の時は、こいつの泣き顔なんてほとんど見ることは無かったのに。月が泣くのは俺が腕の骨折るとか、包丁で指切るとかの大おお怪け我がした時くらい。学校で多少の嫌いやなことがあっても、こんな風に本気で泣くことはまず無かったのだ。
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「……月」

　どうして泣いているのか、理由を考えてみる。

　すぐに幾つか思い当たった。藍あい川かわ達三人のこと、それにノートのこと。あとは、これから男子の部屋に戻らなきゃならないから、それが辛つらいってことかな。

　……一日中気を張ってて、しかも問題は山積み状態なんだ。そりゃ泣きたくもなるってもんだろう。

　彼女の頭を撫でながら、あやすように言ってやる。

「月、藍川達のこともノートのことも、そんな心配することないぞ。どっちも俺がなんとかしてやるから……」

　泣きやんでくれるのを期待したのだが、彼女は目の涙をぐしぐしと拭ぬぐいつつ、

「……でもっ……真しん一いち……っ、藍川さんと……仲良いし……っ」

　なぜかそんなことを言う。

　首を傾かしげた。藍あい川かわと仲良いしって……、なんでそんなの気にするんだ？

「月つき、俺が藍川と仲良いの、イヤなのか？」

　彼女は首を振る。

「……そうじゃ、ないけど……っ……私……真しん一いちしか……いないから……っ」

　引きつるように喋しやべる月。

　……まあたしかに、こいつがこの学校で仲良く出来るのは俺だけかもしれない。他の奴と付き合うと困ったことになるし。

　と、そこでようやく気付いた。月が泣いている一番の理由……。

「月、言っとくけど、俺は頼まれたってお前から離れたりしないからな？　お前より藍川と仲良くなったりとかは絶対無いから、その辺りは心配すんなよ？」

　たぶん、俺がいなくなったらと思って不安になっているのだ。藍川と俺の仲を気にしてるのも、その辺りが原因なんだと思う。

　俺の言葉が伝わったのか伝わらなかったのか、月は嗚お咽えつを飲み込むようにして、何度も目を手で拭ぬぐい、無理矢理という感じで顔を平静に戻す。しかしその目は赤く、頰ほおには涙の跡あとがついていて痛々しい。

「…………ちょっと気が緩ゆるんだのかも。真一、もう大丈夫だから、戻ろ？」

　その頼りなく震える声を聞いていると、とても大丈夫とは思えない。

　彼女は腰を上げようとするが、俺はその肩を押さえて立たせなかった。

「……真しん一いち？」

「ん……、ちょっと待ってろ」

　……これから部屋に戻って、月つきは眠れるか？　さっきの怯おびえた様子を思い出す。寝ているとはいえ狼おおかみ達の檻おりの中に放り込まれて、健すこやかに眠りにつける奴やつがいるだろうか？

　こいつがぐっすり眠るために、俺がするべきことは……、

「月」

「ん？」

「今日は、やっぱお前、俺と同じ布団で寝ろ」

　彼女の目が微かすかに見開かれる。

「お前、今のままじゃ寝られないだろ？　俺にしがみついてていいからさ。睡眠取らないと、明日山登りなんて出来なくなっちまうし」

「……でも、他の男の子に見つかっちゃう」

「大丈夫だよ。他の連中より早く起きれば良いだけだ。もし見つかっても、俺がなんとかしてやるから。俺のこと信じろって、な？」

　月はまだ気が進まなそうな顔をしていたが、

「……俺のこと、信じられないか？」

　そう言うと、ふるふると首を振った。

「だったらいいだろ？　さ、行こう」

　小さな手を引いて部屋に戻り、布団に入る。他の奴等らがトイレに起きた時に備えて、俺の布団には鞄かばんを詰め込んで盛り上がりを作っておいた。

　月は自分の布団に潜もぐり込み、俺もその隣に横になる。彼女は少し不安げな顔をしたが、

（もう気は張らないでいいんだぞ。俺がついてるからな）

　そう言うと、大人しくそのまま体の力を抜いたようだった。……どうにか、安心してくれたみたいだな。

　片方の腕を彼女の頭頂部辺りに置くと、ぽすっとその上に頭が乗る。腕うで枕まくらだ。

（おやすみ、月）

（ん、おやすみ）

　月はきゅっと俺の服を摑つかみ、やがて、すうすうと寝息が聞こえてくる。やっぱり疲れていたのだろう。あっさりと眠りに落ちてしまった。

　ほっと一息。

　……夜くらい、休ませてやんなきゃな。月は普通の女の子だ。異常な状況にずっと耐えられるほど、タフじゃない。

　彼女の体温を感じながら、俺は目をしっかりと開けている。

　他の連中が起きる前、五時半頃になったら月つきを起こさなければならない。それに夜中トイレに起きる連中がいたら、俺達が同じ布団にいることを気付かれないように誤ご魔ま化かさないといけないし、眠るわけにはいかない。

　俺はずっと起きてないとな。
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「あ～～～～～～～～……」

　宿舎の外の手洗い場にて、勢い良く蛇じや口ぐちから噴き出す水を頭から被かぶると、脳にこびりついていた眠気が溶け落ちるようにして消えていく。

　顔を上げ、濡ぬれた髪を搔かき上げる。目に朝の新鮮な陽光が飛び込んできて、脳の細胞を片っ端から目覚めさせていった。

「ん、真しん一いち、タオル」

　横で同じく顔を洗っていた月がタオルを差し出してきた。その表情は昨夜に比べて随ずい分ぶんとすっきりしている。今日は朝まで俺の胸にくっついてぐっすりだったし、十分に睡眠は取れたみたいだ。

　タオルを受け取り、頭と顔を拭ふく。まだ体の芯に睡魔が潜ひそんでいるような気がするが、メシでも食えば逃げていくだろう。

　がしがしと髪を拭いていると、月が申し訳なさげに眉まゆを下げ、顔を見上げてくる。

「……真一、ごめんなさい」

「ん、なにが？」

「……眠って無いでしょ？　目の下、隈くまが出来てる」

　目の下を押さえてみるが、自分では分からない。目が充血しているのはなんとなく分かるが。

「私のせいで……、ごめんなさい」

　落ち込んだような声。気にしなくていいってのに。

「お前のせいって言うか、お前のためってのが正しいな。月だって前にテスト勉強してた時、俺のために夜食作ろうとして倒れただろ？」

　彼女ははっとしたように顔を上げた。

「それと同じだよ。だから気にすんなって」

　濡れたタオルを彼女の頭にぽふっと被せ、大きく伸びをする。一徹イツテツくらい大したことは無い。山登りの専門家からすれば、登山前日に一睡もしないなんて言語道断だと怒られそうだが。

「ま、夜はなんもなくて良かったな……」

　昨日の夜は俺の隣の布団で寝ていた飯いい田だが一度トイレに起きたが、それ以外には何もなかった。いざとなったら上手うまく誤魔化そうと思っていたが、幸い飯田も寝ぼけていたようで、俺が月つきの布団にいることには気付かなかったらしい。今は六時だが、さっき部屋を出るまでは、同室で起きている奴やつは誰もいなかった。

「真しん一いち……」

　ふあ、と欠伸あくびをすると、首にタオルをかけた月が俺の裾すそを引く。目め尻じりが下がり、いつもより穏やかな表情に見える。

「ありがと、真一」

「おう、どういたしまして」

　ぽんっと頭に手を置くと、彼女は気持ちよさそうに目を細めた。

「さて……」

　空を見上げて目を眇すがめる。今日も快晴で熱帯魚が泳げそうなほど澄んだ青が広がっている。山登りにはもってこいの陽気だ。

　しかし胸は澄み渡ってはくれない。

「問題は官能小説のノート、と……藍あい川かわだな」

　月も表情を引き締める。しかしすぐにすとんっと眉まゆ尻じりが落ちた。

「……大丈夫かな」

　不安なのか、声が重い。

「大丈夫だって。俺がついてるから」

　元気づけるように気軽に言うが、本音は俺も不安だ。昨日の藍川の様子だと、月が男だって納得させるにはなかなか苦労しそうだしな……。

　俯うつむきがちになっていると、後ろから足音が聞こえた。

「お二人とも、おはようございます」

　彼女には悪いが、昨日からこの涼すずやかな声を聞く度たびに肌が粟あわ立だつようになっている。

「おはよ、藍川」

「おはよう、藍川さん」

　振り返って出来るだけいつも通りに挨あい拶さつを返すと、寝起きらしい藍川はぎこちなく微笑ほほえんだ。その不自然な笑顔は月のことを怪しんでいるからなのかもしれないと、警けい戒かい心しんが首をもたげる。

「ん……？」

　ふと、彼女が何かを持っていることに気付いた。

「藍川、何持ってんだ？」

「え？　ええ、これは……」

　彼女はノートを俺達の前に差し出す。

「…………っ」

　月が息を飲んだ。そのキャンパスノートには俺も見覚えがあった。

「……藍川が持ってたのか」

　間違いない。官能小説のノートだ。どうやら教師の手には渡らないで済んだらしい、が……。

「これ、氷ひ坂さかさんのですわよね。お返しいたしますわ」

　月つきは彼女からノートを受け取り、大切そうに胸に抱いた。

　藍あい川かわはそんな月をその深みのある瞳でじっと見つめている。

　そして、はっきりと告げたのだ。




「私、氷坂さんの秘密、知ってしまいましたわ」
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「藍あい川かわ……」

　俺と月つきは硬直して藍川と向かい合っている。彼女は月に視線を送り続けていた。

　背筋に冷や汗が伝う。

　──まさか、バレたのか？　気付かないうちにミスしちまってたとか……？

　横に立つ月も顔を青くしている。

　ごくりと喉のどを鳴らし、何かこちらから言うべきかと考えていると、藍川がなぜかぺこりと月に頭を下げた。

「ごめんなさい、氷ひ坂さかさん。あなたのノート、読んでしまいましたの」

「え？」

　月がぽつりと呟つぶやき、きょとんとする。俺も目を丸くしていた。

　藍川は顔を上げ、申し訳なさげに、

「その、読むつもりは無かったのですけれど……。部屋に戻る途中で床に落として、その時にちょっと開いてしまって、中身が目に入ってしまいまして……、ちょっと、殿との方がた向けというか、刺激的な内容でしたので、思わず目を通してしまったというか……」

　言い訳するような口調。

　俺はほーっと息をついた。……なんだ、男装のことがバレたわけじゃなかったのか。

　月も安心しただろうと思って横を見る、が、彼女の表情は蒼そう白はくのままだった。

　──そうだった。月にとっては、小説のことがバレるのも大事件だったんだよな……。

「あのさ、藍川……」

「え、はい。なんでしょう」

　彼女に目を向ける。が、視線が合った瞬しゆん間かんに藍川の瞳が小刻みに揺れ、目が逸そらされた。

　どうしたんだ、と思ったが、今はそれより言うことがある。

「その、小説についてなんだけど……。内容、他の人には言わないでほしいんだ。あんま知られたくないことだからさ」

　藍川は俺とは目を合わせなかったが、素直に頷うなずいてくれた。

「え、ええ、もちろん話しませんわ。氷坂さん、安心してくださいな」

　月はまだ警けい戒かいしている様子だった。しかし今度はノートを読まれたことで羞しゆう恥ちがこみ上げてきたのか、その顔がじわじわと赤くなっていく。

　藍川もそれを感じたのか、フォローするように、

「あ、あの、そういう小説も、私は良いと思いますわ。男女の仲にその、性的な行為は不可欠なものだと言いますし、えっと……だからこそ人類はこうして繁はん栄えいしてきたわけなのですから……。とにかく、氷ひ坂さかさんは、恥はずかしがることはありませんわ」

　なんかズレてるような気がしたが、月つきには効果的だったらしい。彼女は心なしか顔を輝かせ、

「……そう思う？　ほんとに？」

「ええ、胸を張って書くべきだと思います」

　月の口元に小さな笑みが浮かぶ。……そんなに嬉うれしかったのか。俺は別として、誰かに小説書いてること認められたの初めてだもんな。

「ありがと、藍あい川かわさん」

　藍川は感謝されたことに少し驚いたようだったが、笑顔で返してくれた。

　……たぶん藍川、気を遣ってくれたんだろう。やっぱ良い奴だ。月が女の子のまま過ごせてたら、二人とも結構仲良くなれそうなのに。

「俺からもお礼言わせてくれ、藍川。拾ってくれてありがとな」

　彼女の目を見ながらそう言うと、藍川はやはり俺から視線を逸そらして、

「……そ、そんな、大したことはしていませんわ」

　声も心なしか小さい。さっきから、なんか様子がおかしいけど……、まあいいか。

「じゃ、藍川、また後で。オリエンテーリングの時はよろしくな」

「藍川さん、また」

　一つ問題が解決したことに気を軽くしながら、二人で宿舎に戻ろうとする。

　と、背後から藍川の声。

「あ、一つ気になることがあったのを忘れていましたわ」

　ん、と振り返る。彼女は口元に人差し指を当て、考え込むようにしながら、

「その、ノートに書かれていた小説……、登場人物の設定が、少し小鳥遊たかなしさんと氷坂さんに似ていたような気が──」

　俺と月はほぼ同じタイミングで、ぎくりと肩を震わせる。

「そ、それは気のせいだろ。じゃーな藍川。また後で会おうぜ」

　速攻で否定し、早足で立ち去る。

「あっ、ちょっと、もう少し話を──」

　後ろから再び声がかかるが、聞こえないふりをした。横を歩く月は、嬉しそうだったさっきと打って変わって、緊張した顔になっている。

「……やっぱ油断できないな、藍川には」

「ん。気が抜けない」

　二人で顔を見合わせ、頷うなずきを交わす。

　今日も周りを警けい戒かいしつつ、一日なんとか乗り切らないとな。
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「よし、班ごとに集まったな。それじゃ、オリエンテーリングの説明するぞー!!」

　朝食後の午前九時、自然の家敷地内の大広場に集まった生徒達に元げん気き先生が大きく声を張る。こういう外の広い場所でもスピーカーを使わない所があの先生らしい。

「ルールは簡単、俺の後ろにそびえてる蛍ほたる山やまに登り、頂上に待機してる岩いわ見み先生から到着の証あかしであるカードを貰もらうことー!!　蛍山は標高六百メートルしか無いし、軽いピクニック気分でゆっくり登ればいい!!　昼食は途中の休憩所、もしくは手頃な広場で摂とること!!　体調が悪くなったりしたら、休憩所に待機してる先生に伝えに行くように!!　班の人間はお互いに助け合うんだぞ!!」

　先生の背後に目を向ける。快晴の青空の下でキノコの傘のような山に新緑の木々が映えている。たしかに小さい山だ。その気になれば月をおんぶしたままでも踏破出来そうだった。

「怪け我がしないように気を付けて登るんだぞー!!　よし、それじゃあオリエンテーリング開始!!」

　先生の声を合図にして、ぞろぞろと生徒達が移動を始める。みんな昼食用に配られた弁当の入ったリュックサックを持っている。まだ新しいクラスになって一ヶ月しか経たっていないせいか、ぎこちない空気が漂ただよっている班が多い。

　ただ、ウチのクラスは例外らしい。みんな砕くだけた様子で話しており、どの班にも和わ気き藹あい々あいとした雰ふん囲い気きが漂っている。

　さて、そんな中、俺達の班はというと、

「お前達、班長であるぼくの言うことをよく聞くんだぞ」

　とりあえず、班長は最悪の男であると言えそうだった。

「特に小鳥遊たかなし。ぼくは風呂場のことは忘れていないぞ。許して欲しいなら、ぼくの指示に従っててきぱきと動くんだ、いいな？」

「いやだ」

「い・い・な？」

「い・や・だ」

　浅あさ井いと至近距離から睨にらみ合う。こいつと話してるといつも意地の張り合いになるなあ……。

　やがて見かねたのか、藍あい川かわと月つきが間に入ってきた。

「あ、あの、二人とも、同じ班なのですから、仲良くした方が楽しいと思いますわ」

「ん、僕もそう思う」

　この二人に仲裁されては大人しくなるしかない。俺と浅井は舌打ちしつつも矛ほこを収めることに──

「ふん、登山中は言うことを聞けよ劣等生」

「いやだって言ってんだろメガネマン」

　懲こりずに鋭い視線を交わす。……やっぱ矛は収められそうにないな、うん。

　そんなやり取りをしつつも、俺達は登り始めることにした。

　ウチの班は、俺、浅あさ井い、月つき、藍あい川かわの四人。

　やっぱりバレる危険があるのは藍川だろう。浅井は癇かんに障さわるが危険というわけではない。

　ちらりと横を歩くロングヘアの彼女に視線を送る。

　と、目が合った瞬しゆん間かんに藍川は俺のいる反対方向にぐりんっと顔を向けた。

「…………？」

　なんなんだ。朝からずっと藍川の俺に対する様子がおかしい。俺と目ぇ合わせるのがそんなにイヤなのか……？

　少し傷ついた気分になりつつ、俺達は登山路へと入っていった。







「さて、ここで分ぶん岐きか」

　両側に壁のようにそびえる木々を眺ながめながら登山路を百メートルほど進み、真ん中、右、左に道が分かれている場所にやってきた。それぞれの道を向いた矢印形の道標には一号路、二号路、三号路と書かれている。

　さっき全員に配られた小冊子を見る。俺達が昨日、元げん気き先生に言われて作ったやつだ。これによれば、簡単に言うと、一号路が登りやすいが面おも白しろみの無い道、二号路がスタンダードな登山路、三号路はいくらか険しいが川に出られる道らしかった。

　ただ、今日は三号路には行ってはいけないことになっている。一般には開放されているので険しい道と言ってもたかが知れていると思うが、学校側としては、やはり登山中に生徒達に怪け我がでもされるのは避けたいのだろう。

　道標の前には別の班が一組いた。どうやら一号路と二号路のどちらを行くかで悩んでいるらしい。その中には見慣れた顔があった。

「よう、井い岡おか」

「おっ、小鳥遊たかなし。浅井もいるのか」

　しゅたっと手を挙げると、井岡は人ひと懐なつっこそうな笑顔を返してくる。

　と、そこで気付いた。井岡の班には宮みや田たと石いし島じまもいるのだ。二人は俺と月の存在に気付いたようで、こちらに疑惑の滲にじむ目を向けてくる。

「藍川さん、ちょっといい？」

　宮田がこちらを視線で牽けん制せいするようにしつつ、藍川に手招きする。彼女は俺達のことを気にしていたようだったが、宮田と石島について少し離れた所へ歩いていった。

　三人はこちらに声が届かない辺りでなにやらひそひそと話している。

　井い岡おかがそれを見て首を傾かしげた。

「あの三人、何話してんだろ？」

「……さあな」

　そう言いつつも、会話の内容は月つきのことだと簡単に想像出来た。三人の視線が時折こちらに向いている辺りから見ても、間違い無いと思う。

　月は一見無表情だが、その顔には微かすかな不安が滲にじんでいるように見える。

　やがて話し終わったらしく、藍あい川かわがこちらに小走りに戻ってきた。宮みや田たと石いし島じまも井岡の所に戻っている。

「小鳥遊たかなし。俺達一号路行くけど、おまえらどうすんだ？」

「んー……、今から決めることにしてんだ」

　そう答えると、井岡は「そっか、ま、気ぃつけろよな」と言って、宮田達と一緒に一号路を歩いていく。途中、宮田と石島が藍川に向けた目配せが少し気になった。

　浅あさ井いは藍川に顔を向ける。

「藍川君、何を話していたんだ？」

「え？　べ、別になんでもありませんわ」

　藍川の目は見るからに泳いでおり、俺達とは視線を合わせないようにしているようだった。

　胸が重くなる。正直、出来ることならここいらで疑念をばっさり断っておきたい気分だ。

「さて、ぼく達はどのルートを行く？」

　とはいえ、浅井もいるし、ここは黙だまっておく方が良いか。今はそれよりも、どの道を選択するかが重要だ。

　一号路は面おも白しろみが無くて、二号路は普通。そして三号路は川。

「一つ提案あるんだけど、いいか？」

　手を挙げると、俺に視線が集まる。

「あのさ、三号路行かないか？」

　さりげない調子で切り出すと、藍川と浅井は目をしばたたかせた。

「小鳥遊さん。三号路は禁止ですわ。こういう時にルールを破るのはいけないと思います」

　彼女は生徒を叱しかるようにきゅっと眉まゆを寄せて言ってくる。

　少し怯ひるんだが、引くわけにはいかない。

　実を言うと、オリエンテーリングの際の計画はここに来る前から立てていたのだ。そのためには三号路へ進むことが必要になる。月にはもう話してあるし、あとは、なんとか藍川と浅井を納得させないと。

「いや、でもさ。川の傍そばに出られるんだぞ？　軽く水遊びとかできるし、景色もすっげー綺き麗れいだと思うし。みんな行きたくないか？」

　そう言うと、藍あい川かわは考え込んだようだった。藍川も浅あさ井いも生徒会役員だし、ルール違反には抵抗があるだろうな……。説得には手間が掛かりそうだ。

　彼女の考えがまとまるのを待っていると、

「小鳥遊たかなしの案というのが気に食わんが……、ぼくは三号路を行くのに賛成だ」

　三人同時に「え？」と浅井の方を見た。

「危険な道と言ってもせいぜい歩きにくい程度だろう。三号路を行くことに問題は無いと思う」

「で、でも浅井さん、生徒会副会長がそんなルール違反をしては……」

「構わんさ。バレなければいいんだ」

　こいつらしからぬ問題児のような発言。……意外だな、浅井の説得が一番手間が掛かると思ってたのに。

　でもまあ、賛成してくれるなら有あり難がたいことには変わりない。

「なあ、浅井もこう言ってるし、良いだろ。三号路行こうぜ？」

　藍川は口元に指をあて、難しげに眉まゆを寄せている。

「……でも、危険な道だと言いますし」

「危険だっつっても大したことないって。なんかあっても、俺がちゃんと守ってやるからさ。こう見えて運動神経良いんだぞ、俺」

　藍川の顔を見ながら言うと、その頰ほおが微かすかに赤くなる。

　彼女は顔を俯うつむかせ、もじもじと両手の親指を絡め合わせながら、

「……わ、分かりました。それなら、三号路へ行きましょう」

　よし、と拳こぶしを握る。ちょっと様子がヘンだが、受け入れてくれたな。

「月つきもそういうことで良いよな」

「ん」

「よし、じゃ、行こうぜ」

　後ろに誰もいないタイミングを見計らい、浅井を先頭にした四人で鬱うつ蒼そうと木々が茂る三号路に入っていく。

　浅井の後ろを歩きながら、藍川は時折ちらちらとこちらを窺うかがっていた。月のことを気にしているのかと思ったが、どうも視線が俺に向いているような気がする。気のせいか？

　と、月がきゅっと俺の裾すそを引いてきた。その顔はどことなく物言いたげで、眉が微かに寄せられている。

「ん、なんか言いたいことでもあるのか？」

　その口元に耳を寄せてみると、

（……守ってあげるのは、藍川さんだけ？　私は？）

　耳に入るそんな言葉。……なんでこんなこと聞いてくるんだ？

（いや、お前を見守んのはもう当たり前のことだし。わざわざ言うことでも無いだろ？）

　そう言うと、彼女は安心したように息をつき、俺の裾すそを放して歩き始めた。

「……よく分かんない奴」

　彼女の後ろ姿に首を傾かしげながら、山道を歩いていく。

　草木の青あお臭くさい匂においの中、四人で三号路を行く。この登山路は道が曲がりくねっており、所々手を使わなければならない段差があったりと、たしかに険しいと言えば険しい道だった。といっても危険というほどでも無い。まあ、一般に開放している登山路なのだから、やはりこの程度なのだろう。

「は、はっ……」

　歩き始めて八百メートルほど来た所で、さっそく月つきが息を乱し始めた。

「月、せめて一キロくらいまでは頑張ろうな？」

「ん……」

　こくりと頷うなずく。さっきからその口は酸素を求めるように開けっ放しになっている。

　と、前を歩いている浅あさ井いの方からも何やら荒い息が聞こえ始めた。

「お前もバテるの早いって……」

「ば、バテてなど、いない。自然の空気が、美味だから、深く、呼吸しているだけだ」

　途切れ途切れの声。どこからどう見てもバテている。

　俺はと言えば、もちろんこの程度では疲れない。藍あい川かわはどうだろうと彼女の方を見ると、

「綺き麗れいですわね。あ、今、うぐいすが鳴きましたわ」

　こちらも全然余裕の表情。周囲の風景に意識を向ける余裕まであるようだった。

「藍川、浅井が潰つぶれないように見ててやってくれよな」

「あ、はい。分かりました」

　緑に囲まれているせいもあってか、彼女の表情は晴れやかだった。額に浮かぶ汗が爽さわやかで美しく見える。

「はっ、はあっ……」

　月が俺の裾を手で摑つかんできた。息も荒いし、かなり辛つらそうな顔に見えるけど……。

「月、限界か？」

　彼女は首を振ったが、限界を超えているのは一目で分かる。喋しやべる気力も無いらしい。

　ま、こんだけ歩けばこいつにしては頑張った方か。

　苦笑してリュックサックを体の前側に回し、彼女の前に腰を下ろす。

「ほら、おぶってやるよ」

　促うながすように言うが、彼女は乗ってこない。

「……ん、大丈夫。自分で歩くから」

　……その心意気は立派なんだけどな。

「無理すんなって。途中で倒れたりしたら困るだろ？　回復したらまた自分で歩けばいいから」

　月つきはまだ躊躇ためらっていたようだったが、やがて背中に小柄な体がとすっと乗っかってきた。

「じゃ、しっかり摑つかまってろよ」

「ん……」

　彼女の手が首に回されたのを確認し、その足を抱えて歩き始める。さっきよりはキツくなったが、月の体重は軽いせいか、歩きにくいというほどでもない。

　と、前を歩く藍あい川かわがこちらを見ているのに気付いた。

「氷ひ坂さかさん、もう歩けないのですか」

「ん、ちょっと、限界……」

　彼女は気遣うような顔をしながらも、

「この道は険しいので、仕方ないかもしれませんわね。女性には厳しい道ですわ」

　何気なくそんなことを言う。

　月と俺の体がびくっと震えた。……この子は探るつもりで言ってるのか、ただの天然なのか分かりにくいんだよな。

　俺は平静を装よそおって、

「藍川、浅あさ井いも倒れそうだぞ。男にもキツい道みたいだな」

　浅井は先頭を歩きながらも、足をがくがく言わせていた。藍川はそちらに慌あわてた様子で駆け寄っていき、肩を支える。

　ほっと息をついた。いやあ、女子並の体力を持つ浅井がいてくれて助かるよ。これ、意外と悪くない班編制だったのかもしれないな。
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「わあ……」

　耳元で月の感かん嘆たんの声。歩き始めて四十分ほどで、俺達は川の傍そばに出た。

　上流の方だと思うのだが、途中に堰せきがあったりするせいか川の流れは思ったより穏やかだった。水は底がはっきり見えるくらいに澄んでおり、フライフィッシングでもすればヤマメやイワナが釣つれそうだ。ちょろちょろと小気味良い水音が響ひびいており、聞いているとなんだか落ち着く。川かわ縁べりには小さな石もあるが、やはり角張った岩が多く、そこいらにごろごろと転がっている。上に寝転がってひなたぼっこが出来そうなくらいに大きいものもあった。

　久しぶりに太陽の光を浴びて、藍川も浅井も気持ちよさそうな顔をしている。山中も涼すずしかったとはいえ湿気が強かったせいか、川の傍は爽さわやかな空気で心地良かった。

　月も俺の背中から下り、陽光をいっぱいに体に受けて大きく伸びをした。太陽が疲つかれを吸い取ってくれているみたいに、その顔から疲ひ労ろうの色が抜ける。

「来て良かったですわね、素敵な所ですわ」

　藍あい川かわが嬉うれしそうにこちらに振り向いた。

「さて、じゃ、ここでメシにするか」

　川縁の大きな岩にあぐらを搔かいて座ると、月つきもすぐ隣の岩にちょこんと腰を下ろす。

　遠目に見た時よりもこうして近くから見た方が水は綺き麗れいに見える。プランクトンなんて一匹もいないとでもいうような透明度の高さだ。水の中の落ち葉が水面の揺ゆれで歪ゆがんで見えた。

「魚はいないか──っと、いるじゃん」

　しゅぱーっと残像を残すような速さで一匹の魚が泳いでいった。お、ヤマメか？

　その影を目で追っていると、月がおもむろに靴を脱ぎ、裾すそを捲まくり上げて水に足をつけた。

　細い足首、陶磁器のような白い肌。足首からつま先まで流麗なラインが描かれており、妖精みたいにつま先で水の上に立てるんじゃないかとすら思える。

　──昔は足先も、もう少しふにっと丸っこいイメージだったんだけど……、この辺りも成長してるんだな……。

「ん、冷たい」

　抑よく揚ようの無い声だが、俺の耳には控えめな笑いが混じっているように聞こえた。

　彼女の足が水の中で動く度たび、ぱちゃぱちゃと小さな音が鳴る。その音も耳に快こころよくて、昨日今日で溜たまったストレスが霧む散さんしていくようだった。

　しかし、

「小鳥遊たかなしさん、横、よろしいでしょうか？」

　穏やかな時間というのは続かないものらしい。

　藍川は長い髪を搔き上げながら、俺の傍そばに腰を下ろす。女の子二人に挟はさまれた形になった。

　月と同じく、藍川もジャージの裾を捲り上げ、素足を水につける。冷たい水に触れ、「ん……」と小さな声が彼女の口から零こぼれた。

「あれ、藍川、浅あさ井いは？」

「浅井さんなら、向こうで写真を撮っていますわ」

　彼女の指さした方向を見ると、浅井が手にケータイを持って辺りの風景を写しているのが見えた。

「ケータイ持ってくんの禁止だろ。それに、なんで写真なんか撮ってんだ……？」

　呆あきれていると、藍川はくすくすと微笑を浮かべ、

「浅井さん、妹さんに写真のおみやげを持って帰るつもりらしいのですわ」

　妹……、あいつ、妹がいたのか。わざわざおみやげのことを考えるなんて、ああ見えて意外と妹思いなんだな……。

　と、藍川が何かに気付いたように水の中を見た。

「氷ひ坂さかさんの足、とてもお綺き麗れいですわね……」

　頰ほおが強こわ張ばる。彼女の目には獲物の様子を窺うかがうような隙すきの無さを感じる。

　……これは、探るつもりで言ってるな。気を抜かないようにしないと。

「水の中に浸つかっていると、本当に水晶みたいに透き通った肌ですわ。とても男性の足とは思えません」

「ああ、月つきって生まれつき線が細いからさ。昔っから体つきも女の子っぽいってよく言われるんだ」

　何気ない調子で返すと、彼女も「そうなのですか」と自然に返してきた。しかし相変わらずプレッシャーを感じる。この程度で誤ご魔ま化かせるわけないか。

　ふと、藍あい川かわの足が目に入った。

「なんだ、やっぱ藍川の足も綺麗じゃんか」

　水につけられた彼女の足は白くほっそりとしている。細いとはいえ適度に肉はついており、健康的だった。その肌は水を弾はじくくらいに繊細に見える。

「そ、そんなことありませんわ。私の足なんて……」

　羞しゆう恥ちの滲にじむ声だったが、俺は首を振る。

「藍川、謙けん遜そんしすぎ。モデルだってこんな綺麗な足してる奴あんまいないんじゃないか？　もっと自信持っていいと思うぞ、マジで」

　言いつつ水の中でゆらりと歪ゆがむその足を見ていると、「は、う」という妙な声が聞こえた。

　視線を上げると、なぜかまた藍川の顔が夕焼けのような赤に染まっている。

「……藍川って、発作的に頰が赤くなる癖くせとかあるのか？」

　ぼわっとさらに赤くなった。ちょっと面おも白しろいかもしれない。

「た、小鳥遊たかなしさんが足を見ているから恥はずかしいのですわ！　しかも、き、きき、綺麗だなんて、お世辞を言って……」

　妙につっかえた喋しやべり方。

　お世辞……？　いや、お世辞なんかじゃない。全体を見ても、藍川は月と並ぶくらいに容姿が整っている。月と同レベルの女の子なんて、中学時代までは一人もいなかったしな。やっぱり彼女は相当な美人だ。これは間違いない。

　藍川の様子に面食らいつつも、ぺこりと頭を下げる。

「悪い、お前の足が綺麗だからつい見とれちゃってさ。……あ、でも、一応言っとくけど、これ、全然お世辞とかじゃないぞ。本気で綺麗だって思ったから言ってるだけで──」

　どうしてだか分からないが、言葉を重ねる度たびに藍川の顔が赤くなっていく。

「藍川、大丈夫か？」

　熱でもあるのかと少し心配になってきて、月にやるのと同じように、彼女の額に手を伸ばそうとする。

　と、藍あい川かわは勢い良く身を引いた。そして半ば自分に言い聞かせるように、

「お、おお、落ち着かなきゃだめですわ。わ、私は、氷ひ坂さかさんの秘密を暴かないといけないのです……！　みみ、宮みや田たさん達にも言われましたし……！」

　ああ、やっぱさっき、宮田達とはそのことを話してたんだな……。

　藍川は俺から目を逸そらし、水から足を抜いた。そして慌あわてた様子で靴を履はこうとして──

「ひゃ……っ」

　バランスを崩し、その体がぐらりとこちらに傾いた。

「うわっ……!!」

　避ける暇ひまも無いし、避けるわけにもいかない。俺は倒れかかってくる彼女の体を両手で受け止めた。

　両腕と背骨にぎしっと重みがかかる。が、どうにか二人とも倒れずに済んだ。藍川の体は、俺にのし掛かった形になっている。

「……あぶねえ、気を付けなきゃだめだろ、藍川」

　彼女の体重を感じながら言うと、

「た、小鳥遊たかなしさん……」

　震える声が頭の上から降ってくる。

「ん、どうしたよ？　怖かったのか？」

　言いつつ、腕に力を入れて彼女の体を起こそうとする。

　なぜか掌てのひらにふにょっと柔らかい感触。

「……ん？」

　ふにふにと手を動かしてみる。なんだこの柔らかいの。どこかで触ったことあるような……。

「はうぅっ……！　た、小鳥遊さん、手、放してくださいぃ…………!!」

　泣きそうな彼女の反応を見て、視線をずらす。そしてようやく気付いた。

　て、手が、藍川の胸に……!?

「す、すす、すまん藍川!!」

　咄とつ嗟さに肩を摑つかんで彼女の体を起こし、飛び退すさんでぺこぺこと頭を下げる。

「あの、悪かった！　昨日に続いてこんな真似まねを……！」

「い、いえ！　た、小鳥遊さんは昨日も今日も助けてくれたのですから！　私こそ、粗末なものを摑ませてしまって……！」

「いやいや、そんなことない!!　粗末どころかとても立派なものをお持ちで……！」

「り、立派って……」

「あ、えと、ち、違う！　いや、立派なのはたしかだけど……！　と、とにかくごめん！」

「そ、そんな！　小鳥遊さんは助けてくれたのですから！」

　二人して混乱したままそんなやり取りを繰り返し、やがて藍川があたふたしながら立ち上がった。

　彼女は真っ赤な顔のまま、最後にぺこりと俺に頭を下げて、

「あの、守っていただいて、ありがとうございました！」

　そう言って、ドタバタと浅あさ井いの方へ走っていった。

　彼女の後ろ姿を眺ながめながら、首を傾かしげる。月つきへの追及はかわせたことは結果オーライなんだけど……。

　去り際の藍あい川かわの顔が、どこか嬉うれしそうに見えたのは俺の気のせいか？

「真しん一いちのえっち」

　抑よく揚ようの無い声にびくっと体が跳ねた。ゆっくりと振り返る。

　月は瞬まばたきもせず、じっと水面を見ていた。こちらをまったく見ていないのが余計に恐ろしい。

「あ、あのな、月。今のは違うんだからな？　助けようとしただけだぞ？」

「……それは、分かってるけど」

　彼女はぱしゃっと水を蹴ける。不機嫌なのは間違いなさそうだ。

　その隣に座り直すと、二ふた重えの目がようやくこちらを向いた。

「真一は、私にするようなこと、他の女の子にはしない方がいいと思う。……守ってやる、とかも、言わない方がいいかも」

「え？　なんで？」

　訳が分からず聞き返すと、月は小さくため息をついて、

「……慣れない人だと、勘違いしちゃうかもしれないから」

　もう一度、ぱしゃっと水を蹴った。
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　四人で昼食を摂とった後、俺は月と並んで川かわ縁べりに座り、のんびりと輝く水の流れを眺ながめていた。

　今は、浅井と藍川は写真を撮るために付近を散策している。川は曲がりくねっているため、清流の先は木々に隠かくれてしまっていて、二人の姿はどこにも見えなかった。

「ふあ……」

　五月の日向で川の音を聞いていると、思わず眠ってしまいそうになる。

　ポケットの中の時計を取り出すと、ここに来てから四十分ほど経たっていた。

　さて、メシも食ったし、そろそろ計画を実行に移そう。まずは、浅井と藍川をきっちりと追い払わないとな……。

「……よっこらせっと」

　親父臭くさい声と共に立ち上がる。

　と、横に座っている月はちらりと俺に目を向けたが、すぐに川の流れに視線を戻した。

「……月つき、お前やっぱ怒ってんだろ」

「別に怒ってない」

　そう言うが、彼女の様子は不自然だ。食事の間中ほとんど会話は無かったし、その後も、俺とは出来るだけ視線を合わさないようにしているように見える。

「さっきの藍あい川かわのことで怒ってんのか？　あれはわざとじゃないってお前も分かってるだろ？」

「ん。分かってる。ホントに怒ってるわけじゃないから」

　などと言いつつも彼女は小声でぶつぶつなにやら呟つぶやいている。

「……やっぱり真しん一いち、胸、藍川さんみたいに大きい方が良いんだ……」

　うーむ……よく聞こえない。でも、なんか拗すねてるようにも見えるんだよな。

　腰を屈かがめ、彼女のほっぺたを両手で挟はさみ、その顔をこちらに向ける。

　じっと表情を観察する。眉まゆの位置、目め尻じりの角度、唇の結び方、どれもいつもとあまり変わらない。たしかに怒っているわけでは無いのかもしれない。……やっぱりちょっと拗ねてるようにも見えるけど、どうもそれも違うような気がする。

　その吸い込まれそうな黒い瞳には、どこかいつもと違う感覚を受けるのだ。

「……まあ、怒ってないなら、いいけど」

　釈然としない気分でそう言って、月の頰ほおから手を放す。……ひとまず今は浅あさ井い達のことを考えるか。

　浅井と藍川の姿はまだ見えない。計画のために、あの二人とはちゃんと話をして、ここから離れてもらうようになんとか言いくるめなければならなかった。

　さて、ちょっと探しに行ってくるか……。

　歩きだそうとすると、川縁の石をじゃりじゃりと鳴らす足音が聞こえた。やがて、浅井と藍川が木々の端はしから姿を見せる。こっちから行く手間は省けたみたいだな。

　俺達の元に戻ってきた藍川は、ほうっと一つ息をついて、

「あの、小鳥遊たかなしさん、氷ひ坂さかさん。私達、もっと時間をかけて、もう少し上流の方まで行ってみたいと思うのですけれど……」

　思わぬ提案に目をしばたたかせる。

「もう少しって、上流の方、なんかあるのか？」

「今も結構歩いてきたのですが、途中で上流の方から滝のような音が微かすかに聞こえたのですわ。ですので、さらに川を上っていけば、滝があるのではないかと思うのです。浅井さんの妹さんへのおみやげに、その写真でもいかがでしょうと思いまして」

　なるほど。たしかに滝の景色は綺き麗れいだろうし、喜ぶだろうな。

　浅井は「ふん」と鼻を鳴らした。

「別に無理は言わんぞ。時間も無いし、お前は反対なのだろう？」

「いや、別に反対なんかしねーよ。行ってこいよ、浅あさ井い。妹さんのためなんだろ？」

　意外だったのか、浅井が目を見開く。

「……お前のような冷血漢が、思いやりのある言葉を吐はくとは。熱でもあるのか？」

　殴ったろかお前……と思ったがぐっと堪こらえる。

「俺だってたまには優しくなるんだよ。それにお前じゃなくて、妹さんのためだ」

「……むう、そうか。礼は言わんぞ」

　言われたら気持ち悪いからいいわ。

「小鳥遊たかなしさんと、氷ひ坂さかさんも一緒にいかがですか？　ただ、上流への道は少し険しいようですけれど……」

　答えは決まっていたが、「んー……」と月つきに目を向けて考える振りをする。

「俺達は待ってるよ。また頂上まで登ること考えると、月をもう少し休ませてやりたいしさ」

　もっともだと思ったのか、藍あい川かわは「そうですか」と言って頷うなずいた。

　……こんなにトントン拍子に上手うまくいくとはな。

　予想に反してあっさりと思い通りになり、俺は頰ほおが弛ゆるみそうになっていた。

「それでは、行って参りますわね。おそらく戻ってくるまでに四、五十分ほどかかると思いますけれど……」

「ああ、ゆっくりしてきていいぞ。まだ時間はあるしな」

　二人は頷き、河原を歩いていく。浅井一人ならどこかで足を滑すべらせて死ぬんじゃないかと少し心配になる所だが、藍川がついていれば大丈夫だろう。

　二人の姿が川の上流への方へと向かい、やがて木々に隠れて見えなくなったのをしっかりと確認。さらに足音が聞こえなくなる。

　よし、と呟つぶやき、後ろで変わらず座っていた月に向き直る。

「月、もういいぞ。早く水浴びして汗流せ」

　水浴び。実は、これが俺が三号路を主張した理由なのだ。

　この蛍ほたる山やまに川に出る登山道があることは調べて知っていた。この宿泊訓練では月は風呂に入れないかもしれないと思っていたので、元々、二日目のオリエンテーリングの際に、彼女に川で水浴びさせようと計画を立てていたのだ。

　思わぬ幸運で昨夜は風呂に入れたが、今日もそんなラッキーがあるとは限らないし、ここで汗を流して行くに越したことは無いはず。こうして狙ねらい通りに浅井達も遠ざけることが出来たし、当然、月も喜んでくれる……。

　そう思ったのだが、

「……でも、真しん一いち、えっちだから」

　そんなことを言いつつ、俺からつつっと距離を取る幼おさな馴な染じみ。その顔には警けい戒かい心しんが見て取れる。

「お、お前な……。俺がこんな時にエロいこと考えてるとでも思ってんのかよ」

　月つきは小動物のように俺を上目で警けい戒かいしつつ、

「……だって、さっき藍あい川かわさんにえっちなことしてたし」

　はあ、とため息をついた。

「まだそのこと言うかねお前は……。あれはわざとじゃないって言ってんだろ？　お前、やっぱなんか怒ってんじゃないのか？」

「……怒ってない」

　さっきと同じやり取りになってしまう。

　頭を搔かきながら、月の前にしゃがみ込む。と、彼女はまた滑すべるようにして俺から距離を取る。

「だったら……怒ってないならなんでそういう不自然な態度とるんだよ」

　彼女は表情は変えずに俺を見上げ、首を傾かしげた。

「ん、真しん一いちがえっちだから………………だと思う？」

「いや、俺に聞かれても。なんだ？　なんでなのかホントに自分でも分からないのか？」

　こくんと頷うなずき。

「怒ってるわけじゃないの。でも、さっきの真一と藍川さんのこと思い出すと、なんだか、こう、胸がねじれるみたいな、変なかんじ……」

　月は胸の辺りで両手を向かい合わせ、見えないボールを捻ひねって押し潰つぶすようなジェスチャーをする。

「……よく分かんないけど、複雑な気分ってことか？」

「ん」

　肯こう定ていの一語。複雑な気分、ね。……月自身に分からないなら、俺にも分かるはずが無いな。

「……まあ、いいか。そのうち分かるだろ。とにかく水浴びしろよ。今日は風呂に入れないかもしれないんだから、ここで体洗っとけ。俺はエロいことしたりしない。約束するから」

　月はじっと俺の目を見ていたが、

「ん……」

　やがて信じてくれたのか、こくりと頷いた。

　辺りを見回し、川の中にどしんと鎮ちん座ざしている大きな岩に目を留める。

「月、一応、藍川達が戻ってきた時のこと考えて、水浴びするのはあの岩の後ろな」

　彼女は「ん」と頷き、ぱしゃぱしゃと川を歩いて岩陰に隠れた。俺も川に入り、岩を挟はさんで彼女と反対側に立ち、周囲を見張る。

　やがて、小さな声がかかった。

「真一、ほんとに、えっちなことしないでね」

「分かってるってば。安心していいから」

　そう返すと、後ろからジイイイ、とジャージの前を開ける音が聞こえてくる。一気に頭の中が桃色に染まりそうになり、激しく首を振って堪こらえた。

　川や木々が自然の音を立てている中で聞こえる衣きぬ擦ずれの音は、以前に室内で聞いた時と違ってどこか背徳的に感じる。既すでに俺の心臓は爆ばく発はつ寸前だ。もしかしたら、今までで一番ドキドキしているかもしれない。

　そのままの姿勢でいると、衣擦れの音が止やんだ。

　代わりにちゃぷちゃぷと水音がする。どうやら、月つきが水浴びを始めたらしい。

　高鳴る胸を抑えつつ、周囲を見回す。時折鳥の声が聞こえてくる。自然の音だけが響ひびいており、俺達以外に人間の気配はどこにも無い。

　ぽつりと呟つぶやく。

「……なんか、無人島みたいだな」

「え？」

　背後から月の声。

「無人島っぽいシチュエーションだなって言ったんだ。俺達以外誰もいないし──」

　と、そこで思いついた。

「なあ月、そういう状況にある二人ってことで、役に入ってみないか？」

「……役って、官能小説の？」

「ああ。そういうシーン書くことがあったら、役に立つかもしれないだろ？」

　しばし沈ちん黙もく。

「……なにか、えっちなことするの？」

　警けい戒かいの滲にじむ声。う……、そっか。そういうこと考えてるって思われちまうよな。

「し、しないって！　気持ち的な話だよ。お互いのこと、えっと、誠せい一いちと雪ゆきだっけか。その役の名前で呼び合うくらいのこと」

　やや間があって、

「……ん。そういうことなら、わかった」

　せせらぎに混じるような小さな声。納得してくれたらしく、再び水音が聞こえ始める。

「……覗のぞいちゃだめだからね、誠一」

「わかってるよ、雪」

　お互いの役柄を確認するように言うと、さっきと気分が少しだけ変わる。ここは無人島で、後ろにいるのは幼おさな馴な染じみ兼恋人の女の子。そして俺は彼女を守るナイト役、か。

　……でも実際、こういうシチュエーションで後ろにいるのが恋人だったりしたら、絶対我が慢まん出来ないだろーな、俺。

　そう思いつつ、上流の方へ視線を向ける。

　藍あい川かわ達が戻ってくる気配は無い。見つかることを心配する必要は無さそうだ。

　しばらくそのまま見張っていた。後ろの水音に、月のあられもない姿が頭に浮かんでくることもあったが、その度たびに頭を振って妄もう想そうを振り払う。

　そんなことを繰り返していると、

「ひゃ……っ」

　ひっくり返るような彼女の声。背後でぱしゃぱしゃと慌あわただしい水音が聞こえる。

「月つき、どうかしたのか？」

　振り返って岩越しに声を掛けると、

「あ……やぁっ」

　月が何かに追われるように岩陰から出てきて、ばしゃんっと水しぶきを上げて川の中に尻しり餅もちをついた。

「月!?」

　急いで彼女の元に駆け寄り、そして、

「うお……」

　思わず声が漏もれた。

「いたぃ……」

　月は眉まゆをしかめる。彼女は川の中央辺りで、水の中に座り込んでいた。上半身はさらしだけになっており、散った水しぶきが体に掛かって、きらきらと陽光を受けて光っている。水面からはすらりとした白い足が飛び出していた。

　さらに、だ。

　月は後ろに手をついて、こちらに向かってＭ字に足を開いたような体勢になっているのだが、これがヤバい。腰の辺りまで水に浸つかっているせいか、尻しりも、もちろん下着も完全に濡ぬれてしまっているのだ。
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　──うあ、見たらいけないって分かってるんだけど、目が勝手に股またの方に……。

　体が自然と前まえ屈かがみになっていく。水流があって見えにくいとはいえ、水の透明度は高いのだ。目を凝こらせばもっとはっきりと見えてしまいそうで、俺の本能は見ることを望んでいるから体が勝手に動いてしまうわけで──

「や…………っ」

　小さな声と共に、Ｍ字になっていた足が閉じられた。……ほっとしたような、残念なような。

　頰ほおを紅潮させた月が「うー……」と唸うなりながらジト目を向けてくる。

「……真しん一いちは、どうしてそうえっちなの？」

　……どうしてかと言われても男だからとしか答えられない。だってなあ、こんな格好されたら誰だってヘンな気分になるだろうよ。

「わ、悪かったよ。……えっと、何があったんだ？」

「ん……、カニがいたから、びっくりして……」

　なんだ、蟹かにかよ……。てっきり蛇へびでも出てきたのかと思った。

「ふう、驚かせんなよな……。ほら、手」

　月つきの体を見ないようにして、彼女の手を摑つかみ、その体を引き起こす。

　と、ぬめった川底で、足がつるっと滑すべった。

「うおっ……!?」

「やっ……」

　こちらまで月の上に倒れ込んでしまう。ばしゃんっと水しぶきが上がり、下半身だけでなく顔にまで冷たい感覚。……うう、こりゃびしょ濡ぬれだな。

「わ、悪かった、月……」

　言いつつ目を開け、──息を飲んだ。

「あ…………」

　眼前に月の顔がある。視線を少しずらせば水に濡れた胸元が目に入ってきた。水を吸ったさらしは肌に張り付いていて、その向こうにあるバストの慎ましやかな膨ふくらみが微かすかに見て取れる。

　もう一度彼女の顔に視線を戻すと、ぽーっとその頰ほおが赤くなってきた。

「……真しん一いち、離れて」

　そうは言われるものの、水に濡れた彼女の姿はいつもより蠱こ惑わく的に見え、しかも女の子らしい甘い匂においまで鼻び孔こうから脳を揺ゆらしてきて──

　気がつけばぽつりと、俺の口から言葉が出ていた。

「……真しん一いちじゃなくて、誠せい一いちだろ、雪ゆき」

　月つきが「え？」と声を漏もらすと同時、

「きゃ……っ」

　俺は彼女の体を両手で抱きしめていた。

　水に濡ぬれていたせいか、月の小柄な体が余計温かく感じる。胸を癒いやすような人肌の体温。二人の体が擦こすれると、さらにそこからじわりと熱が生まれてくる気がする。

　──すげえいい抱き心地。ずっとこうしてたい気分だな……。

「……真一、だめだってば」

「真一じゃないって言ってるだろ。俺は誠一で、お前は雪。俺達は恋人同士なんだから、こういうことしてもおかしくないんだ」

　さらに抱く力を強めると、彼女の喉のどから「はうっ……」と押し出すような声が漏れた。

「……だからって、こんなこと。やっぱりえっちなことするつもりだったんだ」

　責めるような口調……のはずなのだが、拒む気配は感じなかった。

　──拒まれても、やめるつもりはないんだけど……。

　とはいえさらに何かするほど大胆にもなれず、俺達は川の流れに身を浸ひたしたまま、そのまま体を重ね合っていた。

　彼女の吐息を感じながら、じわじわと熱を増す自分の体に言いようの無いもどかしさを感じていると、

「……誠一に抱きしめられてると、ほっとする」

　耳元で小さな声。彼女を覗のぞき込むと、思ったよりも穏やかな顔をしていた。

「昨日も、今日も、誠一と藍あい川かわさんが仲良くしてるの見ると、胸がもやもやしてた」

「……もやもや。それが、お前がさっき様子がヘンだった理由か？」

「ん、たぶん。藍川さん、すごくいい人だし、誠一と二人が仲良いのは嬉うれしいはずだけど。……なんだか、いやだった。なんだか不安で、胸がきゅーってなる感じ」

　彼女は不思議そうな表情になる。やっぱり自分でもよく分からないらしい。

「……なんでだろうな？」

「……ん、なんでだろ」

　──俺と藍川が仲良いと、不安になる、か。本当に、なんでだろうな。月が藍川のこと嫌ってるってことはまず無いと思うし。

　……考えてみても分からないか。

　そう思い、ぎゅっと、彼女の体を抱く力を強める。

「でも、こうしてればそういうのも無くなるんだよな？」

「……ん」

　月つきは体の力を抜き、俺の腕の中で小さくなる。月の気持ちはよく分からないけど、不安だって言うなら、俺の手で不安を消してやればいい。

　──こっちはさっきからドキドキしっぱなしだけど、ここでヘンな気起こしちゃだめだよな……。

　と、そこで気付く。

　月は自分の気持ちに戸惑っているようだが、俺も同じじゃないか。再会してからこっち、月に女の子らしさを感じて戸惑うことが多い。今だってそうだ。中学時代まで大して気にしてなかったのに、彼女と触れ合って胸を高鳴らせている。

　俺達二人ともになにか変化が起こってるのか……。

　そのことについて考えようとすると、頭がごちゃごちゃしてくる。月も同じ感覚なのかもしれない。

　──今はいいか。分かることなら、そのうち分かるようになるだろ。今は月の不安を取り去ることを考えよう。っと、あとは、これも体験取材だってことは忘れずに。

　女の子の柔らかい肌に心臓を高鳴らせつつも、俺はそのまま月と抱き合っていた。

　木々のざわめきと川のせせらぎ、体に感じる水の自然な冷たさ。それに五月の柔らかい陽光。

　そんな中で彼女と触れ合っているのが気持ちよくて、俺の頭には『月と離れる』なんて考えは浮かばないままで時間が過ぎていき──




　じゃりっ。




　石の上を歩く足音が聞こえた。

「……………………っ!!」

　月と体を離し、振り返る。

　三十メートルほど離れているだろうか。藍あい川かわが河原をこちらに歩いてくるのが目に入った。

　──しまった、見られたか……!?

（月、早く服……！）

　藍川の視線上に月が入らないように体でガードしつつ、彼女と一緒に岸まで戻る。ポケットから時計を取り出して見るが、浅あさ井い達が向こうに行ってからまだ十五分ほどしか経たっていない。

　──なんでこんなに早く戻って来たんだ、しかも藍川一人だけ……!?

　藍川はこちらに向かって一歩ずつ歩を進めている。

（月、急げよ……！）

　俺が体で遮っているから、月の姿はあいつからは見えていないはずだ。問題は、さっきの俺達の姿勢である。そう遠くない所にいた藍川からは、抱き合っている所がはっきりと見えてしまったに違いない。

（どうする……）

　対策を考えている間にも藍あい川かわは近づいてくる。その顔は何かを確信したように強こわ張ばっていた。

（月つき、まだか……！）

　言いながら彼女に目を向ける。

　う、と声が漏もれた。

　上着は既すでに着ているのだが、その下。下半身。

　息を飲むような光景だった。

　まだ下は下着姿のままだった。白いパンツはすっかり水気を吸って濡ぬれてしまっており、薄い生地が透けて桃のような地肌が見えている。水滴が太ふと股ももを時折つつっと曲線を描いて流れていった。

「ごくり……」

　思わず喉のどが鳴る。……月の尻しりって色っぽいよな。電車や風呂場で触った時も、犯罪ものの柔らかさだったっけ。

「……っ、真しん一いち、見ないで……っ」

　彼女の声にはっと我に返る。非難の目が向けられているが、今は謝っている暇ひまも無い。

（い、急げ！　時間が無いんだって！）

　急せかすと、月がわたわたしながらもジャージの下を穿はき終える。

　よし、ギリギリ間に合ったか……！

　彼女が俺の横に出てくると、それとほぼ同時に藍川も俺達の前まで歩いてきた。

　緊張のせいか、体が蠟ろうで固められたように動きにくい。それでも俺は、出来る限り平静な態度を作る。

「藍川、なにかあったのか？　浅あさ井いはどうしたんだ？」

　藍川は答えてくれず、ふう、と一つ息をついて頭を下げてきた。

「小鳥遊たかなしさん、氷ひ坂さかさん、申し訳ありませんでした。まず、謝っておきますわ。私、先ほど宮みや田たさんと石いし島じまさんと話しまして、『あの二人を二人っきりにさせておけば、氷坂さんが女性の顔を見せるかもしれない』と教えていただいたのです。……だから滝のことを話して浅井さんを促うながし、ここから離れたのですわ」

　ぐ、と唇を嚙かんだ。なんてこった。一杯食わされたってわけか。

　藍川は気まずげな顔をしながら、

「……申し訳ありません。お二人が抱き合っている所、しっかり確認出来てしまいました。その……、やはり私や宮田さん達が考えていたことが、正しかったのではないかと……」

　息を飲む。体がふらりとぐらつきそうになったが、かろうじて堪こらえた。

「……なに言ってんだ？　さっきのは別に抱き合ってたわけじゃないんだぞ？」

「……あの、はっきりと見えてしまいましたから。氷坂さんは、女性なのでしょう？」

　直球で言われ、言葉に詰まる。しかしなんとか持ち直そうと頭を働かせる。

「……それは違う。分かった、認めるよ。さっきはたしかに抱き合ってた。でもあれは、官能小説の取材だったんだ。月つきが女の子の気持ちを知りたいって言うから、女役と男役に別れて抱き合ってただけなんだ」

　彼女はゆっくりと首を振り、

「小鳥遊たかなしさんも氷ひ坂さかさんもクラスメイトですし、信じてあげたいとは思っていますわ。ですけれど……、さっきのお二人は、遠目にでも恋人のようにしか見えませんでしたし……」

　舌打ちしたいのを堪こらえる。横を見ると、月は硬直して倒れそうになっていた。

　彼女の肩を抱き、体を支える。

　藍あい川かわはそんな俺達を見て、一歩踏み出してきた。糾きゆう弾だんしてくるつもりかと思ったのだが、彼女の表情には攻撃の色は見えなかった。

「……でも、どうして隠かくすのです？」

「どうしてって、それは……」

　口ごもると、藍川は続ける。

「なにか事情があるのでしょう？　その、あつかましいかもしれませんけれど、話していただければ、私も協力いたしますわ」

「……協力？」

「ええ、私は宮みや田たさん達とは違います。あなたたちの秘密を暴こうとしているのではなく、事情を知りたいと思っているだけなのですわ」

　彼女の顔を見つめる。誠実さの伝わってくる表情。……噓うそを言ってるようには見えない。

　しかし……。

「あの、他の方に話さないことは約束いたしますから。私は、お二人が困っているなら、お力になりたいと思うのです。女の子が男性の振りをして過ごすのは、大変だと思いますし……」

　思いやりに溢あふれた言葉。

　藍川は善意で言ってくれている。それは分かるのだ。

　だが、師匠が出した条件は、『月が他の生徒にはバレないように高校卒業まで過ごすこと』だ。本来なら藍川にバレた時点で、月の実家送還は決定である。噓をつけば良い、と言えばそれまでなのだが、出来るだけ噓はつきたくない。いや、それでも月と一緒にいるためには、いざとなれば噓をついて通すべきかもしれない、とも思うし……、味方がいれば今後も過ごしやすくなるには違いないのだが……。

「あの、事情は話していただけないでしょうか……？」

　彼女はこちらの様子を窺うかがうように言う。……藍川は良い奴やつだし、月とも友達になってくれるに違いない。男装して生活する上でも、彼女が助けになってくれればこの上なく心強いと思う。

　どうする、話してみようか……。

　迷った末に、俺は口をゆっくりと開き、

「……月つきは男だ」

　結局出てきたのは、この一言だった。

　藍あい川かわは目を伏せ、

「そうですか……」

　どこか悲しげにぽつりと呟つぶやいた。

　……すまん藍川。やっぱり、師匠には噓うそはつけないんだ。俺は月と二人で学校生活を乗り切らなきゃいけない。

　彼女はそれ以上は追及せず、話を切るように、ぽんっと手を叩たたいた。

「それでは私、浅あさ井いさんを呼びに行ってきますわ。彼、まだ滝のところにいるはずですから」

　そう言って、藍川は上流の方へと再び歩いていった。その足取りには心なしか元気がなく、顔も俯うつむきがちになっている。

　俺と月は、その後ろ姿を突っ立ったまま眺ながめていた。

　胸の中には激しい焦あせりが渦巻いている。




　──もう、藍川にはバレたも同然だ。どうする……？




　　　　４




　それから後は、口数も少なく四人で登山を続けた。

　藍川と浅井についていく形で頂上に登り、今度は一号路を通って下へと降りた。俺達は一番最後の辺りで、他の連中はもうほとんど下山していた。

　その後、自由時間。

　俺と月は他の奴等らがいない場所を探して、ふらふらと昨日昼食を食べた広場にまでやってきていた。

　昨日と同じベンチに月と並んで座る。今日もこの辺りには人気はまったく無い。木々のざわめきだけが広場に響ひびいていた。

　ぼんやりと、赤みがかった空を眺めていると、

「…………どうしよう」

　隣から蚊かの泣くような声が聞こえた。

「月……」

　彼女は顔を青くして俯いている。肩にどんよりと霊でも憑ついているんじゃないかというくらい生気が無い。

「藍あい川かわさん、みんなにバラすかな……？」

　心配げな声に、首を振って応える。

「いや、たぶんそれは無いと思う。けど……」

　どうしても不安は残る。藍川は良い奴やつだが、俺達に対して何か義理があるわけでもない。絶対に喋しやべらないという保証は無いのだ。それに宮みや田た達のことも不安だし……。

「どうすっかな……」

　やはり、当面は藍川には月つきが男だと思い込ませておきたい。

　でも、もう藍川は月が女だってほぼ確信しちまってるからな。あいつの認識を変えるには、月が男だってことをはっきりと示してやるしかないわけだけど……。

　ちらりと横を見る。女の子だと思って見れば、こいつは女の子以外の何者にも見えない。月に男らしいことなんて出来るはず無いしな。

　アイデアよ出てこいと言うように自分の額をごつっと殴る。

　よく考えろ。月に男らしいことをさせる……。男らしいことといえばなんだ……、ケンカ、エロ本、少年ジャ○プ、努力、勝利、友情……。

　首を振る。

　違う。そういうのじゃ駄だ目めだ。もっと分かりやすく、そう、男しか持っていないもの……、

　男しか持っていないもの？

「は……………………………………っ!!」

　ぴんっと天啓のように一つのアイデアが頭に浮かんだ。今の一いつ瞬しゆんだけ、俺はノーベル賞ものの天才に生まれ変わっていたかもしれない。

　出来る。これならなんとかなる。

　しかし、リスクも大きい。失敗すれば、俺は単なる変へん態たいになりさがるだろう。藍川どころか、月からも軽けい蔑べつの目を向けられるかもしれない。

「真しん一いち……？」

　眉み間けんに皺しわを寄せ、深刻な表情をしていると、月が顔を覗のぞき込んできた。彼女の顔には、さっきからずっと不安げな色がこびりついている。

　その頭にぽんっと手を置いた。

「……やるしかないか」

　心を決める。二人の生活を守るためには、これしかないのだ。

「やるって、何するの？」

　月が首を傾かしげる。

「決まってんだろ。藍川にお前のこと男だって思い込ませるんだよ」

「……どうやって？」

　言葉に詰まる。作戦を説明するべきところなのかもしれないが、

「……まあ、俺に任せとけって」

　ちょっと、月つきには話しにくかった。







　午後八時。風呂に入った後の自由時間。

　日が長くなってきたとはいえ、外はもう完全に暗くなっている。窓の外に目を向ければ、建物内から漏もれる光と電灯の明かりだけが目につく。遠くには鬱うつ蒼そうとした森林が広がっている。

　俺と月は自然の家敷地内の一角に立つ、体育館のステージ脇わき備品置き場に忍び込んでいた。

　埃ほこりの匂いが鼻につく。電気をつけない状態だと、カーテンを閉めなくても、あまり広くない室内はほとんど真っ暗だった。しかし一応、カーテンも閉めて外からの光を入ってこられないようにする。

　異物の混じらない真っ暗くら闇やみの中、宿舎の部屋に備えてあった懐かい中ちゆう電灯のチェック。スイッチを入れると、淡い黄色の光が飛び出して闇を照らした。問題なし。

「真しん一いち、どうするの？」

　月の声が傍そばで響いた。暗いのが不安なのか、さっきから彼女は俺のジャージの裾すそを握ったままだ。

　懐中電灯で自分の顔を照らす。

「まあ見てろって。お前は俺のすぐ傍に立ってろ。藍あい川かわが来ても、自分から喋しやべったりはしなくていいからな？」

　彼女の顔に光を向けると、眩まぶしそうに目をぱちぱちさせながらも頷うなずきを返してくる。

　さて、そろそろ来るころだと思うけど……、

「お……」

　入り口のドアが開く音。外の光と共に、藍川が部屋の中に入ってきた。

「よ、藍川」

「え、ええ、こんにちは。言われた通り来ましたけれど、どうしてこの部屋、真っ暗にしているのですか？」

　どことなく不安の滲にじむ声だった。もしかしたら、俺になにかされるとでも思っているのかもしれない。

「ん……まあ、気にすんなよ。電気はつけないでくれよな」

　ドアが閉まり、再び部屋が真っ暗になった。闇に目を慣れさせないために、藍川にはライトを当てたままにする。彼女の姿が暗闇の中に浮かび上がった。向こうからは、俺達の顔がぼんやりと見えていることだろう。

「あの、小鳥遊たかなしさん？　一体何をするつもりなのですか？」

　俺はこほん、と咳せき払ばらいする。

「何をするか……の前に、話を聞いてくれ。月つきの性別についてだ」

　藍あい川かわが身構えるのが見えた。……俺としては、出来るなら会話で説得したい。

「昼間も言ったけど、月は本当に男だよ。これはホントにホントのことなんだ」

　藍川は首を振る。

「……小鳥遊たかなしさん、私、氷ひ坂さかさんはもう女の子にしか見えませんの」

　ぐ、と言葉に詰まるが、なんとか納得させようとさらに口を開く。

「いや、それはお前の勘違いなんだって。月は見た目は女の子っぽいし、昨日今日と、ちょっと怪あやしむようなことしちまったかもしれない。でも、こいつは正真正しよう銘めい男なんだ」

　最後に、頭を下げて、

「頼む、藍川。俺の言うこと、信じてくれ」

　真しん摯しな声で言う。

　……これでも駄だ目めなら、最後の手段に出るしかない。『信じます』って言ってくれ、藍川。

　少しの間があり、彼女は目を伏せつつも、さっきと同じように首を振った。

「……ごめんなさい、小鳥遊さん。私、やっぱり信じられませんわ」

　がくりと肩を落とす。出来ることなら話し合いで解決したかったけど、やっぱり、言葉での説得は不可能か……。

　となると、作戦を実行するしかない。正直、気は進まないけど、これ以外に手段は無いんだ。

　ふう、と一つ息をつき、気持ちを切り替える。

「信じてもらえないなら仕方ない。藍川、実はな、お前をここに呼んだのは、ある証しよう拠こを見せてやるためなんだ」

「……証拠？　なんの証拠ですの？」

　訝いぶかしげな声。月にライトを向けると、闇やみの中に彼女の顔が浮かび上がる。

「ここにいる月が、本当に男だっていう証拠さ」

「え!?」

　藍川の驚きの声。そしてワンテンポ遅れて、

「え？」

　月がきょとんとしたリスのような顔で俺を見上げてくる。

　まあ、藍川は勿もち論ろんのこと、月が驚くのも無理はない。俺が何をしようとしてるか、なんにも話してないからな。

　一いつ旦たんライトを消し、彼女に耳打ちする。

（俺に任せとけって。さっきも言ったけど、お前は喋しやべらないでいいからさ）

（……ん、よくわからないけど、わかった）

　よし、と呟つぶやいて、再びライトを藍川に向けた。彼女は眩まぶしそうに目を細めている。

「あの……小鳥遊さん？　氷坂さんは女の子なのでしょう？」

「いいや。藍あい川かわは信じられないっていうけど、本当に違うんだ」

　懐かい中ちゆう電灯のスイッチを消す。部屋がふっと暗くら闇やみに包まれ、視界は真っ黒に塗りつぶされた。

「フッ、藍川。お前は勘違いをしている。月つきが女だと思い込んでいるから、視野狭きよう窄さくに陥おちいってしまっているのさ」

　言いつつ、ごそごそと手を動かし、準備を始める。

「……そんなこと、ありませんわ。氷ひ坂さかさんは女の子のはずです。小鳥遊たかなしさんと、恋人のように抱き合っている所も見ましたし……」

　暗闇の中に彼女の声が響いている。同時に、小さな衣きぬ擦ずれの音も聞こえていた。

「だから、それが勘違いなんだよ。俺達は本当に取材のために抱き合っていただけなんだ」

　そう言いながら前まえ屈かがみになり、腰の辺りでゴムの入った生地を摑つかんで、一つ深呼吸。

　そして、

「藍川は月が女だって先入観を持っていたから、それが恋人のように見えてしまったのさ」

　そのまま、手を足元まで一気に下ろした。

　途端に寒くなって、ぷるっと体に震えが走る。……やっぱめちゃめちゃ恥はずかしい。藍川も月も、まさか俺が暗闇の中でこんな姿になっているとは夢にも思うまい。

　ともあれ、準備は整った。

「そんな……、い、いえ、誤ご魔ま化かされませんわ。氷坂さんは、やっぱり女の子だと思います」

　動揺していたようだったが、藍川ははっきりと言い切った。

　俺はふっと鼻で笑う。

「月の股またについてるモノを見ても、そんなセリフが吐はけるかな？」

「え？」と藍川の声が聞こえた。

　羞しゆう恥ちで顔が茹ゆで上がるように熱くなるが、一つ深呼吸し、覚悟を決める。

「さあ、しっかり見ろよ、藍川……!!　これが、月が男である証拠だ!!」

　すう、と大きく息を吸い、ぐいっと月の体を押した。

「ひゃう……っ」

　彼女の口から小さな驚きの声。

　俺は今まで月が立っていた所に立ち、懐かい中ちゆう電灯を自分の体のとある一カ所に向け、そのスイッチを入れる。

　薄黄色のライトが俺の一部分をしっかりと映し出し、

「ひっ…………………………………………………………!!」

　藍川の、可哀想なくらいに引きつった声が備品置き場に響いた。

　恥ずかしくて顔の穴という穴から炎が噴き出しそうなくらいだったが、彼女にしっかりと見せつけることが出来たことには満足しなければ。

　懐中電灯のライトが向かう先は、俺のさらけ出された股こ間かん。そしてそこに生えている、男にとって神聖にして必要不可欠、心臓以上の最重要器官だ。

　つまり、藍あい川かわは俺の股またについている男の象徴をばっちり見てしまったわけである。

　ライトは至近距離から照らしているし、俺の顔は向こうから見えていないはず。

　そして、俺が立っているのはさっき月つきが立っていた場所。これなら、藍川は俺の股を月の股だと勘違いしてくれたに違いない……!!

　かちっと懐中電灯のスイッチを切り、いそいそとズボンを上げる。横に押しのけていた月の腕を摑つかんで元の場所に戻し、俺もさっきまで立っていた場所に戻った。

　ふう、と一息。

「さ、これで信じただろ、藍川。月は男なんだ。もう疑わないでくれよな」

　再び懐中電灯をつけ、彼女に光を向ける。

　床に倒れている藍川が見えた。

「えええ!?」

　な、なんで倒れてるんだ。そんなにインパクトが強すぎたのか……？

　電気のスイッチを入れると、蛍光灯の眩まばゆい光が部屋を照らす。

「だ、大丈夫か藍川!?」

　人工の白光に目を細めながら彼女の元に駆け寄り、抱き起こして肩を揺ゆらすと、藍川はうっすらと目を開けて「うぅ」と小さく呻うめきながら、

「……龍りゆう……草原から……龍が生えていましたわ……」

　少し嬉うれしいのが複雑だった。

「藍川、これで信じてくれたよな。……月は、体に龍を宿しているんだ」

　彼女は頷うなずいて、ふっと目を閉じた。気絶してしまったらしい。

　ほっと息をつく。やった、俺はやり遂げたぞ……。

「月、やったぞ。これでもう大丈夫──？」

　振り返るが、月の様子がおかしい。なぜか顔を真っ赤にして、さっきの場所に突っ立ったままで硬直している。

「月、どうした？」

　彼女に近づこうとすると、昨日の風呂場の時のように「ひっ……」と小さな声がその喉のどから漏もれた。

　はっとして、気付く。

「お、お前も見たの？」

　月は湯気が出そうな顔のまま、こくっと小さく頷いた。

「真しん一いちのって、やっぱり凶悪……」

　畏い怖ふの混じる声。

　俺は頰ほおを熱くしつつ、自分の股こ間かんを見つめる。……俺の、普通のサイズなんだけどなあ。

　でもまあ、『龍りゆう』とか『凶悪』とか言われて、悪い気分はしないよな。

　…………。

　…………。

　…………。

　いや、やっぱ恥はずかしいだけだわ、うん……。
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　二日目の夜は『小鳥遊珍龍幻想譚ドラゴンフアンタジー』以外は特に事件も無く、穏やかに過ぎていった。

　そして三日目。試練の宿泊訓練も終わり、俺達はバスに揺られて住み慣れた町へと帰路についていた。

　バスの振動に揺られながら、ぐったりと座席に体を沈める。

　クラスメイト達はこの三日でさらに親しん睦ぼくを深めたようで、車内は楽しげな雑談の声で溢あふれている。自然の中で過ごしたせいか、みんなのジャージに染み付いた草木の匂においがバスの中に漂ただよっていた。

「だからぁ、ここは小鳥遊たかなし君が氷ひ坂さか君に縛しばられる所でしょ？」

「そうかしら？　服をびりびりに引き裂かれて強引に……みたいな展開の方が燃えない？」

　近くに座っている女子の方からアレな会話が聞こえてきたが、意識して聞かないようにした。

　それより気になるのは、

「月つき、お前、なんか俺との距離遠くないか？」

　隣に座る月が、昨日から妙に俺のことを意識しているのだ。

　俺のことを……というか、俺の股またの辺りを。

「……ちらっと見たことは何度もあったけど。あんなにじっくりと見たの、初めてだったから」

　彼女は髪をいじりながら、恥ずかしげに目を伏せる。……いや、そもそもじっくり見んなよ。お前に見せるつもりは無かったんだしさ。

「……ま、なんにしても、もう安心だな」

　藍あい川かわにはしっかりと見せつけたし、あいつは俺のアレを月のモノだと勘違いしている。もうこいつの性別を疑ってくることは無いはずだ。

　安心してうつらうつらとしていると、ふと、通路を挟はさんで隣の席にいる藍川が半分立ち上がり、さらに前の席に座る宮みや田た、石いし島じまと座席の背もたれの上で何かを話しているのが目に入った。

　三人はちらちらとこちらに視線を向けている。俺は気付かない振りをして、そちらの様子を窺うかがっていた。

「真しん一いち……」

　月つきからも見えたのか、その顔がブルドッグに睨にらまれたハムスターのように気弱げになり、服の裾すそを摑つかんでくる。

「安心しろ月。大丈夫だから」

　連中から見えないように彼女の手に手を重ねる。

　耳を澄ませると、藍あい川かわ達の会話が聞こえてきた。

「藍川さん、ちゃんと監かん視ししたの？　ホントになにも無かったの？」

「私、納得いかない。絶対女の子だよ、氷ひ坂さかくん」

　どうやら意見が対立しているらしい。宮みや田たと石いし島じまが責めるように藍川に言葉をぶつけている。

　俺はじれったい気分で藍川を見ていた。何をやってるんだ藍川、早くびしっと言ってやってくれ！

　すると期待に応えるように、藍川の口から聞きたかった言葉が紡つむがれる。

「氷坂さんは間違いなく男性ですわ。だって、その、彼の股またには……、り、龍りゆうがついていましたもの」

　宮田達が「股に龍？」と首を傾かしげ、すぐに意味が分かったのかその顔がぽわっと赤色に染まった。

　と、俺の前に座っていた井い岡おかが何気ない様子で藍川達に話しかけた。

「なあなあ、なに話してんの？」

　ヤツはすすっと藍川の傍そばに寄っていく。……すげえ馴なれ馴なれしいな。そういや、あいつ藍川狙ねらってるって言ってたっけか。

　藍川はさすがに恥はずかしいのか、何も言おうとしなかった。

　しかし、宮田はまだ頰ほおを紅潮させたまま、熱に浮かされたような調子で、

「藍川さん、氷坂さんの股に、龍がついてるって……」

　ぽつりと、呟つぶやくようにそんなことを言ってしまった。

「ちょ、ちょっと、宮田さんっ。人に話したりしてはダメですわ！」

　藍川が焦あせって戒いましめるが、後の祭りだ。

　我に返ったらしい宮田が「ご、ごめんなさいっ」と藍川に謝っている横で、井岡は凍こおりついたように動きを止めていたが、やがて頭を抱え、震えながら天を仰ぎ、

「うああああああああああああああああ!!　氷坂が藍川ををををををををををををををを!!」

　バス内に響き渡るような大声で叫んだ。

「な、なんだよ井岡、何かあったのか？」

　驚いた様子で、とっつぁん坊やの柴しば田たが井岡に近づいていく。そして耳打ちされた後、

「ぎゃあああああああああああああああ!!　氷坂の馬ば鹿かアアアアアアアアアアアアアアア!!」

　こちらもまったく同じリアクションだった。

　……そんな世界の終わりみたいな反応せんでもいいだろうに。

　半ば呆あきれながら見ていたが、少し困ったことになっていることに気付いた。驚いていた周囲の連中が、アホ二人に話を聞きに集まっているのだ。

「おい井い岡おか、柴しば田た。氷ひ坂さかと藍あい川かわがなんなんだ？」

「…………え、それマジ？　氷坂が藍川に自分の息子を見せつけた？」

「ちょ、龍りゆう？　氷坂くんのってそんなに大きいの……？」

「人は見かけによらないってか。氷坂ってアレもデカいし手も早いんだな……」

「氷坂くん、なよっとしてるように見えるけど、意外と男らしいんだね」

「そ、その大きいので小鳥遊たかなし君も貫いたのかしら？」

「ハーハッハッハッハ!!　やるじゃないか氷坂!!　先生、お前のこと見直したぞ!!」

　何時いつの間にやらバス内は月つきと藍川の話題一色になっている。アレな発言をする女子や教師としてそれでいいのかと聞きたくなる先生など一部自重していただきたい連中もいたが、まあそれはそれとして、

「えらいことになっちまったな……」

　喧けん噪そうの中、俺はぽつりと呟つぶやいた。

　ふーむ、ちょっと予想外の事態だけど……まあ、よく考えてみれば、こっちとしては月の股こ間かんにアレがついてるって噂うわさが広まっても全然困らないか。宮みや田た達にも伝わったし、むしろ疑う奴やつがいなくなって有あり難がたいくらいだ。
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　ただ……、

「真しん一いちのばか……っ」

　奇妙な形で話題の中心となってしまい、涙目に真っ赤な顔で俺にしがみついている隣の幼おさな馴な染じみには、お気の毒様とだけは言っておこうか。
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「月つきー、シャンプーそろそろ無くなるからなー？」

　風呂上がり、体を火ほ照てらせながらリビングに入る。

「月？」

　我が家の可愛かわいらしい小動物系の姿が見当たらない。部屋に戻ったのだろうか。

　キッチンの冷蔵庫から牛乳を取り出し、直飲みしようとして思い直し、コップに入れて飲む。前に月に怒られたからな、気を付けないと。

　宿泊訓練の日から既すでに二日が経たっていた。

　学校では順じゆん風ぷう満まん帆ぱん、月が男だという印象を植え付けたお陰かげで、彼女が女だと疑う奴やつは少なくともクラス内には一人もいなくなっている。宮みや田たと石いし島じまからはあの後で『疑ってごめんなさい』と何度も謝られてしまった。二人とも良い子だし、今後は普通に仲良く付き合って行けそうだ。

　そして藍あい川かわはといえば、俺達は彼女とも普通に付き合えていた。月とは気まずいみたいだが、俺とは以前よりもよく話すようになったと思う。俺はアイツの顔を見る度たびに、あの日の羞しゆう恥ちを思い出して顔が火照るのだが、彼女はあの時見た龍が小鳥遊たかなし真しん一いちのものだとは夢にも思っていないに違いない。ちなみに井い岡おかなどクラスの連中が気にしていた『藍川が月の股間を見たこと』に関しては、月の着替えを藍川が偶然覗のぞいてしまったという話にしておいた。

　まあ、あの試練の二泊三日はキツかったが、今になって考えれば、行って良かったと言えるのかもしれない。俺と藍川の心には消えない傷が残ってしまったとも言えるが。

　コップを洗い場に置いて、さて、と廊下に目を向ける。

「月はまた原げん稿こうか……？」

　時間が空いているなら少し話したい気分だった。まだ寝るような時間でもないし。

　彼女の部屋に向かい、ドアをノックしようとすると、ノブがひとりでに回り、内側から月が顔を見せた。

「あ、真一」

　俺のカッターシャツをパジャマ代わりに着た彼女は、手にワープロ用紙の束を持っている。

「ちょっとダベろうって思って来たんだけど……、それ、なんだ？」

　月は答えようとしたようだったが、思いとどまるように口をつぐみ、目を伏せて俺のＴシャツの裾すそを引いた。

「リビング、行こ」

　引かれるままに月と二人でリビングへ戻り、ソファに並んで座る。

　ガラステーブルに片隅をダブルクリップで留めたワープロ用紙が置かれた。

　表紙に印字されている文字の列。どうやら何かの文章らしいが、月つきが作る文章といえば、

「これ、お前の書いた官かん能のう小説か？」

「ん」

　頷うなずきが返ってくる。

　月は原げん稿こうを俺の前へとずらし、

「一作書き上がったから、これ、読んでみて」

「いいのか？」

　彼女は頰ほおを染め、頷いた。

「……二人で作り上げたんだし。真しん一いちにも読んでほしい」

　二人で……。そっか、体験取材やってたからな。たしかに俺も制作に参加したと言えるか。

　そう考えると、目の前の原稿がとても崇すう高こうなものに思えてきた。これも創作の喜びってやつなのか。月と一緒に何かを作った、という事実が嬉うれしくて、思わず頰が弛ゆるむ。

「分かった。じゃ、読むから。時間かかると思うけど、どうする？　部屋で待ってるか？」

「ん、ここで待ってる。それに真一、髪まだ濡ぬれてるから、読んでる間に乾かしてあげる」

　月は一旦廊下に出て、ドライヤーを持って戻ってきた。

　小説を読み始めると、駆く動どう音おんと共に温風が髪に当てられる。小さな手がゆったりとした動きで俺の髪を撫なでる。

　思わず眠ってしまいそうな心地良さを感じながら、俺は小説に目を通し始める。

　やっぱりモデルは俺と月らしい。作中の主人公、雪ゆきの設定は、月と同じように『男装して幼おさな馴な染じみの元へやってくる』というものだった。もちろんシチュエーションも、痴ち漢かんシーンを始めとして、俺達が体験したものばかり。途中には以前読んだシーンも多く含まれており、全てが合わさって一つの作品になっているようだった。

　時折体験取材のことを思い出してドキドキしつつ、文章をどんどん読み進めていき、物語はクライマックスへと差し掛かる──




　　♡　　♡　　♡




　穏やかな陽光、風に吹かれてさらさらと音を鳴らす木々、聞く者を癒いやすように流れる浅い川。

　雪は、山中の清流に足を浸し、背後から誠せい一いちに抱きしめられていた。

「……誠一、だめ。ここじゃ見つかっちゃう」

「見つかんないよ。あいつら一時間は帰ってこないって言ってたから」

　誠一はそう言いつつも、雪の程良く肉のついた臍へそ回りを撫で回している。

　彼の愛あい撫ぶに心地良いものを感じながらも、雪は「もう」と息をついた。

　宿泊訓練、と名のついた学年の親しん睦ぼく旅行にやってきて、今日はオリエンテーリングで山登り。本来この河原には行ってはいけないことになっているのだが、誠せい一いちの主導で雪ゆき達の班だけここにやってきたのだ。

　そして同じ班の他の二人は滝を見に行くと言って歩いていった。雪は涼すずもうと川に入ったのだが、いっそのこと体を流せばいいと誠一に勧められ、半ば脱がされるような形で裸の水浴びをすることになってしまった。

　単純に、裸を見たいだけなのかなって思ってたのに……。

「誠一、ホントにだめだってば。私、怒るよ」

　語調を強める。最近、誠一が迫ってくることが多すぎると思う。彼のことは大好きだし、自分に興奮してくれるのは、正直言うと嬉うれしい。でも、こんな外でまで求められるのには抵抗があった。

　誠一はまだ体を離そうとしない。むしろ抱く力を強めてくる。

「誠一、いい加減に──」

「雪、俺、お前のことが本気で好きなんだ」

　熱っぽい言葉にどくんっと胸が高鳴る。

「それは、嬉しいけど……、いきなりどうしたの、誠一？」

　誠一は耳元に息を吹きかけてくる。ぞくっと体が震えた。

「あのさ、今日は最後までやらせてほしいんだ。今までみたいに途中までじゃなくて、最後の最後まで」

　その言葉に息を飲む。

「さ、最後まで……？」

「ああ。最後まで。好きだから、やっぱり途中までじゃイヤなんだ。もう我が慢まんの限界なんだよ」

　誠一の声は本気そのもの。息は今までに無く荒くなっており、雪が逃げでもしたら即そく座ざに襲ってきそうな野や獣じゆうの響きを感じる。

　──ちょっと怖いけど、それも仕方ないのかな。

　今までは最後までやらせてあげたことは一度も無かった。全部途中までで終わっていたのだ。誠一は優しいから、毎回納なつ得とくしてくれたけど……。そろそろ限界が来てもおかしくないのかもしれない。

「……分かった、いいよ」

　誠一の優しさに甘えるのも良くないと思う。正直、怖いけど、そろそろ彼を本当に受け入れてあげないと。

　……私だって、誠一のことが本当に好きなんだから。

「ほ、ホントか？　じゃあさっそく……！」

　こんな所にもかかわらず、誠一がズボンを下ろそうとする。

「ちょ、ちょっと、まさかここで……？」

「いいだろ、あいつらはまだ一時間は帰ってこないんだ、俺、我慢できないんだよマジで！」

　誠せい一いちの息は犬みたいに荒い。……だめだ。こうなったら受け入れてあげるしかない。

　初めてが外っていうのも、思い出にはなる、かな。

「ん、分かった……。でも、怖いのはいやだからね」

「ああ、分かってる。俺に全部任せてくれ」

　誠一はそう言ってズボンを下ろし、再び雪ゆきの体を抱きしめてくる。彼の抱ほう擁ようは荒々しくも、やはり雪を想う優しさに溢あふれている。雪は僅わずかな不安を感じつつも、これからの行為に期待して全身を火ほ照てらせていた。

　そして二人は向かい合い、気持ちをたしかめ合うようにキスを交わして




　　♡　　♡　　♡




「あれ？」

　ぽつりと呟つぶやく。

　ぺらぺらとワープロ原げん稿こうをめくり、裏と表を確認する。

　やっぱり無い。文が途中で終わり、続きがどこにも見当たらない。

「月つき、これ、途中で終わってるんだけど。印刷ミスじゃないか？」

　官能小説なら、ここからが一番大事な所だと思うのだが、本番に入る寸前で終わってしまっている。尻しり切きれトンボみたいになっていた。

「……最後は、まだ書いてないの」

　月が目を伏せて言う。少し驚いて、

「……最後書いてないって、書かなきゃだめなんじゃないのか？」

　彼女は応えず、髪をいじっている。……どうしたんだろ。難しいシーンだったのかな。

「……それまでの所は、どうだった？」

　質問を返される。いつも通りに無表情に見えるが、真剣さがびしびしと伝わってきた。

「んー、普通にエロかったんじゃないか？　俺は、結構上手うまく書けてると思うけど」

　賞を取れるレベルかどうかは別にして、初めてにしては大したものなんじゃないかと思う。少なくとも悪くは無いだろう。

　嬉うれしかったのか、月の表情が明るくなる。

　が、しかし、やっぱり、

「……ラストは、書かないとな」

　問題はラストシーンだろう。一番盛り上がるはずのここを書かないと、読者は絶対に納得しない。ストーリーも完結してないじゃないか。

　月つきは気落ちした様子でほうっと息をついた。

「……最後、書けなかったの。書いてて、よく分からなくなって」

「よく分からなくなった？　なにが？」

「……それもよく分からない」

　不思議な答えだった。月は自分でも不思議なのか、眉まゆを僅わずかに寄せ、小首を傾かしげている。

　この表情は見たことがある。先日の宿泊訓練、川の傍そばで話している時に、月はこんな表情をしていたはずだ。

「……分からないって、なにがどういう風に分からないんだ？」

「ん……、雪ゆきはどんな気持ちで幼おさな馴な染じみと……えと……そういう行為をするのかなって……。分かってると思うのに……書いてると頭がごちゃごちゃしてきて、『おかしい』っていう気持ちも出てきて……なんでこういうことするんだろって思って……これはフィクションなんだから、書けるはずなのに……指が動いてくれなくて……」

　言っている意味はよく分からなかった。おそらく、彼女自身も分かっていないのだろう。

「……とにかく、書けない。……書きたくないのかも」

　月は俺から視線を逸そらし、俯うつむいてしまった。

　一応、俺も彼女の気持ちを考えてみようとしたのだが、すぐに諦あきらめた。こればっかりは、俺にもさっぱり分からない。

　……どうも、ここのところ、月だけでなく、俺の感情にも『分からない』が多い。どうすれば分かるかも『分からない』ので、どうすることも出来なかった。

　しばらくそのまま黙だまっていた。月は眉を寄せ、じっと考え込んでいる。

「……ま、考えても分からないなら、分かるまで待つしかないだろ」

　ぱんっと手を叩たたき、気持ちを切り替える。

「なんにしても、一作分仕上がったんだろ？　初めての小説じゃんか。ほら、軽く打ち上げしようぜ。……いや、軽くじゃなくて盛大にやるか。明日は二人でカラオケかどっか行くとか？　あ、週末に遊園地とかでもいいな。遠くに行けば、お前だって女の子の姿で過ごせるだろ」

　何かを達成したらとにかく喜ぶべきだと思う。よし、遊園地……千ち葉ばのでっかいトコ行くか？

「真しん一いち……」

　週末の天気を調べるために立ち上がろうとすると、月に裾すそを摑つかまれた。彼女の顔はまだ晴れていない。

「なんだよ、まだ気にしてるのか？　こういうのは時間が経たてば分かるもの──」

「体験取材したら分かるかも」

　言葉を止める。月はじっと俺の目を見つめている。

「体験取材って……、どんな？」

　彼女は俺にずいっと近づいてくる。その深みのある黒瞳に見つめられると、意識が囚とらわれて動けなくなる。魔法をかけられたみたいだった。

　二人の動きが止まる。時計の音だけが聞こえている。

「ん……」

　月つきが小さく呟つぶやいて、目を閉じた。

　心臓がドクンと大きく音を立てる。

　月、と呼ぼうとしたが、声が出ない。彼女は唇をほんの少しだけ前に出している。

　顔の間近で目を瞑つぶり、唇を差し出している女の子。何を望んでいるかは誰だって分かる。

　俺は動けずに、そのまましばらく硬直していた。

　なんだか、崖がけの縁ふちに立っているような錯さつ覚かく。

　甘あま酸ずっぱいドキドキ感は確かにあるかもしれない。

　しかし、それよりも、前に進めばどうなるのか分からないという恐怖が胸を占めていた。

「…………」

　それでも、顔はゆっくりと前に進む。

　これは体験取材だ。キスのカウントには入らない。色気のある話じゃなく、ただ単に、必要だからやった行為として二人の胸に記憶されるだけだ。俺達の関係は変わらないんだ。

　そう自分に言い聞かせながら、さらに近づく。

　彼女の吐息が聞こえてきて、俺も目を瞑る。

　お互いの息が触れ合って、呼吸を止めた。唇に全ての神経が集中しているような気がする。埃ほこり一片でも触れれば脳まで刺激が走るかもしれない。ましてや月の柔らかい唇が触れた時には、どうなるんだろう？

　それもすぐに分かる。すぐ傍そばに彼女の薄桃色の唇がある。

　さらに少し、顔を前に出す。

　あとほんの僅わずか、あと数センチで二人の唇が重なり合う──




　それを遮るように、電話の無機質な音が響いた。




「……………………っ!!」

　弾はじかれるように月から離れる。ずっと息を止めていたせいか、呼吸が荒い。

　月も目を開いた。彼女は俺と目を合わせ、唐とう突とつに何をしていたか自覚したとでもいうように、その頰ほおを一瞬で林檎りんごのように真っ赤に染める。

　俺は呼吸も整わないうちに床にずり落ち、転がるようにしてラックの上にある電話機へと走った。受話器を荒々しい手つきでもぎ取り、耳に当てる。

「は、はい小鳥遊たかなしです！」

『おお、真しん一いちか。儂わしだ儂』

　ぞくっとした。

　この声、師匠だ。なんてタイミング。……この部屋、監視カメラとかあるわけじゃないよな。

　すう、はあ、と深呼吸し、気を落ち着けてから応答する。

「……久しぶり、師匠」

『うむうむ。久しぶりだな。お前の声が聞けて嬉うれしいぞ、真一』

　本当に嬉しそうな野太い声。この人は声に感情が表れやすい。月や親父曰いわく、俺と師匠はこういう所がよく似ているらしかった。

『どうだ真一、月つきとはうまくやっているか？』

　一いつ瞬しゆん言葉に詰まる。やましいことは何も無いはずなのに、悪いことをした時のように体の芯が冷えてくる。

「……うまくやってるよ。俺と月は家族同然なんだから、当然だろ」

『ふむ、そうだな。いや、すまんすまん、当たり前のことを聞いてしまった。そうだな、お前達が仲なか違たがいなんてするはずがないものな』

「そうそう。すっげえ仲良いからさ、俺達」

『うんうん。お前達が仲が良いと儂も嬉しい……が』

　師匠の声の質が低くなり、

『……仲が良すぎて、一線を越えたりとかは、無いよな？』

　す、と息を飲んだ。ちらりと背後を振り返ると、彼女は恥はずかしげに目を伏せ、頰ほおを染めたまま唇を押さえていた。

　──さっき触れた……？　いや、してない。キスはしてないぞ。

『真一？』

「あ、ああ。そんな、あいつとヘンなことしたりとかは無いよ。安心していい」

『ふむ……そうか。それならいいのだ。さて、それでは、月に替わってもらえないか？』

「分かった。月ー！」

　手招きすると、彼女は恥じらいの残る顔でちょこちょこと俺に近づいてくる。

「ほら、月。師匠だぞ。ちょっと声聞かせてやれ」

「いや」

　即そく答とうされた。その顔は怖いくらいの無表情になり、ふいっと明後日あさつての方を向く。

「……月、久しぶりなんだからさ。ちょっとくらい話してやれよ」

「いやったらいや」

　彼女は後ろを向いてしまった。……ったくもう。

「あ、お待たせ師匠。えーっと、あのさ、月、今はちょっと話したくないってさ」

『……そうか。ふん、好きにすればいい。謝れば許してやろうと思ったのにな』

　その声からは憤いきどおりというよりも、拗すねたような印象を受ける。

「……師匠、なんで月つきが官能小説書くの嫌いやがるんだよ。いい年して結構エロいくせに」

『……たしかに儂わしはエロいかもしれん。しかし、それとこれとは話が別だ。なんだ真しん一いち、お前も月の肩を持つのか？』

「いや、俺は何があろうと月の味方だし」

『……ふん、どうせ儂は仲間はずれだ。お前達はいつも儂をハブって楽しむんだな』

「四十超えていじけんなよ……。師匠、真面目まじめな話だからな。ちょっと前だってな、宿泊訓練で大ピンチだったんだぞ？」

『そうか……。しかし、お前が守ってやったんだろう？』

「そりゃ、もちろんそうだけど……、官能小説書くのくらい許してやってくれよ」

『それは駄だ目めだ。今はあの頃とは違う。月がそんなものを書く必要は無い』

　あの頃……？

『とにかく、賭かけは継続だ。……月のこと、よろしく頼むぞ、真一』

「ああ、わかってる……っと、まだ話は終わってないし、月の声ちょっとくらい──」

『さて、お前は大丈夫だと思うが、月の体には気を遣ってやってくれ。それと、毎日の素す振ぶりはサボるんじゃないぞ。あと、高校生だということを自覚して、安易に月に手を出したりしないように。よし、こんな所だな。うむ、お前の声が聞けて安心したぞ。それでは、またな』

「あ、ちょっと待ってってば!!」

　ぷつっと通話が切れた。

　受話器を戻し、ため息をつく。……ったく、なに頑固になってんだか。そういうのは師匠らしくないっての。

「……真一、お父様、なにか言ってた？」

　月が俺の裾すそを引き、顔を見上げてくる。何気なくぽんっとその頭に手を置いた。

「体に気を付けろって。あと、賭けは継続だとさ」

「……そう。謝ってた？」

　首を振ると、こちらも拗ねたように唇をほんの微かすかに尖とがらせる。

「ま、そのうち仲直りできるさ」

「仲直りなんかしない」

「俺は仲直りしてほしいな。二人がケンカしてんの見るの嫌だし」

　月は「うー……」と小さく唸うなり、

「……真一がそう言うなら、向こうから謝ったら、許してあげる」

　師匠と同じこと言ってるよ。似たもの親子め……。

　彼女はソファに戻ろうとしたが、途中で立ち止まり、こちらに顔を向けた。

「……お父様、病気とかは、大丈夫そうだった？」

　無表情、平へい坦たんな声といつも通りのセットだが、心配しているのがはっきりと分かる。

　思わず苦笑が浮かんだ。

「師匠が病気にかかるわけないだろ。車に轢ひかれてもピンピンしてるオッサンなんだから」

　ほっとしたのか、月つきの唇が弛ゆるむ。が、すぐにはっとしたように唇を引き結んだ。

「……別に、心配したわけじゃないから」

　素直じゃないやつ……。ま、なんだかんだでお互い思いやってるのは変わってないみたいだし、次帰った時には仲直りできるだろ。

　二人でソファに戻り、並んで座る。

　と、月がすすっと傍そぱに寄ってきて、肩にこつんと頭を乗せてきた。温かな重みと、酔ってしまいそうなほど芳かぐわしいシャンプーの香り。

「……真しん一いち、私、官能小説家になれると思う？」

「え？」

　彼女の顔を覗のぞき込んでみる。眉まゆが少しだけ下がっていた。

「一番大事なシーン、書けないし。こんなことで、上手うまくなれるのかなって」

　ほうっと小さなため息。ラストシーンが書けなかったのがショックなのか。初めて一作分書き終えたということで、色々と思う所があるのかもしれない。

　微笑を浮かべて月の小さな手を取り、ふわりと包み込んでやる。

「上手くなれるに決まってんだろ。お前はおばさんの娘なんだから」

　彼女は頰ほおを肩に乗せるようにして、俺に目を向けてくる。

「……お母様みたいになれるかな」

「ああ、なれるよ。俺も協力するからさ、一緒に頑張ろう」

　きゅっと手を握ってやると、月は「ん」と呟つぶやいて、

「真一が一緒なら、安心」

　微み塵じんの不安も感じさせない声。その頰には微笑が浮かび、胸の底から湧わいてきたような小さな笑い声が漏もれている。日干しして太陽の光を浴びた布団に潜もぐり込んだ時のような、幸せそうな顔。

　彼女はもう一度俺に目を向けて、小さな唇から言葉を紡つむぐ。

「真一がいれば、私、なんにでもなれる気がする。一緒にいるだけで、背中に羽が生えたみたいに感じるの」

　背中に羽、か……。

「そうだな。俺もそんな感じだ。二人でいる時だけそう感じるってことは、俺と月の背中に一枚ずつ、合わせて一対の羽がついてるのかもしれない……な……」

　言葉が尻しりすぼみになる。うげぇ、我ながらクサすぎた……。月以外の人間に聞かれたら恥はずかしくて悶もん死ししそうだ。

　しかし月つきはこの言葉がお気に召したようで、テーブルに顎あごを乗せてつぶらな目をする子犬のように、俺の肩に顎を乗せ、こちらを見つめてくる。

「それじゃ、ずっと二人でいなきゃだめ？」

　嬉うれしそうな、期待の滲にじむ問い。

「……そうだな。ずっとだな」

「真しん一いち、私とずっと二人で、嬉しい？」

「当然だろ。嬉しいに決まってる」

「ん、私も嬉しい。真一のこと、私が守ってあげるから」

「お前を守ってやんのは俺の役目だよ」

「だめ、私も守ってあげる」

「……じゃ、お互い守ってやるってことで」

「ん。一緒。真一と私は、なにをするにも、全部一緒」

　月はほころぶような微笑と共に腕を絡め、ぴたりと体を押し付けてくる。

　そんな彼女の顔を見ながら、ふとさっきのことを思う。

　──唇に触れてたら、どうなってたんだろう。俺達の関係は、なにか変わってたんだろうか。変わってたら、俺達はこんな風に一緒にいられなくなってた、ってことはあり得るんだろうか。

　月と俺は、家族みたいなものだ。

　十年前にそう誓って、ずっとそういう風に過ごしてきた。

　──だけど、本当の家族じゃない。それも紛まぎれもない事実。

　一いつ瞬しゆん、俺と月を繫つなぐ絆きずなが脆もろいものに思えて、ぞくりと背筋に寒気が走った。

「……月」

「ん？」

　二ふた重えの目、その輝くような瞳が俺の目を見上げてくる。幸せそうな月の表情。それを見るだけで、俺も幸せな気持ちになれる。

「……いや、なんでもない」

　月は不思議そうに首を傾かしげた。子犬同士がじゃれ合うように、その頰ほおを鼻でくすぐると、喉のどを鳴らすような笑いが彼女の唇から漏もれる。

　幼おさな馴な染じみの温かさを感じながら、思う。

　恐れることなんか無い。十六年間で培つちかってきた俺達の絆は、簡単に壊れてしまうほどヤワじゃない。

「頑張ろうな、月」

「ん、頑張ろ」

　お互いの耳元でそうささやき合う。

　こいつと接している時に胸に感じる甘い疼うずきは、中学時代よりも強くなっていると思う。

　ずっと一緒に過ごしてきた幼おさな馴な染じみ。家族みたいなもので、でも家族じゃない。俺達はどんな関係なのかと聞かれれば、明確には答えられない。

　でも、それでも良いと思う。

　二人がどんな関係になっても、お互いが世界一大切な存在であることには変わりないんだから。
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　あとがき




　はじめまして、電撃文庫にてこの度たびデビューしました辰たつ川かわ光みつ彦ひこです。

　よろしくお願いいたします。




　デビュー作となる今作は、「（微び）王道エロコメ」作品です。

　王道で微エロって、とても大切だと思うんです。

「人の目とか、難しいこととかいいから、俺は甘あま甘あまでちょっとＨなラブコメが読みたいんだ！」と常々思っていました。「ジャ○プ」のアレが終わった時は、心底嘆き、悲しみました。

　だから書かせていただきました。

　甘甘でちょっとＨなラブコメです。

　真しん一いちと月つきのやり取りを見て、読者の皆様にニヤリとしていただければ、ラブコメ作者としてこれ以上の幸せはありません。




　作品の解説をさせていただきます。

　今作、元々は官かん能のう小説モノと男装モノ、別々の作品でした。男装モノの方はかれこれ三年間書き続けたネタです。

　片方じゃインパクト弱いし、どうせなら組み合わせてみるか、ということで二つのネタを合体させ、出来たのがこの作品でした。

　男装モノの時から微エロ描写は常に意識して書いてましたが、官能小説ネタも付加され、微エロの自由度が上がりました。

「微エロ有りの王道ラブコメ」から「（微）王道エロコメ」へと進化を遂げたのです。




　真一と月のキャラクターに関しては、昔書いた短編作品の主人公とヒロインに近いものになりました。特にヒロインは無口キャラで、よく似ています。

　寡か黙もくなヒロインが好きなんです。金色の暗殺者とか。メインヒロインに昇格しそうな所で終わるとか残念すぎます。

　巡り巡って戻ってきた感じです。その短編も思い入れが強い作品なので、似たようなキャラでデビューに漕こぎ着けたと思うと、感かん慨がい深いものがあります。




　色々ありましたが、こうして出版と相成りました。

　淡々と書いていますが、すごく嬉うれしいです。




　様々な人にお世話になりましたので、ここで感謝の意を示したいと思います。

　まず担当の和わ田だ様、土つち屋や様。ありがとうございます。修正量の多さをはじめ、迷惑かけっぱなしで本当に申し訳ないです。原げん稿こうの完成度を出来る限り上げていきますので、今後ともよろしくお願いいたします。

　特に和田さんには、作品作りのノウハウをとことん教えていただきました。本当に、心の底から感謝しております。改かい稿こうがハンパなくて負担かけまくりで申し訳なさで一杯というかとにかくごめんなさいという感じなのですが……、

　いやもう、精進します。結果出します。

　良質な原稿を上げることで恩を返していくつもりですので、もうしばらくお付き合いいただければと思います。

　そして今作の出版に関わる方々にも、感謝の気持ちを送らせていただきたいと思います。出版が決まってからは、自分の作品が沢たく山さんの人の仕事と繫つながることをひしひしと感じるようになりました。責任を持って作品を作っていきます。

　イラストを担当していただいた七ななさん。月つきのラフを見せていただいた時は、感極まって涙が出そうになりました。ステキなイラスト、ありがとうございます!!




　いつも温かく見守ってくださる家族のみんなに心からの感謝を。

　父と母には、心労と迷惑をかけっぱなしで申し訳ない……。しっかりと恩返しできるように頑張っていくので、どうかこれからもずっと見守っていてください。

　デビュー短編の掲けい載さいされた雑誌発売当日、一番最初に感想をくれたのは兄でした。ありがとう。あのメール、めちゃくちゃ嬉うれしかったです。永久保存させてもらいます。

　今でも時々話し相手になってくださる昔のバイト先のみなさんにも感謝です。

　店長のＭさん、お世話になりました。お仕事お忙しいと思いますが、どうか体にだけはお気を付けて。健康第一です！

　そのバイト先で一緒だった二つ上の先輩、Ｋさん。色々とお世話になりました。連絡がつきましたら、飲みに行きましょう。今度は是非、僕に奢おごらせてください！

　高校時代からの友人、Ｆ君。やっぱり高い壁に挑いどむＦ君と話すのは、楽しいし刺激があります。また気軽に酒飲みつつダベりましょう。




　最後に、この本を手にとっていただいたあなたに最大限の感謝を。




　面おも白しろい作品を作ることで、テレビなどで活かつ躍やくされるお笑い芸人の方々のように、沢山の人を楽しませることが出来ればと思います。

　それでは二巻のあとがきでお会いできることを願いつつ、失礼いたします。


辰たつ川かわ光みつ彦ひこ
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辰たつ川かわ光みつ彦ひこ

はじめまして、辰川光彦です。

目標にしていた年齢までにデビューできてほっと一息。著者近影は虫ですが、作者はおおむねこんな感じです。一寸の虫にも五分の魂ということで頑張っていきますので、よろしくお願いいたします。
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七なな

実家の寺を継ぐのが嫌で上京した破戒僧兼イラストレーター。自称仏の女の子が煩悩を払う為に健気に尽くしてくれる。

そんなフラグが立つまで絵を描き続けます。
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官かん能のう小しょう説せつを書かく女おんなの子こはキライですか？








辰たつ川かわ光みつ彦ひこ
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